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I　研究の概要

1　研究種目　基盤研究(C)

2　研究課題　奄美諸島方言と南九州方言における疑似標準語成立過程の対比的研究

3　研究課題番号　　1 7520301

4研究組織

研究代表者　町　博光(広島大学大学院教者動画解の　日本語学
研究総括、奄美与論島方言・沖永良部島方言・古仁屋方

言の調査研究、鹿児島県方言の調査研究

研究分担者　峰村弘文(久留米大学文柳眉如要)言語学・方言学

奄美徳之島町方言・天城町方言の調査分析、鹿児島県方

言の調査研究

有元光彦(山口大学都埼糊pヵ数枚)言語学・方言学

奄美笠利町方言・名瀬市方言の調査分析、熊本県・宮崎

県の調査研究

5　補助金額 (金額単位 = 円 )

直接経 費 間接経 費 合計

平成17年度 1,6 00 ,0 00 0 1,00 0 ,00 0
平成 18年度 90 0 ,00 0 0 80 0 ,00 0

総計 2,50 0 ,00 0 0 1,80 0 ,00 0

6　研究の目的と結果

琉球諸島方言の区画上、北琉球方言とも称される奄美諸島方言は、奄美大島本島を

はじめとして南端の与論島まで約25万人の話者を有する方言である。最近の全国共

通語化の流れで、奄美諸島方言も、現在崩壊途上の危機的状況にある。それゆえ、研

究が急がれ、方言を記録しようとする動きが活発になっている。

そのような流れを承けて、科学研究費補助金を受領し、平成13年度から同16年度

にかけて「バイリンガルとしてみた奄美諸島方言の位相論的研究」を実施することが

できた。その成果は『バイリンガルとしてみた奄美諸島方言の位相論的研究』 (2005.3)

として公にした。本研究は、伝統的方言(旧来言われている方言)の記録保存という

ことだけでなく、現在の奄美諸島方言の状況をあるがままに記録し分析していくこと

に研究の主眼をおいた。奄美諸島では、世代間によって、伝統的方言と普通語(奄美

諸島でおこなわれる疑似標準語)の二重言語生活がおこなわれている。このような言

語状況にある奄美諸島域の言語生活をバイリンガルとしてとらえ、その使用実態を明

らかにしていこうとしたものである。

奄美諸島での調査地点(島ごと)の方言受容の意識が多様であることが研究前の想
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定と異なっていた。奄美諸島での疑似標準語の成立過程の研究を行う際には、奄美諸

島を一括していたが、島ごとの事情は複雑であり、ひとくくりにはできないことを痛

感させられた。島ごとの比較が考察の課堰として残っている。

この研究を発展継承させようとしたのが本研究である。方言差の著しい奄美諸島方

言と南九州方言とでは、その疑似標準語の成立過程には大きな相違があるのではない

かと考えたのである。

南九州域方言では、鹿児島市喜入町中名と肝属郡垂水市麓の世代間変容の調査を行

うことができた。調査方法等は、これまでの調査と同一である。場面設定をおこない、

それぞれロールプレイをしていただいた。

70代50代との間で、伝統的方言の崩壊が著しく、 30代ではその地域に特有の疑似

標準語(からいも普通語)が成立している。からいも普通語がすでに地域の生活語と

して存在している。しかも70代以上の老年層は、自分の子にはからいも普通語で話

し、孫にはからいも普通語よりもより東京共通語語にちかい体系のからいも普通語で

話している。南九州でも、確実に3位代分化が起こっていると言える。大隅半島の垂

水市と薩摩半島の喜入方言との比較が興味深い。

方言差の著しい奄美諸島方言の方が、共通語化の進展がはやいと予測していたが、

南九州方言においても各性代間の言語変容には著しいものがある。 30代50代での、

いわゆるからいも普通語は、すでに定着し、それが方言だとの意識も薄いD　奄美諸島

方言と南九州方言との疑似標準語化の過程には似通った変容モデルが構築されそうで

ある。

本書の構成は目次に示したとおりであり、文字化資料が中心である。話者となって

くださったかたがたにあっく御礼申し上げる。

徳之島亀津方言の校訂については、徳之島天城町浅間の岡村隆博氏のご協力を得た。

本書にはまた、調査研究の成果として、 「奄美諸島方言の性代間変容一場面設定の対話

資料による-」 (『社会言語科学』第7巻第1号　pp.75-83)を掲げる。本論文によって、

研究の目的および具体的な方法や成果を読みとっていただければさいわいである。

5年間にわたって奄美の各島を訪ねることができ、方言の残存状況(または衰退状

況)を実際に確かめることができたのはなによりの幸せであった。また、奄美の視点

から南九州方言を観察することができたのもたい-ん有益でたのしい作業であった。

場面を設定してロールプレイをしていただくという無理なお願いにもかかわらず、

方言の対話を実際に期待以上におこなってくださった話者の方々にあっく御礼申し上

げる。また、話者の紹介やさまざまの問い合わせなど、こころよく応対してくださっ

た関係各位にあらためて御礼申し上げる。

共通語化の流れはおしとどめることはできないO　各地の方言は変化しその元の姿を

永久にとどめることはできない。私どもの研究が、変化していく奄美諸島方言ならび

に南九州方言の現実態を正確に少しでも記録にとどめることができれば望外の喜びで

r-,ち_
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Ⅱ　研究論文

奄莫諸島方首の世代間変容
場面設定の対話資料による

奄美諸島では,急速な勢いで共通語化が進み,伝統的な方言が消失する寸前である.

本論文は,奄美諸島の与論島方言をとりあげ,対話資料により,世代間の方言変容の実態

をしめし,どのような言語要素からどういった変化がおこりつつあるのかを分析したもの

である.以下のことを明らかにし得た.

1. 70代から50代そして30代と音声事象を中心に著しい共通語化が進展している.共

通落語嚢は, 70代では伝統的語形が用いられるが, 50代以下では伝統的方言の音韻体系

にあわせてとりいれられ,世代間の方言差を形成している.

2.共通語化が進展しているものの, 30代でも,方言使用に抵抗感がなく,方言は生

活語として機能している.

3. 10代で,ほぼ完全に共通語化が進み,方言はすでに消失している.彼らの話す共

通語は,奄美普通語と呼べる特徴を持っている.

キーワード:奄美諸島方言,堆代差,変容,奄美普通語

The Language Transformation of Amami Is一ands Dialect

Hiromitsu Machi (Hiroshima University)

Traditional dialects in Amami Islands are being rapidly replaced by the Standard Japanese.This柁search

investigates Yoron Island dialect and analyzes generational differences in the language transformation.The

following points are to be presented:

LA tendancy toward the standardization of Amami language is more apparent in the younger generation.

2.Yoron peaple in their thin由s speak the Yoron Island dialect as everyday language.

3.The teenagers has lost血e traditional dialect and uses Amami common language which is a mixture of

the Standard Japanese and the dialect.

Key Words: Amami Islands, Dialect, diffe柁nces, Amami common Language

1　奄美拝島方音の現状

奄美諸島では,現在,すさまじい勢いで在来の方言が衰退しつつある.戦前から戦後に

かけての方言撲滅運動の顕著な成果として,現在の奄美諸島で,いわゆる全国共通語(以

下,共通語)が理解できず話せない人を見つけ出すことはまず不可能である.理解し話せ

ることができればいいというレベルにおいては,完全な共通語化が成し遂げられたのであ

る・いっぽう,共通語化の進展にともなって,在来の伝統的な方言(以下,方言)は,確

実に衰退し変容をせまられている.いまや,まさに滅亡の危機に瀕している状況である.
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現在でも,在来の奄美方言と共通語とで,お互いの意志の疎通をはかることは困難であ

る.それほど方言差は大きい.

共通語化の進展にともなって,祖父母・父母・孫子同居の三健代家族では,同一家庭内

での言語の三憧代分化が起こる.すなわち,方言を主として使用する祖父母唯代,共通語

を主として使用する孫子世代,方言と共通語を相手によって使い分ける父母世代が同一家

族内に同居することとなる.

2　本稿の目的・方法

このような奄美諸島方言の現状に注目して, 2002年度以来,奄美諸島方言の位相論的な
1)

言語生活調査をおこなっている.以下には,奄美諸島の最南端の与論島方言を対象に,バ

イリンガルとしてみた奄美諸島方言の言語生活の実態を明らかにしていきたい.　対象と

なる与論島は,人口7000余人(2002年現在), -島で-町の島である.鹿児島県の最南端

に位置し,沖縄本島北端まで約28kmである.方言的には奄美沖縄方言に区分され,沖

縄本島方言との似通いがつよい.島の方言はさらに3区分されるが会話に支障をきたすも

のではない.ほとんどの住民が,本土(多くは東京,大阪)に働きに出た経験があり,共

通語の話せない人はいない.

2. 1　執圭の内容

言語生活の全的な把握をめざして,方言会話を収録することとした.自然談話のみでは,

世代間の比故が困難と予想されるため,ある程度の同一内容の比故を可能とするために場

面設定の会話をおこなってもらうことにした,基本的に,文化庁の「緊急方言調査」の要
2)

項を参照している.会話は10の大場面(21の小場面)に分かれる.若年層には,依頼や

勧誘場面などを中学生用に変更している.

調査日時　　2003年3月26日～同29日

調査者　町博光(与論島出身, 15歳まで与論島で生育) ・西村浩子(愛媛県松山市出身)

話者　それぞれの年代で,親しい友人同士という条件で話者を依頼した. 70代男性2

女性1, 50代男性2女性2, 30代男性2女性1, 10代男性2女性1となった.全員

が与論島の朝戸集落の出身である.

2.2　先行研究
3)

世代差に注目したまとまった研究としては,国立国語研究所(1978)があげられる.疏

球方言の新しい方言(新沖縄口)については,本永(1984)高江洲(1994)などがある.

永田(1996)は,琉球方言を対象としたこの種の調査としてまとまったものである.

以上のように,世代間の言語変容の解明を目的にした調査研究も確実に積み重ねられて

いるが, 4低代にわたり,場面を限定した会話形式で,奄美各島での比較を試みた研究は

まだおこなわれていない.

3　与油島方首会垢の臭障

健代ごとの会話が実際にどのようにおこなわれているかを文字化資料でしめし,その特

徴についてみていきたい. 「Ⅱ依頼(1物を借りる)」をとりあげる. 「依頼」場面をとり

あげるのは, 「物を借りる」という明確な目的をもった会話行動であり,定型化した表現

が各世代から得られやすいと判断したからである.話者を識別するために, 70mYのよう
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に記す・ 70代男性で話者の頭文字をとったものである. ?はグロツタルストップをしめ

す.文アクセントは省略する.

3. 1 70代の会話

70mK?ajifi hadi putfaru Patunati kittuja:nu?uikadあれあれ,台風の吹いた後なので,あれ,家

nubuti totanma:gi: Putげikiribadu najui.to:　根の上に登ってトタンを取り付けなければな

pajigoFa:げikurirjo:.?utud3abi.　　　　らない.ああ,梯子を貸してくれ.兄弟.

70mY?ida?ida de:ru.?ama?ijungatanu unu Fubinai　どうぞどうぞ,あそこ西側のその隅にあるか

tattjui?e:kutuPuma?id3itutimu蛸?wa:rjo:.　らそこに行ってもっていってください.

70mK?ai to: gambo: gajukutu jutta:Ja tJikko:tikaraduああそんならそうするから丁寧に使ってか

muU'ikjundo:?utud3abi.　　　　　　　　　らもってくるよ.兄弟.

70mY?ai.joijoitjikko:dnajundo:.　　　　　　　　ああ,ゆっくり使っていいよ.

台風のことをhadi(風)と言っている.係り助詞du(ぞ)の結びが　najui (i終止形)

とnajun (n終止形)の終止形で結んでいる.梯子がpafigoとP音化している.

3.　2 50代の会話

50mOto:tandipaJJi:Fa:tfimi:ba.tandi.?amatotan　ええどうか,梯子をかしてください.どうか.

tatげikiribadunajuttfb:.Fune:danuhadげi　あそこのトタンを立てつけねばならないんだよ.

itja:mapuipagigamaJitfui?e:Jiga.　このあいだの台風で吹きはがされかかっている

?amakuta:matandipaJi Fa:tjikurirjo:.　のだが.しばらくどうか梯子を貸してください.

50mM?ase paja:乃da:naige:ra?amanaganai?ajuta/iga.ああ梯子はどこにだったかあそこらにあっ

九ratume:dmutjipai.　　　　　　　　　　　たが.おまえ探してもっていってくれ.

50mO to: gajumbo: tandi.?umaja:nu?ussu:kara tutiああ,そうならああ家の後ろから持っていっ

?id3i tj'ikko:tikjundo∴t/ikkendo:.tandi.　　　　て使うよ.使うよ,どうか.

50mM?ida:?ida:de:ru.tanditandi.mutji?id3i　どうぞどうぞ.どうぞどうぞ.持っていって使

げikko:tikuriri.　　　　　　　　　　　　ってくれ.

梯子をp礼rJi:と言っている.台風をhadiと呼んでいる.台風をhadiと呼ぶのは70代と50代であ

る・係助詞duも強調の用法として終止形でうけている. (「なる」のi終止形najui+文末助詞「よ」

相当のtJo:)

3.　3 30代の会話

30mY?a: Fune:danutaiFu:Jija:nutudijo: tjo:.ああ,この間の台風で家が飛んでね.ああ,それ

?ai: PuridummataJonjijia: PitfaJiribo:をまたほんとにもうどうすればいいのかわからな

najunge:rawakarad3i?e:Jiga串:nu ne:dana　いけれど.木がなくて,梯子がなくて.おまえ

Jid3i.paJJi:nu ne:danaJid由hra tu:ra:　　のところはないのかね.

nennui do:.

30mS?a:?a:ijo:.wa:traga/intudi?e:Jigakino:　ああ,あれ,私の家も飛んだんだが,昨日,ど

jattukattu no:tji da:.do:ka.?皿u PaJJi:うにかこうにか直したんだ.その梯子なら(あそ

?e:rabo:(A Varna)?ussu:nai Paikutu.　　こ)後ろにあるから.

30mY?e:?amatuti najummi:.?e:?e:.?upiga:ma　　　ええ,あそこのをとっていいか.え,え,

wai伝taba:ritandi.　　　　　　　　　　　　　少しだけ分けてください.どうか.

30mS mudusanban najun.dondon tfikko:ti?wa:ri.　　戻さなくてもいい.どんどん使ってくださ

Purigakawai hriga kawaire:sa: d3umbiJi　　　い.そのかわりそのかわりのものは準備し
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?wa:rja:.　　　　　　　　　　　　　　　　ておいてくださいよ.

30代ではまだ方言が自在に話せる.梯子をpafJi二と呼んでいる.敬語のtaba:riや?wa:riも

使いこなせている.ただし,台風のことは共通語形のtaiFu:と呼び,共通語化している.

3. 4 10代の会話
l OmM masaaki.

10ml na.♪i∴

lOmM taiFu:de j anega kowaretakara Ju:nnotamejii

haJigo k礼J lte.

lQml i:jo.

lOmM dokoni am no.

10ml sokono so:kononakae haitteru.

lOmM (13a: tottekara tsukau jo.

10ml a: 1: jo.taisetsuni tsukatte ne.

lOmM un.kowaj iwa Jinaikara daid30:budato omo:.

baibai.

10ml baibai.

10代の会話は共通語でおこなわれており,

政明.

mm

台風で屋根が壊れたから修理のために梯子

を貸して.

いいよ.

どこにあるの.

そこの倉庫の中に入っている.

じゃあ,取って使うね.

ああ,いいよ.大切に使ってね.

うん.壊しはしないから大丈夫だと思う.

ばいぼい.

ぱいぼい.

方言は出現しない.かれらは方言をはとん

ど理解しないし話せない.この会話を収録する際にも緊張はなく,普段の調子であった.

taiFu: (台風) h打igo (梯子) Ju:n　　修理)といった単語も共通語である.ただし, tottekara

(取ってから)のような、接続詞　rて」に　rから」を複合させた　tekaraの西日本方言的な

用法がみられる. baibaiは, 「じゃあね」にあたる軽い挨拶として他の会話場面でもよく用

いられている_　また,他の奄美諸島の若年層の会話でもよく聞くことができる.

共通語的な会話ではあるが,全体的に文章翻訳体とでも呼べるような言いまわしである.

たとえば, lOmMの発言の, 「台風で屋根が壊れたから修理のために～」の「～で～から

～ために」などは,主述が整えられた文章体を読んでいるのを聞いているようである。同

級生の親しい者どうしの会話では、より短文で、文末助詞が挿入された文が話されると考

えられる.同じくIOmMの発言の「どこにあるの」や10mlの発言の「そこの倉庫の中に

入っている」なども説明的である. 「どこ?」や「倉庫の中(だよ)」などの言い方とく

らべると硬い印象を受ける.

3. 5　まとめ

同世代同士の会話では, 70代50代30代が方言での会話である.特徴的なのは, 30代で

まったく不自由なく方言が使われていることである.共通語化が進行していて,中年世代

以降は方言が話せなくなっているということが予想されていたが, 30代で日常的に方言
4)

が使用されているのである,しかも,新沖縄口のようなより共通語的な中間言語でなく,

伝統的な方言が用いられている.方言の衰退が　30代で食い止められているかのような印

象を持つ.ただし,この　30代の様相が,奄美諸島全体において今後とも続くとは考えら

れない.

30代は,学校教育では,もはや方言矯正を強制されることはなかったという.方言を

話すことに劣等感をもたなかったという.方言が話せる祖父母世代と父母世代に囲まれ,

しかも学校教育を中心とした共通語にも囲まれ,共通語と方言の自由な二重生活が可能と
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なったのだろう・ 50代以上の無理矢理共通語教育を受けた暗さは30代には存在しない.

10代の会話では,一転してまったくの共通語的な会話である.しかも,彼らは,方言

を使うかとの質問に対して, 「方言はわからない」と答える. 20年後に彼らが現在の30

代のような伝統的方言を獲得するとは思えない.ただし,彼らの話す共通語が,文章語を

翻訳したような文体であることには注意を払っておく必要があろう.

4.方音の世代差

以下には,場面設定の会話資料から,方言の要素に注目して世代間の推移をみていく.

とりあげる方言事象は,あくまで会話資料の中からということに限定する.例文の最後に

話者を記号でしめす。また、使用された会話場面も注記する(あいさつ場面は特立するの

で注記しない)。例文の使用頻度は、それぞれの世代においてはすべて普通の会話である。

共通語訳の他に,方言の例文の理解を助けるために,適宜<>の中に逐語訳を付す.

4. 1　あいさつ表現

あいさつ表現から見ていこう.

4. 1. 1　道でのあいさつ(朝)

70代の「Iあいさつ」の「5道でのあいさつ(朝)」の,

1 wugamia:biran. ( 70mY)

<拝みましょう. >

おはようございます.

は50代以下には聞かれない古いあいさつである. 「3辞去」の,

2 gaj umbo: wuitfimiti袖a:rjo:. ( 70mK)

<それならば　気を付けて　おはれよ>

じゃあ,きをつけていってらっしゃい.

のwUltfimiti (気を付けて)の言いかたも, 50代以下には聞かれない.

50代では, 「5道でのあいさつ(戟)」は,

3 hampe:sa?ida:tiga tjo:. ( 50mO)

<かく早さ　どこにか　てよ>

こんなにはやくどこに行くのか.

であり　wogamu (拝む)の言いかたは聞かれない.辞去は,

4 gaj umbo ki:げikiti ikjo:. (50mM)

<それならば　気を付けて　行け　よ>

じゃあ,きをつけて行けよ.

であり>　wultJimi丘は聞かれず,共通語的なki:tfid (気を付けて)にかわっている.

30代では,

5?ijai Pijai nugatjo: gampe.saj-a:kara nu:JitJi?entJiga tjoL (30mY)

<おい　おい　何かよ　かく早さから　なにして　いらっしゃる　てよ>

まあまあなんですか,こんなに早くからなにをしていらっしゃるのですか.

のように,相手の「朝のはやいこと」に注目したあいさつとなっている.辞去は,

6 gambo: mata?wa:rio:. (30fI)

くそれならば　また　おはれよ>
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じゃあ,またいらしてくださいよ.

で, 「またの機会」を廟う言いかたとなっている.

10代は,

7 0:i o:ta doko iku no. ( lOmM)

おおい,大田,どこ行くの.

で「相手の行き先」を問う言いかたである_　辞去は,

8 mata uJo Jukudai Jijo: ne.baibai. ( lOmM)

またいっしょに宿題しようね.ぱいぼい.

で, 「またの機会」を願う言いかたである.

発想法の面から,あいさつ表現を整理してみると,表1のようになる.

「朝のあいさつ」では70代と50代の間に差が認められ, 「辞去」では, 70代50代が「気

をつけて」の発想であり, 30代10代が「また会おう」との発想になっている.

朝のあいさつ 辞去のあいさつ

70 代 (相手を) 拝む (相手に) 気を付けて

50代 朝の早いことをたたえ

どこに行くかを問う

(相手に) 気を付けて

ヨo代 朝の早いことをたたえ

どこに行くかを問う

またの機会を待つ

10代 どこに行くかを問う またの機会を待つ

表1　あいさつ表現の発憩

4. 1. 2　感謝のあいさつ

感謝のあいさつでも, 「道でのあいさつ」と同様の傾向が指摘できる. 70代では,伝統

的方言形のto:tuganajiが聞かれ, 50代では伝統的方言形のto.tu do:, ?arigato: do:の両形が聞
5)

かれる. 30代10代では共通語形の?arigato:のみが聞かれる.

4. 1. 3　応答の表現

応答の表現でも,年代ごとの顕著な違いがみられる. 70代では?o:do:ka (はい,どうも)

のように,応答詞のpo:が用いられている. 50代と　30代ではhai do:ka (はい,どうも)の

ようにhaiが用いられ. 10代になると

共通語形のunwakatta　うん,わかった)となる.

共通語化の観点からみると,方言を話している70代と　50代・30代の間にも断層がみら

れる.それに完全な共通語世代の10代を加えて三億代分化が観察されるのである.
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To 代 50 代 ヨo 代 10 代

P ○ ○ ○ ×
? ○ ○ ○ ×
∫ ○ △ × ×

kw a ○ △ × ×
F 音 化 △ △ △ ×
h 音化 × × △ ○
0 普 X × ○ ○

○　はその事象がみられるもの

×　はその事象がみられないもの

△　はその事象が混在しているもの

義軍　呂Ea,;r.-:iaiiiiォi呂

4. 2　音声

各世代ごとの特徴的な音声事象を抜き出しておく.

⊂豆k]　　　　　　　　　　　6 ,
h音のP音化やグロツタルストップ?が残っている. kwa音も聞かれる.摩擦音のJ音

もよく聞かれる・また　u>i,o〉uの音変化もよく観察される　u>i,o〉uの音変化は,共通語形の

音の一部を変えることにより方言的色彩の強い語詞を作っている.

/p/　　pa∬i:(梯子) pagi(足<歴)

/?/　皿(海) ?iikjun (行く)

/kwa/ kwanke: (関係)

kwa: m

/∫/　Jentei(暫定) 子inse:(先生) Jeito(生徒)

/u/> i hatfimaga (初孫)

/o/>u gurukuman (5 - 6万) kundu (今度)

特徴的なことが2点指摘できる. -つは, P音とF音とが併存していることである.二

つは,同様にS音とJ音の両音が観察される・伝統的な方言音声と共通語的な音声が過渡期

にある状況をしめしていると考えられる.

/P/　pa∬i:(梯子) pukipagi(吹きはがれる)

jukaputu(良いこと)

/F/ F噛un(漕ぐ) jukaFuta: (良いこと酎

/?/?inu (犬) ?umaga (蘇)

/kwa/　kwa: (^-)

/∫/　do:kju:′ei(同級生) naJe(名瀬) JenJe:(先生)

/s/　　sense:(先生) seito(生徒)

/o/> u nan如ka (なんとか) ukagisaman (おかげさまで)
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30代でもP音とF音が併存している. ?, kwa,丁も残っている.r音の脱落が認められる.

u母音がo母音に変化すると,かなり共通語的な印象を受ける.たとえばjasuono wubanka

(ヤスオ<人名>のおばさん) ?akibinno kaげu: (空き瓶の回収)などは共通語的な言い方で

ある.

/P/　pattai(畑) gujo:po:(回覧板) jukaputa:(良いことは)

/F/　Furusato (古里,地名) Fa:げi (貸して)

/?/　?inkan (印鑑) ?inu (犬)

/ kwa/　kibar礼fikwa: (働き過ぎ)

/∫/　miJe (店)

/r/脱落　?ataime:(当たり前) kanna:4i (必ず) wakaijiikusa(わかりにくさ)

/o/>　Jigutu(仕事) tfimui (つもり)

10代の音声事象については,共通語的な発音であり,特徴的なことは指摘できない.

以上の結果をまとめると,表2のようになる.年代差をかなりはっきりとしめしている.

とくに30代で音声の共通語化が顕著にみられることが指摘できる.

4. 3　語詞

各年代の語嚢を、伝統的方言に特有のものと,共通語と同形または共通語に対応形の認

められる共通語的な性格のものに分けてとりあげていくこととする.そのことによって,

年代による語嚢の共通語化の状況が把握されよう。

50代以下と比較して,70代の方言に特有と考えられるものは以下のようである.

wiU'imiti(気を付けて)　hadi(台風) tajui(ついで) jagaku(公民館<夜学　gujo:pO

(回覧板<御用報) ?e二d3irasai (やさしい) ′inen(はまる)

50代になると, witfimitiはki:tJikiti (気を付けて) jagakuはko:minkan (公民館)となって

いる.共通語に対応形の認められるものには,

mimai　見舞い) hatJimaga(初孫) tai?in (退院) Jentei (菊定) massugu (まっすぐ) migi:

(右) pidsai (左) sugu (すぐ) hariai (張り合い) kambjo: (看病) daidsina (大事な)

などがある,方言に対応形のない漢語と副詞の多いのが注目される.

70代とくらべて,方言に特有のものが少ない.感嘆詞や代名詞・文末助詞など

には方言が用いられる.

Passe (あら) jia: (もう) to: (さあ) ?aijo: (あれ) minginupitfu (なんとまあ) g甜Juru

(そうする) Furi (これ) ?uri (それ) tjo: (よ) tibo (てば) ga:paraJtn (迷惑をかける)

いっぽう,共通語に対応形の認められるものには,

pitotsu (ひとつ<副詞>) mata (また) so:dan (相談) dekirudake (できるだけ) nantoka

(なんとか) migi (右) sugu (すぐ) tanto: (担当) ko:minkan (公民館) meiwaku (迷惑)

kekkonjiki(結婚式) taikaku (体格) teinen (停年) hora(ほら) saikin (最近) genki (元気)

など多くのものをあげることができる. 70代と同様,漢語の導入と副詞の共通語化が目
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伝統的方言に特有の語としては, Patadaman (急に)の一語がある.共通語に対

応形の認められるものに,

tamanja: (たまには) saiko: (最高) jukkuri (ゆっくり)由o:jo‥ (療養) massugu (まっす

ぐ) ko:dza (口座) ?otsuri (お釣り) suidzokukan (水族館)

などがある.対応形のない漢語と副詞の多いことが目を引く.

30代の語免で注目されることは,共通語形の一部を伝統的方言の音韻体系に合わせた

新語形が多くみられることである.

< Oがuに> tubikakati (飛びかかって) kondon旦(今度の)げottu (ちょっと) jurukubat/i

(喜ばして)

<eがiに>如ni　(げんに)

< rの脱落>Jikkai (しっかり) wakainikusa　　　わかりにくさ)

方言の基本的な文法体系と音韻体系を保ちながら,積極的に共通語形を取り入れている

30代の語嚢状況が浮き彫りにされる.伝統的な方言の音韻体系を基盤として,共通語請

負を方言の音韻体系にあわせ,方言と共通語の中間語形として自在に取り入れている. 30

代での,伝統的方言と共通語使用の自在さがこのような形になって出てきたものであろう.

そこに,伝統的方言と共通語のはぎまで生きる,奄美諸島方言域の30代の方言使用の特

質が存在するといえよう。

5.奄美普通詩の成立

10代の共通語的な表現の中に,方言的な表環の混じったいわゆる新沖縄口のような表

現が観察される.そのいくつかの例をとりあげよう.

①体祝化表現

9 joronmwa itsu kaette kuru wake. ( 10ml,出産祝い)

与論にはいつ帰ってくるの.

10 asattemwa tabun kaettekuru hazu. ( lOfO,出産祝い)

あさってにはたぶん帰ってくるだろう.

などの例にみられるように,名詞形のwake(釈)を文末助詞「の」に相当するものとし

て,またhazu (筈)を推量の意で用いている.これらは沖縄大和口にも認められるもので

ある.

②文末助詞

ll imakaraげabanajii iku tj'o∴ (10ml,依頼)

いまから茶花<地名>に行くよ.

12 kekko: kawai: tjo:. (lOfO,結婚祝い)

けっこうかわいいよ.

文末助詞tf.o:を方言と意識せずによく用いている.

③ 「行く」と「来る」

13d5a: kondo Jenko: agejli kuru wa.(lOfl,不祝儀)

じゃあ今度線香をあげに行くわ.
7)

「線香をあげに行く」というところを「来る」と言っている.
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㊨ 「から」

14 d3a: kaette karadao jasumetekara ajitaげanto kite ne. ( 10mI,願望・許可)

じゃあ,帰って身体を休ませて,明日ちゃんと来てね.

15 Ji:di: kowajitakara kattekara kaesu ne. ( lOmM,おわび)

CDを壊したから買って返すね.

jasumetekaraとkattekaraの「から」はともに共通語では不要である.

奄美諸島で話されるいわゆる「方言汲じりの共通語」を,名瀬市では「トン普通語」 (ト
m.

ンは薩摩芋のこと.鹿児島市などでいう「からいも普通語」に対応する)と呼んでいる.

「薩摩芋」の方言名をとりいれたこの呼称に, 50代以上は卑下した感情を持っていた.

しかし,方言矯正や共通語教育の無理強いを受けたなかった　30代にとっては,方言か共

通語の二者択一ではなくて,方言も共通語もどちらでも選択できる世代である.そこには

すでに,方言撲滅が唱えられた時代の方言につきまとう暗さは存在しない.この流れを受

けた現在の10代は,彼らの話す共通語に方言的な要素があることさえ感じていない.りo:

のような方言的な文末助詞も積極的に受け入れている. 「方言は好きか」との問いにも「好

き」と応じる.新しい奄美普通語が誕生している.

6.奄美方音の将来

本稿で指摘し得たことは以下のとおりである.

①共通語化の観点からみれば,年代が下がるにしたがって,確実に共通語的な要素が増

えている.ただし,三世代分化というよりも,伝統的方言と共通語の両方を話せる　30代

以上とそれ以下の世代の二世代分化になっている.

②30代では,共通語化の進展をくいとめるかのような勢いで,日常語としての方言使

用がおこなわれている.

③ 30代の話す方言には,多くの共通語請負を伝統的方言の音韻体系にあわせて中間方

言形としてとりこんでいる.

④ 10代では,伝統的方言の使用はまったく認められない.ただしその共通語は,文章

語翻訳体といった直訳体である.

⑤10代では,奄美新方言がすでに確立している.

方言消失の危機的状況にある奄美諸島方言にあって,各島各方言ごとにその衰退状況は

異なっている.最近の方言保存運動の成果とは考えにくいが, 30代では方言を話すこと

に抵抗感をもっていない.ただ,抵抗感がないということで,これから　30代以下で方言

が復活するとも断言できない.伝統的方言の最後の砦が30代ということであろう.

10代では完全な共通語化がおこなわれている. 10代が生活語として伝統的な方言「島

ことば」をこれから身につけていくことは予想できない.

奄美諸島方言では,方言と共通語の両方が話せるバイリンガルとしての共通語化から,

共通語しか話せないモノリンガルとしての第2の共通語化がすでにはじまっている.

注

1)平成14年～16年科学研究費補助金(基盤研究(B) (1))課腐番号1431019

5 (代表町　博光) 「バイリンガルとしてみた奄美諸島方言の位相論的研究」による.
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2) 「場面の概要一覧」をしめす.

I　あいさつ　1見送り(釣りに行く夫を見送る)　2迎え(釣りから帰った夫を迎

える)　3訪問(近所の家を訪問)　4辞去(夕食をご馳走になり帰る)　5道での

あいさつ(朝,昼,夜,夕)　6祝儀(本家の長男の結婚を祝う)　7不祝儀(隣人の

妻の死を悔やむ)　8出産祝い(兄に初孫の誕生を祝う)　9病気見舞い(入院してい

る友人を見舞う)

Ⅱ　依頼　1物を借りる(隣家から梯子を借りる)　2依頼(街に行く隣人に買い物

を頼む　3無心(親友に借金を頼む)

III　指示・助言　1指示・助言(勢定の仕事について指示・助言をする)　2道案内

(隣町の者に道を教える)

Ⅳ　陳情(町長や議員に道の排水工事を頼む)

Ⅴ　談判(犬の放し飼いをやめるように求める)

Ⅵ　勧誘(電話で,町内のバス旅行に誘う)

Ⅶ　願望・許可(実家に帰りたいとする申し出を許す)

Ⅷ　おわび(借りた皿を割ったことを詫びる)

Ⅸ　買い物(靴屋で孫のズック靴を買う)

Ⅹ　うわさ話(同級生の娘の結婚話)

3)　国立国語研究所(1978-) 『方言談話資料』 (1)揺,全国47都道府県での方言会

話の録音・文字化資料である,このうち19の府県については,昭和51年度に「老年

層の男性と若年層の男性との対話,もしくは,両者を含む3人の話者の会話」を収録

している. (同書「まえがき」 pp.　による)

松田・糸井・日高一郎1994『方言生活　30年の変容』も老年層と青年層の談話資料

を収録している.

4)　30代の言語状況について,奄美諸島の中でも徳之島・沖永良部島でも事情は同じ

であった.奄美大島ではほとんど共通語であった.島ごとの共通語化の進行度につい

ては別に報告する予定である.

5)　to:tuganaJi(ありがとう)は, 「尊Lがなし」からと考えられている. 「がなし」は

尊称の接尾辞. to:tu　の省賂形でよく用いられる.

6)　グロツタルストップ?は与論島方言で,まだ?ja(呼びかけ詞)とja: (家)のよう

に音韻的区別を保っている.

7)町2003参照

8)共通語と伝統的方言の中間方言形を,鹿児島市では「からいも普通語」と呼んでいる.

これに倣って,奄美大島では「トン普通語」 (トンは薩摩芋の名瀬方言),喜界島で

は「ハヌス普通語」 (ハヌスは薩摩芋の喜界島方言)と呼んでいる.

参考文献

国立国語研究所　1978　方言談話資料(1) (国立国語研究所資料集10)　秀英出版

高江洲頼子1994　ウチナ-ヤマトウグチーその音声,文法,語嚢について一　　沖縄言語

研究センター研究報告書3　那覇の方言　　沖縄言語研究センター

町博光　2003　Iおまえの家に来る」の表現　表現研究,78,25-32.
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町博光1997　中間方言の形成-琉球方言の現状と新沖縄口の展開一　小林・篠崎・大西

(梶)方言の現在　明治書院　Pp.100-113.

松田正義・糸井寛一・日高真一郎　1994　方言生活30年の変容　桜楓社

本永守靖1984　南島方言と国語教育　飯豊・日野・佐藤(編)　講座方言学10沖縄・奄

美の方言　国書刊行会Pp.363-386.

本永守靖1994　琉球圏生活語の研究　春秋社

永田高志1996　琉球で生まれた共通語　おうふう
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Ⅲ　文字化資料

Ⅲ-1　鹿児島県大島郡与論町朝戸

調査地の概況:奄美諸島の最南端に位置する与論島は,人口　7000余人(2002年現在),

-島で一町の島である.行政的には鹿児島県に属し、沖縄本島北端まで約28k mである.

方言的には奄美沖縄方言に区分され,沖縄本島方言との似通いがつよい.島の方言はさら

に3区分されるが会話に支障をきたすものではない.ほとんどの住民が,本土(多くは東

京,大阪)に働きに出た経験があり,共通語の話せない人はいない.

調査方法:調査は、言語生活の全的な把握をめざして,方言会話を収録することとして

いる.自然談話のみでは,健代間の比較が困難と予想されるため,ある程度の同一内容の

比較を可能とする目的で,場面設定の会話をおこなってもらうことにした.基本的に,文

化庁の「緊急方言調査」の要項を参照している.会話は10の大場面(21のノJ、場面)に分

かれる.若年層には,依頼や勧誘場面などを中学生用に変更している.

調査日時　　2003年3月　26日～同29日

調査者　町博光(与論島出身, 15歳まで与論島で生育) ・西村浩子(愛媛県松山市出身)

話者　それぞれの年代で,親しい友人同士という条件で話者を依頼した. 70代男性2

女性　　50代男性2女性2, 30代男性2女性　　10代男性2女性1となった.全員が与

論島の朝戸集落の出身である.

70代の会話

A:川内陽吉　　　　C :吉田昭久

B :川内千代子

I　　あいさつ

1　見送り

A "ijai nugatjo: cu:ja hampe:sa gasagasaji?e:sa: nugatjo:.

ねえ、何よ、今日は、こんなに早くから,がさがさしてらっしやるのは。

B?a cu:ja?wa:tjikin jut赫Jiotukin ju噛i ljo.do mate me:baru?unkati jukajutukinaijid3i me:baru?id5i?iju:

kwa:tjikuntji tjo:.

あ、きょうは、天気もいいからちょうどまた前浜の海に潮時もいいから前浜に行っ

て魚を釣りに行こうとしているんだよ。

A?je: jukate: gambo: dikatji?wa:rjo:.

ああ、よかった。そんならでかしてきてねO
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2　迎え

B jukate:?upja: dikasarju:ti: tjo:.

よかった。少しは釣れたの。

A?iju:ja?upusa kwa:sarju:tan do∴mitjimi:?ei. hassa munu kwa:tjikitjan.

魚はたくさん釣れたよ。見てみてよO　こんなにたくさん釣ってきた。

B?a: g赫htu?ei.dikatf i?wa:脚mtu juFui mata?uppu:sa wa:tji?agiraXun do:.

ああ、そうだね。でかしていらしたからまた晩ご飯にたくさん汁にしてあげますよO

3　訪問

C?a: sa:bitan.

ああ、こんにちは。

B?ida?wa:tji taba:ri.

いらっしゃいませ。

C kumitjb:?e:Jiga jakubakaranu kairan mutjikitfan do:.mitji?wa:rjo:.

組長だけど役場からの回覧をもってきたよ。見ておいてください0

B?arigato:gozaimasu.?aijo: to:tuganasi mata mitjikara joijoi mo:伽i do:.

ありがとうございます。まあ、ありがとう。また見てからゆっくり回しますよ。

C?a:?arigato:.gajl mo:tji?wa:rjo:.

ああ、ありがとう。そのように回してくださいよ。

4　辞去

C to:tu do:juFuigadi taba:raditi nja: Funukkja: nja: mudiran. to:tu do:.

ありが　とうよ。夕ご飯までごちそうになってもう戻ろうと思う。ありがとうよ。

A nugabbo ganpe:.gajikara njama d ikanja mandiduwuru munu juna:gatu nja:pi: munugattaijikara

?wa:ritjo:.ganpe:gadja: ?wanna.

なに、こんなにはやく。そうしてまだ時間は、たくさんあるのに。夜通しもっと

話してから帰ってくださいよ。こんなにはやくはいらっしゃるな。

B?a: ganja Jirarannu.nja:?ikidu najuru.

ああ、そうはできない。もう帰らないと。

A gajunbo: jutta:ja wi蜘nid?wa:rjo:.

それならほんとに気をつけて帰ってください。

5　道でのあいさつ

:ttサ

C wugamj a:biran.

おはようございます。

A?ure:ja mate hampe:sa?ida:ti?entjiga tjo:.

あなたはまたこんなにはやくどこにおいでですか.

C?asse: wuginu hasagi?ukuriti wugi hasaginnja ?ikjuntji tjo:.

ああ、黍の刈り出しが遅れているので黍の刈り出しに行っているところだ。
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A wanun wugi hasagi?ukuriti?uri pe:ku hasagibadu najujiga qu:ja has噛pattiribadu najui.

私も黍の刈り出しが遅れて、それをはやく刈り出さねばならないが今日中には刈り

出しを終わらねばならない。

C to: manne:?ei.wattai.to: kibai kjo:so: ja:.

ああ、同じだ。二人。さあ、働き費争だね。

Ato∴gandoL

ああ、そうだね。

(夕)

C rasse: nja:?agumかu mudjuntj! do:. de:ba: du:jin ma:d3in mudiran.

ありやあ、もうだるくて戻っているぞ。さあ、あなたもいっしょに戻ろう。

A wanun nja: mudurantji mu:tunS tjo:.

私ももう戻ろうと思っているんだよ。

C to:.wattai junu mui?ei.wattai junu mui?ei do:.

ああ、二人とも、同じ思いだ。二人同じ思いだよ。

6　祝儀

C jukate:?ujamutjigwa:nu tud3i tarumittjkru munu.joi ju:ru banja hata巧O:.

よかった。長男が嫁さんをもらうって。お祝いする時は知らせてね。

A '/ukagisaman n:加iarigisattjb:.joi Jii:ru banja mata?a: mu:ru nige:Jiribadu najukutu?e: tandi

nige:Jiribadu joi JLr叫u:kutu kibatti joi J坤　ku軸o: joi Jitji taba:rjoi.joi Ji^Jlkuriri tandi.

おかげさまで結婚できそうだよ。お祝いの時はまたぜんぷお願いしないとできない

からきぼって祝ってくれ。祝いしてください。祝いして。どうぞ0

C matjikanti Jkbjun do:.to: jukate:.?e:guta: tja: mui jajanu.

待ちかねてしますよ。ああよかった。祝い事はいつも待ち遠しくて。

7不祝儀

C?asse: Ju:du kiSmitjaru.nuga muijinka:rannu jadinaga wutan Sn sannujiga gaji kamingadi nataru

muna:.?a: tjim tjoi Tiittfa:.

ありやあ、今日しか来れなかったQ　思いもよらず、病気だったとは知らなかったが、

なんと神になったとは。ああ残念だねえ。

A kad3ipiki?eiS mu:takuta: hantagi?ukuriti. muru gujakke: naribadu najui tande:.

風邪引きだと思っていたらこんなになってしまって。ご厄介にならねばならないよ。

C?a:?i駒Jirarjunga tjo:.nja: kaminataru?uija mata nja: kaminu?itji?intjiji tjura wuganjiribadu najun

do:.?utud3abi.

ああ、どうしようもないよ。もう神になった以上は、またもう神の一員として拝

まねばならないよ。弟。

8　出産祝い

B jukate:ja: jaka.hatjl?umaganu?umariti恥ni munu.

よかったね、兄さんO　初孫ができたそうで.
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C?a:?ukagin wanne Jura munum hajp hatji ?umaga wugam叫ui do:.?a: to:tu do: mu:ru rure‥ta: jakke:

ああ、おかげで私のような者もこうして初孫を拝むことができるよ。ああ、ありが

na丘du puda:sarju:kutu kwa:nu ifimuiji ma:d5in puda:tji ku軸o:・

とうよ。全部あなたがたのやっかいになって育てることができるから、子どものつ

もりでいっしょに育ててくださいよO

9　病気見舞い

B?asse: sjir.du panashin kit aru sju:du mimai?jin ku二rarjui do:.gasshuru munumat ige‥ shit arumunui. ?a:

ありやあ、今日になって話を聞いたぞ。今日になって、見舞いも来られるよ。そん

gajiga?inuげikatja: kwanke: Jirankutu najun do:.

な失敗をしたものだ。ああ、だけど命に別状はなかったからよかったね。

A?a‥ minginu nusanwassaru muna‥?iU'ajuru matj'ige‥ Ju:ru山ne∴njamanjamtfitj'I hajJi pagi ?i/ikiげi

ああ、人間の運が惑いっていうのは、どんな間違いもするものだO　こんな足を切っ

mu:ru gujakke naribadu nattfibo ?akibisawuzja.

てしまって。もうご厄介にならなきやあいけなくなってしまって。昭久叔父よ。

B munumatfige:t/in?ajuru Futude:kutu.?inutjikatja: kwanke‥nenkutu kittu Fune:Fune:?e: JlgUIUtfa:

もの間違いというものは　あることだから.釧こは関係ないから　堪え　堪えて

gamanJi hlJi kibatti waziro:ti no:ti?wa:rjo:.

ええ　四・五日は　我慢して　こうして　がんばって　治してくださいよ。

A?a: to:tuganaji tandi.nja: no:tj ikiげidu mata guri:hagamarju:kutu.

ああ、ありがとうございます。

B?a: guri‥hagamju:Jikutu?ida Fumakara tai?in Jir.ru Futudu ?itj'iban do:.

ああ、お願いするから(たのむから)早くここから退院するのがいちばんだよ。

Ⅱ　依頼

1　物を借りる

C?ajiJi hadi put!'aru atunati kittu ja二nu?uikati nubuti totanma:gi:?utt/ikiribadu najui.to: pa/igo

ありやりや　風がふいたあとなので　どうしても　屋根の上に　登って　トタンを

Fa:げikurirjo:.?utud3abi.

全部　打ち付けないと　いけない。ああ、梯子を貸してくれ　弟よ。

A?ida?ida de:ru.?ama?ijungatanu unu Fubinai tattj ui?e:kutu?uma?id3i tuti mutj、i?wa:rjo:.

どうぞどうぞ。あそこ　西側の　その　端っこ(?)に立てかけてあるから　そこ

に行って　とって　持っていって　ください。

C?ai to: gambo‥ ga/ukutu jutta:Ja tfikko‥tikaradu mutJikjun do:?utud3abi.

ああ　じゃあ　それなら　そうするから　使ってから　持ってくる　よ。弟よ。

A?ai.joijoi tj'ikko:也 najun do:.

ああ。ゆっく　り　使って　いいよ。

2　依頼

-18-



A?ure:ja <?u:?agasa:ti?e二tj u:kutu tandi wa:muti ?ikju:ru tajui no:gi: ti: tJa: ho:tikiげikuriri.tandi.

あなたは　今日　赤佐(地名:茶花集落)に　いらっしゃるというから　頼む　私の

ために　行くついでに　鋸ひとつ　買ってきてくれO　頼むo

C?ai gaJun do:.kittu juka no:gi: Fo:tikiげi wanudu he:kunuki:ja wakaju:kutu Fo:tikjun do:.

ああ　そうするよO　必ず　いい　鋸を　買ってきて　私にしか大工の気持ちは分から

ないから　買ってくる　よ。

A tandi tandi.hanja: "atukara pare:kutu tandi.?ure:. ・.

頼む　頼む　金は　後から　払うからO　頼むO　あなたの・・・

C hani tjigadi.to: Fo:ti kjun do:.suwa: juru Jo∴

金なんて。ああ、買ってくるよ。心配するなよ。

3　無心

A to: njamanjama?e: tandi?akic isawud3a njama warabintj a:kati hani?ukuribadu najui gurukumanja

さあ　急なことでだが　昭久おじさん　いま(急に)子供たちに　金を送らなければ

F a :げi kurirarandarai.

ならない。貸してくれないだろうか。

C to: gaj i hanja kange:guj akutu to: kange:也 wa:ga mutajkkutu suwa:Jinno:.

さあ　こんなに　金のことは　考えにくいから　さあ　考えて　私が　持たせるか

ら　心配しないで。

A tandi?akihisawuda3 to:tugana i.

お頼いします　昭久おじ。ありがとうございます

C hai hai sugu mutfikitj i Fa:san.

はい　はい　すぐ　持ってきて　貸そう。

Ⅲ　指示・助言

1　指示・助言

A to:?akic isawud3a wa二ja:nume:nu gaddymarunu mu:ru juda sakid3u:sanu hadi pukinja mu:m

ああ　昭久おじさん。私の　家の　ガジマルの　ほんとに　枝が　張りすぎて

ja:kati?uriga wuriti tudikitfi na:d3i?e:kutu senteげi?ure:du do:guju:gun nu:jin?ajukutu?asso: tandi

台風の時には　もう　それが　折れて　飛んできて　しょうがないから　勢定

あなたが　道具も　なにも　持っているから　あれだけは　勢定してもらえな

JenteiJi kurirarandarai?it tj'a∴

いだろうかね。

C to: jukate:.jukaba:?ei.?ussi?ujin ko: Jungantja:?unu wanudu najuru. to: to:tu do:.mi:ga?e:taru to:tu do∴

ああ　ちょうど　よかった。牛　牛の餌に　しながら　それは　私にしかできない。

ほんとに　ありがとう。良い子だね。ありがとう。

A to: tandi tandi?ure:du najurutj imu:丘du kibatti?asso: ga:pa血 kuriri tandi.

ああ　お願い　お願い。あなたにしかできないと　おもって。きぼって　あれだけ
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は　お願いします　よ。

C?a: juku wanudu?i//o:Jiku?ei.tsuidenu?u/inu mu喝adi mo:kirarju:ru munu.to: gaj iran ja:.

ああ　かえって　私こそ　うれしいよ。ついでに　牛の餌まで　もうけることが

できる　もの。さあ　そうしよう　ねえ。

A to: jukate:.tanumjun do: tandi.

ああ　よかった。頼む　よ。ほんと。

2　道案内

B tandi?aki c isa jaka nijikunu j agakukati gujoupou Jinnja?ikibadu nai?e:Jiga mi肌nu ¥vakarad3i?itjもri

ああ　昭久兄さん　酉区の　公民館-　用事Lに　いかねば　ならないんだけど

?iki "idakara rikibo: najuraga jan.

道が　わからない　どう　行け　どこに　行けば　いいのかな。

A?e: to: wakatan. wanu hataran. jutta:Ja hataran. ?umakara massugu?id顛kara pid3aikati miguti ?urikara

ええ　ああ　わかったO　私が　教えようO　良く　教えようO　そこから　まっすぐ

行ってから　回って　それから　少し　右の方に　向かって　行けば　そこに

nama migi:tanko: muko:ti?ikibo: ?umanai tj iki?atarja:?uppi:Ja jagakunu?aikutu.?uma do:.

突き当たりに　大きな　公民館が　あるから。そこだ　よ。

B gambo: g訂i?id3i tume:丘mjun mj an.tatuganaj i.

じゃあ　そうして　行って　捜して　みる　みよう。ありがとう。

Ⅳ　陳情

A hadi putfikitfakuta: mu:ru pattaikara dura ma:gi: nagaritikk.fi?ind3ago:nu haisuima:gi: takku:ti

風が吹いてきたら　全部　畑から　泥が　全部　流れてきて　インジャゴー(井戸)

njamanjama haisuinu?airambo: matanmatan muru?upumitj i pattainaga?ubukurigisai?asso: pe:ku

の排水が全部　ふさがれて　すぐに　排水ぬ(を)　開けないと　またまた　全部

Jokuinkati gang itj i?i:.

大道路　畑など　冠水しそうだ　職員に　そう言って　言え。

?anu duruma:gi: haisuikoud由nu duruma:gi: hatad3ikid kunri taba:n tandi,

あの　泥が全部　排水工事の　沢が全部　片づけてください　頼むからo

C hai wakatan. sugu Joku?inkati gantj itfi

はい　わかった。すぐ　職員に　そう言って-

A?jind3ago:nu ′it/a?atai?e:kutu gaji?atatikuriri.?wa:げi ja:U i miJitikuriribo:.

ヰンジャゴー(井戸の名)の　下あたりだから　そうして　あたってくれ。来`て

やって　見せてくれたら。

C hai sugu jaratj'i hatad3ikiraj un do:.

はい　すぐに　やって　片づけさせる　よ。

Ⅴ　談判

A nuga?akicisa wud3a.njamo:山: jakubakaragadi ho:so:Ji?ina: nugasunatl'i?i:?i:/u:mmunu.?nre:?inu
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なに　昭久叔父。今は　いつも　役場からまでも　放送して　犬は　放すなって

ma:gi: nugiti kitj i.warabintfa:nu ?wa:Jarm gakko: ka匂antj un ja:sarad3i. jakke:na Futu natu.figa.n:

言い言いするのに　あなたの　犬は全部　離れて　きて。子供たちが　危なくて

Funu?inukara?itfJa:ka hatadgikiti kurirambo:?o: wa:warabintj、a:naga kegadunjirabo:?ure:ga

学校にまでさえ　行かせられない。大変なことに　なっているが　んん　この

habujunndu.de:d3ina munu?ei do:j a?aki3isawud3a.

犬を　どうにか　してくれないと　ああ　私の　子供など　怪我でも　しようも

のなら　あなたが　責任を　とるのか。大変なことだよ。昭久おじさん。

C?a: de:d3rnamunu.jaニnontj a:?e:d3irasangane:Jidu JitJ u?eU uga?itjrunumadunga nugitara gaji nugid

ああ　たい-んなことだ。家では　やさしいように　しているが　いつのまに

pattjatj ibo.?utud3abiganaJi. to: kubike:ti?ukaban?uma?inukaikad mutasanban Jiribadu h礼rJurumuna二?a:

抜けたのか　そうして　逃げてしまった　よ。弟よ。さあ　括りなおして　おこ

うとも　あの　大会に　連れていかすかしないと　こういうものは　ああ

tj ikane:do:ridei do:. to: hatad3ikjun do: jo:kit/i.

養い抱だ　よ。ああ　片づける　よ。陽吾。

Ⅵ　勧誘

A moJimoJi?akic isawud3a?e: kundunu nitjijo:bin?je: tj o:naikanko:nu?ai?e:Jiga?u柁:ja tuno:?itげa:

もしもし　昭久叔父。ええ　今度の　日曜日に　ええ　町内観光が　あるのですが

?eiga.

あなたは　暇は　どうですか。

C?a: to: d30:to:?ei.timo: du:Jidu tfikujuru. kittu ma:d3in?id,おJis鵬uJi tusuiriba munu muimui Jiran ja:.

ああ　まあ　上等だO　暇は　自分で　作る(ものだ)。かならず　一緒に　行って

いろいろ　考えて　来よう　よ。

A to: tandi do:.?usanげun pitj unu?aribadu hariaija?aiku虹?uj inumun?jin d3unbiji ?wa:u uti ma:d3in

さあ　頼む　よ。それだけでも　人が(が)　あればぞ　張り合いは　あるから。

joroj iku nige:J un do:.tandi.

牛の餌も　準備してくださって　一緒に　よろしく　願いますよ。どうぞo

C to: gaj iran.kibaikasadi?usso: mitj ikuribadu najum.to:tu tandi.

ああ　そうしよう。がんばって(気張り重ねて)　それだけは　見てこなければな

らない。ありがとう　どうも。

Ⅶ　願望・許可

B tandi do:ka.?amma:ga jadi tfiti'i kjui?e:kutu.?amaku c ima muro:ti kambjo: JiU'ikunt/i ma:rjui?e:Jiga.

どうも　すみません。母が　病気に　なったとの　連絡が　来たから。しばらく

jurutfi tabenga?e:ra.

暇を　もらって　看病　してこようと　思われるが。よろしいでしょうか。

C?ujanuFutude:rumunu nu: mit/a:巧ummui jai.?urikaradu pitju?ig iban?e:ru.kibatti ?id3i jutta: no:tji

親の　ことだもの。何を　することが　できようか。それからが　人間　一番だ。

mimaiJi no:U ikara gajuku kitjikara mata kibaikatan nujinj irarju:kutu.?id3ikuribadu.?ida?id3i
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見舞いをして　治してから　そう　来てから　また　働くことも　なにもできるのだ

kambjo:Ji kambjo:Ji kuribadu nando:ja?urja:.

から。いってこなければ。はやく　行って　看病して　看病して　こないと　いけな

いぞ。それは。

B tatuganaji.gambo:?id3i juttaj a mata kambjo: Jitfikju:kutu.?onegaij imasu.

ぁりがとうございます。でしたら　いって　ちゃんと　また　看病して来るからoお

願いします。

Ⅷおわび

B?asse:do:ka?akicisajaka.?ure‥kara?anunige‥∫iFu:tarusarantfa:matfigo:tiwatai?e二Jiga.?ure:?itjiban

ぁぁすみません昭久兄さん。あなたからあのお願いして借りた皿を割

daid3inasaranatijidji?itfajuragat∫imunumui?e:∫iga.?e:Fo:tikitfi?anu?e:Ju:kutujurutjitaba:ri.do:ka.

ってしまったようだがOあなたのいちばん大事な皿なのでどうしようかと

心配なのだが。ああ買ってきてあのお渡ししますので許してくださいoど

うか。

C?asse?urja:narimuna:waimunutfidu?aru.g甜-puta:muntj'ikanbannajundo:.wantasa:

ぁぁそれは成り物は割れ物だよoそんなことは思いつかなくていいよo

warn

itajide:kutu.gajuruFo:げimudujuntfinago‥Jirambannajundo:.do:guruijawaimunude:kutunajun

割れたのだからOそんな買ってもどすなんてことはしなくていいよo道具

do:?urigake:JimuduJa:Jirambaanutuinmanbannajun.

類は割れ物だからいいよ。それの返し戻しはしなくてoなんとも思わなく

ていいよ。

B?asseJungare:.?e:g孔finaratfitabenga?e:rato:tuganaji.

ぁぁどうしよう。ええそのようにすましてくださいますか。ありがとうござ

います。

C?ai?ai?ida:?ida:de.ru.najundo:ja:.(笑い)?ittfanJirambannjundo:.

いやいやどうぞどうぞ。いいよoどうもしなくていいよo

関　屋ffllk

C to: kutsujasan tandi?umaganu wuti kutsunu?aribadu nai?e:Jiga kibatti paginai Jinengane:Ji nppam

さあ　靴屋さん　どうぞ　孫が　いて　靴が　いるのだが　悪いけど　足に　合う

kutsuげukuti taba: ri.tandi.

ように　立派に　靴を　作ってください。頼みますo

A?ida:?ida:de:ru.to:?urja二mate nansentjit:it/i wakaribadu najuj iga.

よろこんで。さあ　それはまた　何センチっていって　わからないと　いけないけどo

C?a: gajukutu?ei.d3u:?issentj"ibakkai do二:ja:. happi:Ji naidu Ju:ru.

ぁぁ　そうだな11cmぐらい　だよo　これぐらいで　いい　よo

A to: wakatan.gambo: d3u:?issentftfi najummui. gajiga -

ああ　わかった。そんなら11cmで　いいかoだけど-・・・

C to: najun do:.tandi.
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ああ　いいよ。頼む。

A kawa kawぴi tsukujundu?unu nu:Ji tsukuribo: maJiganaija:?uri.kawo:?ujinuFo:Ji tsukujundu

皮　皮で　作るのか　その　何で　作れば　いいのかなあ　それは。皮は

?umaFo:kaw甜i tsukujundu.

牛の皮で　作るのか。

C konajigawaji najun do:. (A?e:?ai.) puduitikju:kutu tandi. (A hai.) masumasu puduitidu kju:kutu.duku

こなし皮で　いい　よ。 (ええ　ああo)大きくなってくるから　たのむ。 (A　はいO)

d30:to:nuJi tfukuribo: narannukutu jaJiku?ataju喝ane:Ji najun do∴

ますます　大きくなってくるから　上等のを　つくると　いけないから　安くででき

るので　いい　よ。

A hai hai.to: wakatan.gajumbo: mikka?a加t皿0: Jiげukurarju:kutu gaj i tJukuti?e:Ju n do:.

はい　はいO　わかったo　それなら　3日　あとまでには　してくることができるから

そうして　作って　差し上げる　よ。

C to: to:tuganaj i tanumjun do:.

ああ　ありがとう。たのむ　よ。

Ⅹ　うわさ話

B?jai Fumikosannu wunagunukwa.nu kekkonnjigisai?e:Jiga Jittj ummi: tjo:.?uro:.

おい　フミコさんの　女の子が　結婚しそうだが　知ってる　の。あなたは。

A?a二panaja: kiL「aJiga.?a:?unu wuiga pitfa: bru?eigatjo:,

ああ　話は　聞いたのだが。ああ　その　男の人は　誰なんですか0

B?a:.?unu wuiga pitfa: wanu?emba wakaradyTe:Jiga wutu mutfigisaitj、u:ru?uwasa?ei da:.

ああ　その　男の人は　私でも　わからないけれど　結婚しそうだという　噂だ　よ。

A?a: wanun pit!'unu nama panaja: kitja/iga hakkiri tu:timja:danaj id3i wuigan tarutj itjiga ?e:tara nja:tusuiti

ああ　私も　人が　いま　話は　聞いたが　はっきり　問うて　みないので　男も

kitfikara w礼「i軸a:Ji wakaradgi?e:Jiga.

誰だったか　聞いてから　忘れてしまって　わからないけれども。

B gambo: wakajuruba:ja hataigo: do:.

それなら　わかったときに　お互いに　教え合いっこ　だよ。

十一　自然会話

A?anu?ure: pigosensei wakajui?ji:?aki3isa耶d30:.

あの　あなたは　肥後先生　わかりますか。昭久おじさんは。

C?a:i tusuiti wakarad3i.

いや　年取って　わからない。

A ko:to:?itJinennubannu Jinse二?e:tajiga.

高等科の　一年の時の　先生　だったけどo

C?e: ko:to:?itfinennubannu.

高等科の　一年の時のo

A?unu gakko:nu?uragawanan?unnuFo: korontfi pju.duinu?uritja: kiilri: Ju:taru nati.?uma mutj uidお

oq



その　学校の　裏側に　芋の皮を　食べようとして　鶴ぬ　くが)　よく降りてきて

pantj、ikijama (ポーズ) pantfikijama?agiti. tfu:Jokud3ikanja pantfikijamo:?agitakuta:げo:du?unu

いたので　そこに　持っていって　パンチキヤマ(鳥用の畏)を仕掛けて。昼食

d3igjo:pad3imajuj itu maiden由u:duija panげikariti. (大笑い) pju:duija panげikariti.gakuta: nja:?unu

時間には　パンチキヤマを　仕掛けたら　ちょうど　その　授業が　始まると同時に

Jeitoja mata wa:ga?agitasa:.nja: wakatukutu?ei.mit.ri wakatukutu?u:so:do:Ji nja:?unu由u:duinu

鴇は　はじかれて。鴇は　はじかれて。そうしたら　もう　その　生徒は　また　私

pantj ikaritakuta∴ (笑い) gajakuta: nja:?unu higo.JenJei kima:?id3iti. kima: ?id3iti. ta:gajattanga

が　仕掛けたのは　もう　わかるから　ね。見て　わかっているから　大騒動して。

--・・mu:ru tatitj itj i kiritsa: Jimitikara nja: kat血e:sa: bi:tfit/i. ga/akuta: wana: nja:

もう　その　場が　掛かったら-。全員　立てといって　起立をさせてから　仕掛け

てないのは　座れと言ってO　そうしたら　私は　もう.

C Jo:d3iki na由.?enJi t敢ri.

正直だから　ずっと　立って.

A Jo:d;jiki nati.?enj i tatfi.ga:takuta: na: bijitikara wantfa: ko:げo:Jitsukati so:ti?id3i ko:tfo:Jitsunai

正直だから　ずっと　立って。そうしたら　もう　座らせてから　私を　校長室に

連れて行って。校長室に

seid礼「imiti bilirariti.batfi?atiraritaru munu. (笑い)

正座させられて。罰を　与えられた　ものだ。

B?unu banja wa:?oto:sanja rarantara ja:,

その時は　私の　父では　なかったんでしょう　ね。

A gan?e:tan kjo:to:.

そうだった。教頭。

B?e: tjimutfoi.

ええ　残念o

C kjo:to?e:tammi:.

教頭だった　の?

A kjo:to?e:tam do:.

教頭だった　よ。

B kjo:to:?e:tantibo.?arja:.kjo:to:domaridakara.

教頭だったてば。あれは(父親)教頭　止まりだったから。

D?ure:?oto:san na:.

あなたの　お父さん　ね。

B'o二.

えズ.。

A gaJJi tada?unu jgu:duija gajji pjo:Ji juta/a nja: djugjo: padgimajuj itu ma:d如pantfikariti. (C?a: )

そんなにまた　その　鴇は　間合い良く　もう　授業が　始まると同時に　かかって。

galJidu jamagun/itfan do:ja: wana:.

(C　ああ。)そういうL　ふうに　悪戯は　したんだよ　私はo
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B runumata do:g

wa:?itfaj itfi Jikko:tanga.

そのまた　道具は　どうして　作ったのか。

C?ija nuga.do:gwa: p imo?ussa de:ru munu.

ありや　なに　道具は　紐だけだ　もの。

A Jemmonde:ru munu.

専門だ　もの。

C Furin Jemmon doja^ei.painTikijama.

これも(奥さん)専門だよ。パンチキヤマo

B?ija: ∫on na:.?e: jatJi ko:tammi:?urja:.

まあ　ほんとに。ええ　焼いて　食べたの　それは。

A dai ippon?aribo: sugu naidu Ju:rumunu?urja:.

竹が1本　あれば　すぐに　仕掛けられるだもの。それは。

C gaf,Ji daitu no:tude:kutu ja:.

そう　竹と　縄とだから　ねえo

An:a:.

ん　ん。
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50代の会話

B　大田英勝

C　盛山繁子

D　川内陽子

I　あいさつ

4　辞去

B?aijo to:tu tande: Su:ja jikkai masamunu taba:ratti nja: tjukke‥ kju:ruban?in upja: tande: nige‥Jun do:.

まあ、ありがとうございます。今日はすっかりごちそうになってoまた来る時もお

願いしますよ。

A?a?uraga jumuru munu.?ussa masamunun?id3atji ?agirajiba gajiga haji?ajunganejide:kutu najun ja:.

tsugja: mata?aguntja:naga?abiti nja:pin matamunugattai Jungantjana nudaiko:tai wa:tja jiran.

ぁ、よく言うよ。こんなにごちそうを出しているのにoだけどあるがままにしかで

きないよ。こんどは、友だちも

B to: tande: gaji fitotsu mata tjigin jorqjiku do.tandi.

あ、さあ、ひとつまた次もよろしく。

A nja: mudirantp:daba.nja:?amakugadja: wun t)o:.

もうもどるの。もうすこしおれよ。

B nja: nja: nja: dumaku natukutu mata nja: tjiikke‥nuban mata jukkurijiran.tande:.

もう、遅くなるからまたもう。今度来たときゆっくりするから。

A to‥ gajumbo:daba?itljan Jirarannu gajlri.to: ?arigato: do.to:tu do:.

じゃあ、そんならな。どうもできないQ　ありがとう.ありがとうo

5　道でのあいさつ

(昼)

C?asse?atfiso: jan.nu:Ji kuratju蝿j iga tjo:. nibuiFugad3i de:.

ああ　暑い　ねえ。何して　暮らしている　の?眠くないね?

D nja: cirunedu Jirariui.

もう　昼寝しか　できない。

(夕方)

D nja:?upja: Jida:Jikunatiki机

もう　すこしは　涼しくなった　ね。

C kur喝aibe:sanuJidy?ida?ikambo:.mitfina‥nu mja:rannukutu ki:tj ikiti?wa‥巧o∴

暗くなるのが　はやくて。はやく　行かないと　道が　見えなくなる　よ.

気をつけて　帰ってください　よ。
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D to:?u柁:?jin ki:U ikiti?wa:rjo: daba.

さあ　あなたも　気をつけて　帰ってください　ね。

C hai.?attj a: do:.samara:.

はい。明日ね。さいならO

6　祝儀

B?aijo jukate: njanta mum tad.31 taruditu:ru munu.omedetougozaimasu.

あらまあ　よかった。今度は　まあ　結婚したそうだ　もの。おめでとうございます。

A?a: totuganaj i.nja: ha/uti mu:runげa: ga:paraja:bjui?e:Jiga mata mu:ru/idu join Jirar|ui.mu:ni ryamantana

ああ　ありがとうございます。こうして　皆さんに　お世話になりますが　また　皆

?a:?itj aj uraga Furi kange:tajiga.?a: to: tfurrubanja mata parad3ibint/a:?aguntj*a: mata junnakanu

さんの世話になってしか　お祝いも　できない。もう　これまで　ああ　どうするか

pit/'untj a: Ju:rakunu mata?agun山:?uttubi q idabi do:均u:′ei ga:paratfidu h孔汀i Jlraqu: kutu.Fusso: kittu

これと　考えたが　ああ　いざという時は　また　親戚一同　友達　また　億の中の

?wa:d'iげura joi Jlraqungane:Ji tande: nige:ノun do:.

人たち　集落の　また　友達　弟　兄　同級生　働いていただいてこそ　こんなに

祝いが　できますから　これだけは　きっと　いらしてくださって　いい　お祝いが

できますように。どうぞ　お願いします　よ。

B?asse?unu juka Futude:ru munu to: nuga mu:raj i?upujoiJi jarasamba najummi:tjo:,

ああ　その　いいことだ　もの。まあ　なに　皆で　大きなお祝いを　しなければ

なるものかね。

A?a: tandi tandi?ittj an Jirarannu.muiru/i ga:patitaba:ri.tandi tandi.

ああ　どうぞ　どうにもできないから　皆で　やってください。どうか　どうか。

7　不祝儀

B nuga haj Jaru Futa: njamagatadu moiJiU'i kikaritidgi haJi kja:bitaJiga nuga haJJam Futun?aru munui.

なに　こういう　ことが　先ほど　亡くなったということが　聞かれたから　こうL

nuga?urja: jadi?wa:tj itammi:tjo:.

て　来ましたが　なに　それは。病気だったんです　か。

C?o:?amakuta:ma bjo:inkati tumuj i nju:?inj imitutaj iga.?igant/i?wa:rariti kago,′ima:ti tumujitJi?amakwa:

はい　しばらく　病院に　お連れして　入院させていたのですが　胃ガンと　仰った

wad3iro:tu taj iga haJinati kaminati ′ima:ti tumujikiげi?e:Jiga.gujakke:naibjui do∴do:ka.

ので　鹿児島に　お連れして　しばらくは　患っていらしたのです　こうなって　神

様に　なって　島に　お連れしてきたのですがO　ご厄介に　なります　ね。どうも。

B nu:ga ga/Jam Futa:.?aijo nuga genkiJidu?e:raげidu murtutaru munu‥jadidu?wa:げutaru gがJi.

どうして　そんなことが。ああ　なに　元気で　いらっしゃるとしか　患っていなか

のに。病気だったとは　そんな。

C?o:.hanage: bjo:?inkad de:ba:げi:ba kikin Jiranganic:Ji parubakkai?aitfi.kibaibakkaiJi gajutajiga nja:

はい。これまで　病院に　行こう　というのに　聞きいれも　しないのに　畑にばか
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hattu:du najui.do:ka gujakke: naribadu najui.tande: do:ka.

り　でかけていたが　もう　こうなってしまって。ご厄介になります。どうかo

8出産祝い

A?umaganu?umarititju:rumunu(C?o∴)wunagunukwa‥?eiduwuiganukwa:?eidu?ei.

孫が産まれたんだそうで。(Cはい。)女の子か男の子かo

Cgunkan?eido:tande:.

軍艦ですよ。ほんとに。

Ato:jukate:.gaJaruputa:.(笑い)mum?upujoiJiribadunajuido:Vuja:.

ああよかった。それは。(笑い)もう大きなお祝いをしなくてはoそれはo

C?aijomu:kwa:manne:Jinilitj、imaruta:maJimiti?wa‥ri.tortudo:tja:mu‥ru.

ぁぁ孫はそっくりで似ていて丸まるとしている。ありがとういつもぜん

ぶ。

9　病気見舞い

B?i山:?e:bjuigare:.?itj'ikara nju:inj'itj'i?ent/iga tjo:.jadidu ?wa:tj utai ja:.

どうですか。いつから　入院して　いらっしゃるんですかO病気で　いらっしゃった

んですね。

Cn:gaJJi.

ん　そう。

B njamagatadu kikaritaj'id3i hajJi?itfdie‥ragatj、i minnja kitj'afiga.naigisadu?ammai tjo:.genkigisadu

さっき　聞いたばかりで　こうして　どうしていらっしゃるかと　見に　来たのだ

?ai.jukate:.

が。大丈夫そうだ　ね。元気そうだ。よかった。

C?a:Je‥ nu:gat|0.9e:nb pagin喝a jamatfa: tjo:.(笑い)

ああ　なによ。ひっくり返って　足を　痛めて　しまって　ね。

B?a: nuga tibo. gぴJaru puta‥ ki:t/iki也?wannu munu. nuga?urja‥ gaj ji.

ぁぁ　まったく　もう。そんなことが。気をつけてくださらないとoそんな　ことは

もう。

C?a:?ikkaina: jasumantfi mu:tidu mata ha/uru putun?ajuttfo‥?urja∴ (笑い)jadja: nanmu iga.

ぁぁ　時々　休もうと　思って　また　こんなことも　ある　よ。病気に　なっては

いけないが。

B tndi do:.pe:ku no:tji mata ga:pa血?wa:ribadu nan do∴ tande:.

頼みます　よO早く　治って　また　がんばらないと　いけない　よ。ほんとo

c?o: to:tu:.?itfa/idu ga:paraげidu ne: tande:.to:tu do:.

ぁぁ　ぁりがとう。どんなことで　迷惑を　かけるとはないOほんとにoありがと

う。

Ⅱ　依頼
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1　物を借りる

B to: tandi paj ,Ji Fa:tXi mi:ba.tandi.?ama totan tattfikidbadu najutt/o:.Fune:danu hadi/i it/a:ma

ああ　どうか　梯子を　貸してくれ。どうか。あそこの　トタンを　打ち付けないと

puipagigama JiU'ui?e:Jiga.?amakuta:ma tandi pajJi Fa:tTikuri巧o:,

ならないO　この間の　台風で　すこし　吹き剥がされた　ようだがO　しばらく　どう

か　梯子　貸してくれ　よ。

A?ase pajja:?ida:naige:ra?amanaganai?ajutajiga.?ura tume:ti mutj、I pai.

ああ　梯子なら　どこにあったか。あそこらに　あったが。あんたが　捜して　持っ

ていけ。

B to:.gaj umbo二tandi.?uma ja:nu?ussu:kara tuti?id3i tfifcko:鞠un do:.tfikken do:.tandi.

ああ　だったら　どうか　その　家の　後ろから　取っていって　使ってくるよ。使

う　よ。どうか。

A?ida:?ida:de:ru.tandi tandi.mutj i?id3i tfikko:tikuriri.

どうぞ　どうぞ。どうぞ　どうぞ。持っていって　使って　くれろ。

2　依頼

B?ida:dga so:.

どこに　よ。

A?ase tabakunu kiritikara?o:taj o:tenk血tabaku ti:tj a: Fo:ti kuntfi mu:tuntfi tjo:.

ああ　煙草が　切れてから　大田商店に　煙草を　ひとつ　買ってこようと　思って

いる　よ。

B to: gambo: jukaba:?ei.tandi?anu pantu gju:nju:?usso: Fotikitj i kuririba∴?apja:ga tabikati?ikaritufid3i?ure:.

ああ　そんなら　いい　機会だ。どうぞ　あの　パンと　牛乳　それだけを　買って

me:j ibinu ne:dana Jidgi tibo.

くれないか.家内が　旅行に　行って　ねO　朝ご飯が　ないから　よ。

A?ija.pantu gju:nju: na:.

ああ。パンと　牛乳　ね。

B nja:?ajuj i najukutu.tandi tandi.

もう　あるので　いいから。たのむ　たのむ。

A?e:?ai to: jukaba:?ei.to: gajiran daba.

ああ　そう。さあ　いい　機会だ。そうする　よ。

3　無心

B to: tandi toJi?ussa?unu jungu/′an?ai?e:Jiga kju:ni hanigamanu?iriju: naranti Jid3i.Jigomanbakkai

ああ　どうか　敏　そんな　その　言い苦しくも　あるけれども　急に　金が　必要

nantoka Fa:tj ikurrirarandarai ja:.

に　なって　きて。四・五万円ばかり　なんとか　貸してくれないだろうか

A mat)'urjo:.?apja:tu so:dan Jiげikaradu najui.

待ってくれ。家内と　相談　してからでないと　ならない。
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B tandi jutta:Ja hataro:ti nantoka nige:Jiran tandi. do:ka do:ka.

どうか　いいように　語らって　なんとか　お願い　する　よ。どうか　どうか。

A goman?en,Ji najummi :.

五万円で　いいか。

B gassa raribo: nantoka naigisai.

それだけ　あれば　なんとか　なりそうだ。

A gaj Jumbo: matjo:.

だったら　待って　よ。

B?dekirudake pe:ku muduJu:kutu.tandi do:ka. (A?a:?urja: najuj iga jo:. ) Fa:tj ikuriri do:ka do:ka・

できるだけ　はやく　戻すから。どうか。 (A　ああ　それは　いいけど。)貸して

ください。どうか　どうかo

A?a:?urja: najujiga.mattfurjo‥ daba.?uma?agasakad jukaba:?i栂u:kutu?uri no:kjo:?id由?itげankaga.ma

ああ　それは　いいけど。待っていて　よ。その　赤佐(地名)に　いいぐあいに

?ajutakutu?uri?urutfikun.gajJumbo:?amaku mattj utimi: jo:.

行くから　その　農協に　行って　すこし　あったから　それを　降ろしてこよう。

だから　しばらく　待っていてくれ　よ。

B?a: totu tande: nige:ノun do:.do:ka do:ka.

ああ　ありがとう。どうか　お願い　します　よ。どうか　どうか0

Ⅲ　指示・助言

1　指示・助言

B to: tandi to,Ji.muttu gadgimarunu ja:nu?uikati mu:ru sagatikitfi na:d3i?eこJiga.?itu ama?ari?usso:

さあ　どうか　敏。もう　ガジマルが　家の　上に　生えてきて　もう　下がってき

?ui"ikitfikurirarandarai.muttu Fune:dakara tfinji jadi na:danajid3i?unu ja:nuげid3ikatja: nuburaradana?e:Jiga.

て　ならないが　すこし　ああ　あれを　切って　くれないだろうか。もう　この間

tandi?it山n Jirarannu tandi gasso: ga:pati kurirandarai.

からなので　その　家の　上には　登れないので。どうか　どうにも　できない。ど

うか　あれだけは　やっていただけないだろうかo

A?a:?叫a: Jiradana:?aija Jirannujiga.njamanjamatja:?叫a: gdJi?uppi:nu?upugi: to:sarigikune: tjo:?urja∴

ああ　それは　しなくは　ないが。今すぐにとは　それは　そんな　大きさの　大木

?aguntfa:naga?atfimitidu Jirarju:ru.matjo: matjo:. do:gum mata?aribadu naigisai.gaj ikara Jiran.

切り倒せそうにない。それは-・。友だちなんかも　集めてでないと　できない。待っ

て　よ。道具も　また　ないと　できない。そうしてから　やろう0

B to: gajikuriri tandi.du:Ji ′it/in naidu Ju:Jiga muttu　げinJinu?wa:Janu Funugura: muttu na:d3i tjo:.nja:

ああ　そうしてください。どうか。自分で　しても　いいのだが　まったく　膝が

tusuitige:ra.?ittj*an Jirarannu tandi nige:ノun do:.?anu tetsujanaga?abitikitTi nantoka J打i kuriri tandi do:ka・

悪くて　このごろは　まったく　できない　よ。もう　年取ったからかな。どうしよ

うもない　どうか　願います　よ。あの　哲也なんかも　呼んできて　なんとか　し

てくれ。どうか。
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A to: gaJJumbo: tetsujaga wujumbo:?arja: p礼riri munu?e:kutu?arja: sugujl:duJu:ru.wanun tfinja: jadidu

ああ　そんなら　哲也なども　いるなら　あれは　すばしこい　やつだから　あれは

wuifiga jo:.

すぐ　やってくれる。私も　腰は　痛いんだけど　ね。

2　道案内

D tandi tandi?annja:.?anu njamakara?amanu kadzabana?enkati?ikiげasai?e:Jiga?idakara?iげaj i?ikibo:

どうか　どうか　お姉さん。あの　今から　あそこの　風花苑に　行きたいのだが

najunge:ra wakarad3i?e:Jiga?ure: hatati taba:rarandarai.

どこから　どのように　行けば　いいのか　わからないのだが。あなた　教えていた

だけませんか。

C?asse:?amakatja:?ikiguj ,Jaj iga.pakanupatakatido:ti ?ikibadu?ikijassaJiga jo:.me:barukaran:imo:ti tfotto

ああ　あそこには　行きにくいのだが。墓のそばにそって　行けば　いきやすいのだ

?umanaga migikati pid3aikati mitj'ina:nu wakaritukutu migitanko: Jitj ikara pakanupatakaro: migitanko:

が　ね。前浜(海岸名)から　回って　ちょっと　そこらあたりを　右に　左に　道

?ikibo: ?uitanko二nubuju:kutu?umakati?ikibo: sugu kanbannu tattj ukutu?urintj a: med3iru/ini?ikibo:

が分かれているから　道が分かれているから　右の方-　してから　墓のそばからは

wakaju.kutu. do:nika?umanaga二ti?aitj i?ikibo: wakaju:kutu?ikjo:.

右の方に行けば　上の方に　上るから　そこに行けば　すぐ　看板が　たっているか

ら。それを　目印に　行けば　わかるから。どうにか　そこらあたりに　歩いていけ

ば　わかるから。行け　よ。

D?o: to:tuganaj i.gajumbo:?umakara haji?unu me:barudoi mo:ti?id3i mitfimjan tortugana/i do:.

はい　ありがとう。それなら　そこから　こうして　前浜に沿って　回って　行って

みよう。ありがとう　よ。

C to: ki:tfikiti do.

はい　気を付けて　ね。

Dto:tu:.

MMM

Ⅳ　陳情

A MJe minginu pit!'u haisuinu ne:dana bend30 mima Jiribadu nai?e:Jiga pantfika/anu

あの　ほんとに　もう　排水が　なくて　便所　なんとか　しないと　ならないけど

pantfika: anu.suiJenkad hexatj'i haisuinu ne:dana.Jirant/itTi?itfajirabo: jakubo: ?ittra:da:ga j a:.?eiTo:.

恥ずかしくて　水洗に　変えようって　排水が　なくて。しようって　どうしたら

役場は　どうだろうか　ね。英勝。

B?a:?urja: nantuka nige:Jiribo: Jiraridu Ju:ru pad3i do:ja:.atta:Ja gぴi?unu?itfai ha:tj*i komati na:d3itfiげi

ああ　それは　なんとか　お願いしたら　できると　思うが　ね。突然　そうして

(^jakubanu?anu tanto:kati sataj imiri. nige‥Jiribo: najuru pad3i do:ja:.

その　ああして　こうして　困って　ならないといって　役場に　あの　担当に　知

らせろ。お願いすれば　どうにか　なる　はずだ　よO
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A nja: d3i由o:nu mata kankei/i tfuinu muna: Jiraran do:, mata muna Jiribadu Ju:rakunu piU'untfa:tu

もう　事業の　また　関係で　一人のものは　できない　よ。また　あの　集落の

hataro:ti tai mittfaibaiJi tfind30: Jiribadu Jirarintfin?ei.to:?urja: gan?embo: ganamunu nja:

人たちが　語らって　二人　三人ばかりで　すれば　できる　よo　さあ　それは　そ

du:Ji.tjo:tfo:jin mata gant/i?ei?e:Jiga nja: hana?ukke:bai naribo: sand3u:me:ta:bai haisui tfikuti

うなら　一人で。町長もまた　そう言って　いる　よo　もう　はな(?)　受けてば

haisuija?annuJiga paipun ?ud3imiti gaji Jirantfi mu:jui?e:i'iga.g礼ju:J iga mata?unu hanigaman

かりで　できなければ　三十メートルばかり　排水を　作って。排水ではないが　パ

?aribadu Jirann Ju:ru.nantuka narandarai?jitげa∴

ィプを　埋めて　そうして　しようと　思うのだが。そうすると　また　お金も　す

こし　なければ　できない。なんとか　できないだろう　かね。

B?a tunai kind3utu?upja: jutta:Ja hataro:丘duがu/i nige: Ju:Ji?e:血10‥?umanaganu pit/untj a:tu ma:d;jinnati

ああ　隣　近所と　すこしは　いいように　話し合って　一人で　お願い　するより

Jiribo: Jirarjurru pad3i do:ja:.

は　そこらあたりの　人たちと　一緒に　なって　すれば　できる　はずだ　よo

A?j。:.gaj*ibo‥ mate tunainu tukinurinagatu sorianjungantfana gaji Jitfimjan ja:.tandi jaka Futunaga

ええ　そんなら　また　隣と　時範(人名)などと　相談しながら　そうして　して

kikarju:rubanja tandi hatatikunn.

みよう　ね。どうか　いい　話が　聞けるときは　どうか　教えてくれ。

B n: gajun do:.dekirudake mata gaji Jiragungane,Ji mata wankaran mata sato: JiU'ikju:kutu.j地fa gaj i

んん　そうする　よ。できるだけ　また　そう　できるように　また　私からも　ま

hataro:tuti mi:.

た　しておくから。いいように　そのように　話し合っておいて　みろ。

A?a: tandi tandi. (B gajimi: t皿di.) nige:/un do: tandi. do:ka do:ka.

ああ　どうか　どうか。 (B　そうしてみろ。どうか。)

Ⅴ　談判

B?asse tande: muttu?ura?ura?inunu?ama ko:minkannu JibaFunu?uikati kusu m軸‥wui Ji:Jami muttu

ああ　どうか　まったく　おまえの　おまえの　犬が　むこう　公民館の　芝生の

mu:ruga苫antfuti?ijui?e:Jiga kuntl、i tj ikano‥tikuriritjo:.

上に　糞を　することが　多いので　まったく　全員が　そう　言っているが　括っ

て　飼ってくれ　よ。

A?a: jakke:na munude:ru?jittja:.?a/i/i?ikimuJi?e:ka tfikano:ti?aikambo: najui do:.?a: mu:ru kindjutunai

ああ　やっかいな　ことだ　な。ほんとに　生き物さえ　飼わなければ　いい　よo

jurujuna:?abja: Jui. gantfidu mu:tja:wuijiga.t/ikane:bo: mata muttu?itt/an Jiraradgi?ure:.?it/a Jiribo‥

ぁぁ　まったく　近所隣りに　夜の夜中　吠えるLoそうは　思っては　いるがo飼

hamindarai ?it fa.

っていると　また　まったく　どうも　できない　よ。どうすれば　いいか　ねo

B to: tandi kibari:伝 mu:ru pitfuntfajin gant/uti?e:po:?ikutu,?皿u U、antu kuntfi ti'ikano:tikuriri.do:kado:ka. nja:

もう　どうか　どうにか　人々も　そのように　言われているからoその　ちゃんと
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fj ukke:na: kumpja.tfa: wuiJi:Jami?ure:.jakke:na munu ?ei do:ja:.tandi nige:fun do二.

括って　飼ってくれ　よ。どうか　どうか。もう　1回ずつは　踏みつぶしたり

するから　ね。やっかいなものだ　よ。どうか　頼む　よo

A?a: jakke:na munude:ru.hokend3okaran?e:po:ti muna Ji:gisai?e:Jiga?a:?ikimuJi?ussa?e:Jika t/ikano:

ああ　やっかいなlことだ。保健所からも　来てくださって　なにか　しそうだしo

ti?aikambo: najui do:to: gaj umbo:daba?naguriso:?ai?e:Jiga na: kubi:t/ai ja:gamakati?inunu ja:gama

ああ　生き物　だけは　飼うもんじゃあ　ない　よ。かわいそうではあるが　もう

tfukuti munadu Jirarju:ru.tandi ja:.muru meiwaku kaiti.tandi Fune:ti kuriri.

括ったり　小さな家に　犬の　少家を　作って　なに(ぐらいしか)　できない。

迷惑を　かけて。どうぞ　こらえてください。

Ⅵ　勧誘

D Jigeko?annja:.

繁子姉さん。

Cha:i.

はあい。

D nu:Jitj i?entj iga.

なにしてらっしやるの?

C?d∫e: nu: Juntjigexa?itj¥ina/abaidu Jir叫ui.nurgutuge:ra.

ああ　なにしてるのか。忙しいばかりで。なにごと　ね。

D?anu jo:han.

あのです　ね。

Chai.

はい。

D j ikkai juka Futu?e:Jiga.

しっかり　いい　こと　ですが。

C?ai?ai.to: jukate:.

あれあれ　まあ　うれしいo

D?atげa:sad?ure:ja?anu?o:Jimakati?enげ?e:taJiga (C hai.) wanunmata?anu ma:d3in ?ikarigisai?e:Jiga.

2 ・ 3日後　あなたは　あそこ　大島に　行かれると　おっしゃっていたが(C　は

い。)あの　いっしょに　行けそうなんですが。

C?ai to加jukate∴

あい　ありがとう　よかった。

D U'ukke:na: de:ba:?eiga mitj、ai masamunu ko:tai?eiga miげai?ajidai Jitfai ma:d3in gaXJi Ji:tfasai

一回ぐらい　さあ　映画　見たり　ごちそう　食べたり　映画　見たり　連んだり

?e:Jiga ?it山:?e:biraga.

いっしょに　そう　したいけれど　どう　でしょうか。

C?agunu ¥vurad3itj'i mu:ta/iga jukate: ma:d3in ?id3i?ajulikun. haJurutukindu mata kenbutsun Jitj ai

友だちが　いないと　思ったが　よかった　いっしょに　行って　遊んでこよう。こ
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?ama二Fuma: mo:tikitj ai Jir叫u:kutu. jukate:?agunu wujukutu najui.ma:dヵn "ikan ja:.

んな　時にこそ　あちらこちら　回ってきたり　できるから。よかった。友だちが

いるから　いい。いっしょに　行こうよ。

D gがi?wa:raかi ji二jukate∴wanun mata gambo: ga/i tfimuiJi gajiJiran.

そうして　行けます　か。よかった。私も　また　そんなら　そう　心づもりして

そう　しよう。

C tanuJimifiげikun ja∴W此血.

楽しんで　こよう　よ。ふたりで。

D?o:.gaj umbo: to:tu.

ああ　だったら　どうも。

C de:?unu pi: mat/ikan甜i jamangane:Ji matfikanti:Ji?ikan ja∴

さあ　その　日を　待ちかねて　病気をしないで　待ちかねて　行こう　よ。

D?o∴to:虹

ああ　ありがとう。

Ⅶ　願望・許可

C?aXJei ?atfoi.wa:tfaga sぬnu?amma:ga guai wassaJi?e:Jiga?amakuta:ma ?id3i mitjikiげin najunge:ra.

あらまあ　お父さん。私たちの　実家の　母が　具合が　惑いというのだが　行って

見てきても　いいだろうか。

A nuga tibo.Fune‥dakara ki‥tfikirjo:げi:ba.pe:ku?id3i ?ujanu Futukaradu Ju‥ru.nuga?uro: gaj i?aikjuru.

なんと　まあO　この間から　気をつけろ　って言っていたがO　はやく　行って　親の

pe:ku?id3iku:.

ことから　しないとo　おまえは　なにを　ぐずぐず　しているO　はやく　行ってこい。

C?ai?ai tande:.?a:?umanaga mu:ru hatad3ikikata Jitfikara?amakutanka?id3ikju:kutu.

ああ　ああ　どうか。ああ　そこらあたり　全部　片づけてから　しばらく　行って

くるから。

A najun.hatad3ikiramban?ujanu putukara Jihげo:.

いい。片づけなくても　親の　ことから　して　よ。

C?aJJi:naga?umanaga saguti?agid?wa:rjo:.

お昼など　そこらあたり　探して　食べて　いらっしゃい　よ。

A najun tibo.ga/uru suwaja Jiranban.pe:ku pai.

いいっ　てば。そんな　心配は　しなくても。はやく　行け。

Chai.

はいO

Ⅵ荘　おわび

D sa:bitan.?eijo:jaka Jikkai wassaru putu JiU'i ?e:Jiga.Juggare:?ure:kara Fu‥taru?anu gappara sara J ikkai

ごめんください。英勝兄さん　たい-ん　ひどいことを　して　しまったのだが。ど

takasagisaru gappara sarantfa: wa:tjaga warabinu watai?e:Jiga.Juggare:・Ju閑are:.

うしよう　あなたから　お借りした　大きな　皿　とても　高そうな　大きな　皿を
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家の　子どもが　割ってしまったのだが。どうしよう　どうしよう0

B?a/e hamonnu tibo.nuga?urja: saro:?ututfai ?ittja:ka Jiribo: waritaiJu:sa:?ataime:de:ru. nuga

ああ　かまわない　よ。なに　それは　皿は　落としたり　どうにか　すれば

najun.keganago: Jirantaj Jami∴

割れたりするのは　あたりまえだ。なに　かまわない。怪我など　しなかっただろう。

D?e:?o:?ukagisaman?urja: kegaja nentぴiga jo:han.?ure: F血u Jikkai takasa takasaru sara?eitj imu:伝.?uriga

ええ　はい　おかげさまで　それは　怪我は　なかったんですが　ねO　あなたの　こ

munumui suwa:Jid'i.

の　とても　高い　皿と思って。それの　物思い　心配を　して。

B?aj e?urja: najun do∴duku ki:jin Jiramban najun.hamonnu.hamonnu.

ああ　それは　いい　よ。あまり　気に　しなくても　いい。かまわない。かまわな

91

D Jikkai Jungare:.tande: JonJi.

ほんとに　どうしよう。どうか。ほんとに。

B?aXe gaJutigadi kimajuban najummi: tibo. hamonnu.hamonnu.nuga?urja: sara h:げi nu:」 din

ああ　そんなにまで　気に　しなくても　いい　よ。かまわない。かまわない。なに

?arad3i?uriga suwa:ja J iramban najun do:.

それは　皿　ひとつ　なんてことは　ない。その　心配は　しなくて　いい　よ。

D Jungare: Jikkai?anu.

どうしよう。ほんとに　あの。

Ⅸ　買い物

A?eiJo∴

英勝。

B?ija:nu.ga.

ああ　なに。

A?a/Ji:?umaganu kutsugama honnja kitfajiga. duku ta:sa/in muna?e:Jiga?uma Fo:ti taga tj urasaj intj a:

ああ　孫の　靴を　買いに　きたのだがO　あまり　高いのは　あれなんだが　その

?umaganu?i/o:Ja Jungane:Ji.hennja kiげu/iga?itfajija haminda:ga jaがa:.

その　買って　格好いいのを　孫が　喜ぶように。買いに　きたのだが　どんなのが

いいか　なあ。

B gajukutu?eija:?it/appi:baidaraga ja:.?ikku:tj ibaiga tjo: ?umago∴

そうだ　ね。どれぐらいだろう　かO　何歳ぐらい　かな。孫は.

A aXJi: njama jo:tfi?ende:Jiga jo:.wa:?umaganu paginu nan/entHga wakajintjun Jirady tibo.

ああ　いま　幼稚園だが　ね。孫の　足の　何センチか　わかりもしない　よ。

'uga:.?ittja:da:ga?ittj a:.

それは　どうだろうか　ねえ。

B jo:t/i?em?embo: te:ge:Ji happi:baija?arandaraitfi maxjui?e:Jiga.?anu mutfi?id3i kumatfimitj ikara

幼稚園だったら　大概で　これぐらいでは　ないかと　おもわれるが。あの　持って
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Pjo:J耐i mata upiJatai?insatai J血ibo: mata he:ge:Ji najukutu. (A gaji najummi‥. ) Furi mutj i?id3i

いって　履かしてみてから　もしかして　大きかったり　こまかったり　したら

Jinjo:げimi:ba:.

また　交換して　いいから。 (A　そうして　いいの。)これを　持っていって　合わ

せて　みてくれ。

A to: gajumbo:daba ga/iran.tandi do: mata.Jinjonnuba:ja mata mutfikitfi muna Ju:kutu mata?unuban

ああ　それならば　そうしよう。たのむ　よ。合わないばあいは　また　持ってきて

sammin Jirija:,

その　するから　また　その時は　考えて　くれ　よ。

B to:to: g礼firi gaj iri.jukate:?urja:mata njanta nju:?cn?ei ja:.

さあ　さあ　そうしろ。そうしろ。いいね　それは　また　今度は　入園だ　ねo

A gaji.nju:?en?ei?e:Jiga?a: muttu sa:maJi:Jami na:d;ji tjo:.?urja: mata.

そう。入園だが　ああ　まったく　悪くて　いけない　よ。そりゃあ　もうo

B a/e nuga warabintfa:ja gandu fir.ru?urja:.kutsu?e‥ban Fo‥ti turajibo: mata?upja: juka warabi natja: tjo:.

ああ　なに　子どもたちは　そんなものよ。靴でも　買って　とらせたら　すこし

いい子に　なる　よ。

A kutsugama?ussanげun Fo‥ti turatfi?i/o:Ja Jimirantfitfi jo‥ tjo:.to: gaj umbo: tandi?atukara do:.

靴の　ひとつでも　買って　やれば　喜ばせようと　して　ね。ああ　それなら

Jinjonnubanja mutjikitfi he‥ge:Jiiikutu?unuban munaj iran tandi.

あとから　ね。合わないばあいは　持ってきて　交換するから　その時は　なに

しよう　どうか。

B?a: to:to‥.'enqo Jinno: tande: dondon mutfi?id3i kumaU'i mi:.

ああ　まあまあ　遠慮するな　よ。どうぞ　どんどん　持っていって　履かせて　み

て　くれ。

A to:to: to:tuganaj i.

まあ　まあ　ありがとう。

Ⅹ　うわさ話

C jai?ura kitfammui.

おい　おまえ　聞いたか。

Dha:n.

ええ?

C?amanu mi:gatfitoJi wunagunukwaj a?at/a:sad wutumutfun山i?e: :iga.

あそこの　ミ-ガチ(屋号)敏の　女の子が　近いうちに　結婚すると　いうのだがo

D?e Jo閑e‥ra tjo: han.?urja‥ iU'inu panaj iju:tjo: han.

え　ほんとうかしら　ねえ。それは　いつの　話です　かね。

C ga/ukutu kino:wu伽idu munugattaija kitJaj iga.

そうだね　昨日一昨日に　話は　聞いたのだがO

鵬Wfl

ス_乙。
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C to:kjo:naindu wuigisai?eiJiga juka gappara jaka tabinu jaka.nja: kju:ru ki: daigaku sotsu由o:

東京に　いるらしいのだけど　いい　大きな　青年。本土の　青年。もう　今度

Ju:gisai?e:Jiga,Jima:tikitfi kekkonJiki?agiti?agigisai?e:Jiga jo:.

大学を　卒業するらしいんだが。島に来て　結婚式を　挙げて　挙げそうなんだが

ねo

D?ija Fune:da?amadoi?aitj aruba: gajuru jakantfa: mitfがiga.?anu pitfuge:ra.

ああ　この間　あそこらあたりを　歩いていたら　そんな　青年を　見たが。あの

人かしら。

C gan jo:.taikaku tnagimaginu taikakunu juka jaka?e:Jiga.

そうだ　よ。体格が　大きくて　体格が　いい　青年だが。

D?ija: to: juka Futu?ei?urja:.

ああ　まあ　いい　ことだ　それは。

C wa:tlagaj in jainaiwu/iga njama mantude:/iga?amanontja: mata gajuru juka munugattai?e:Jiga.?ai pitfunu

私たちのも　家にいるが　まだ　独身だが　あそこの家では　また　いい　話が　あ

kwa:du najui jan. jukatan do∴

るが。ああ　よその　子は　いいね。うらやましい　よ。

D gaj i tjo:.?urja: juka putu?ei do:?urja:.

そう　よ。それは　いいことだ　よ。それは。

C mu:ru?ujabintja:n sunr.ti mata parad3inげa:?aげimati juka joi Jir叫ungane:Ji.mata wa:t/a?ikju叫a: mate

全部　親兄弟も　そろって　また　親戚がたも　集まって　いい　お祝いが　できる

tandi joroj iku do:.

ように。また　私たちが　行くときは　また　どうか　よろしく　ね。

D?o:.gaj abiran.

はい　そうしましょう。

十一　自由会話

自由会話(六年生の担任)

B toJa:?anu wattaiga rokunennu bannu O O tfu:ru senseinu?e二taijo tjo:.

敏は　あの　二人が　六年生の　時の　○○ていう　先生がいらっしゃった　よね。

A?e: gaji gaji.

ええ　そう　そう。

B?anu nama ne:d3a: Juitaru?anu sensei jo: tjo:.

あの　すこし　足の　惑い　あの　先生　よね。

A gantj i:bo: gaj utan do∴ittja:.

そう言えば　そうした　よね。

B nja: n皿kanenka me: teinen nataru pad3i?e:Jiga.njamo: naJenai?e:gisai?e:Jiga jo∴

もう　何カ年か前に　停年に　なった　筈だが。今は　もう　名瀬に　いらっしゃる

らしいけど　ねえ。

A?ija.nasenu?inetJo:ge:tara?idage:tara?e:tai?e:Jiga. Tuma?eta?ittfa:.

ああ　名瀬の　井根町だったか　どこだったか。いらっLやたらしいが。そこ　いらっ
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ねえ。

B gaSi ga/i.?anu Jitfo:nu patanu hora kawagamanu?atasa: tjo:.?amanu patanai saijoja?wa:tj aigisai?e:Jiga

そう　そう。あの　市庁の　そばの　ほら　小さな　川が　あったよ　ねえ。あそこ

saikin mata?ama asaniJinmatfinai ja: Fo:taigisai?e:Jiga?ure:. gaji tfuraja: Fo:taigisattJ o:.

の　そばに　最初はいらっしゃったが　最近　また　あそこ　朝仁城町に　家を　買

ったらしいけれど　ねえ。そんな　立派な　家を　買ったらしいよ0

A to: nja: nand;ju:nemburinu munuga胞i?e:Jiga.jukate: gaJi Jen/e:jin mate genki?e:Jl.wana:?anu Jenj ie:nai

ああ　もう　何十年ぶりかの　話なんだがO　よかった　そうして　先生も　また　元

tj a:?wo:sari nati tjo:. (笑い) muttu benkjo:nu dikiradana.

気で　いらっしゃるし。あの　先生には　いつも　怒られてばかり　だった　よ。ぜ

んぜん　勉強が　できなかったから。

B nu:ga Jikata wassanudeiru?urja:.mittan juka sensei?e:tan do:ja:.?anj ino:.

なに　行儀が　惑いからだ　よ。とても　いい　先生　だった　よ。あの方は。

A?a: gandu?e:ja Ju:Jiga juka JenJe:du?e:jぴu:Jiga wana: gajJi?o:saritja:wuij i.

ああ　そうでは　あったが　いい　先生では　あったが　私は　そう　怒られてばか

りで。

B?a: gantji:bo: wunagu warabi taige:tara jo:.?an/ina kwa‥nai.nja: wutunaga mutt/i ′it/araga jan.

ああ　そう言えば　女の子が　二人だったか　ね。あの方の　子どもに。もう　結婚

などしたか　な。

D wanun?unu JenJei?embo: JittJWiga.tfo:d3oja wa:びaga do:栂u:′ei?e:taj iga jo:han.

私も　その　先生なら　知っているが。長女は　私たちの　同級生だった　よね。

B?aganji:.

ああ　そう　ね。

A?ija:.

55*51!

B nutげige:tara.

なんていったか。

D申sami.psamitj u:Jitu kaoriげu:Jiga wujutan.

ヒサミ　ヒサミというのと　カオリというのが　おった。

B gan仙:Jiga wutan.?arin

そういうのが　おった。あれも-

A?urja: nja: nja: wana:gud3u:ni:?e:Jiga?ikku:tj ibai ?uttubi?e:tara.

それは　もう　もう　私は　52歳だが　いくつぐらいに　下だった　だろうか。

B?a: ta:げuni:げidu tfige:taru pad3i do::ja:.

ああ　二つ三つしか　違いはなかった　嘗　だよ。

A gajutnbo: nja:?unj inago: nja: wubadeija: nja:.

それなら　もう　その方などは　もう　おばさんなんだね　もう。

B ganjo:.nja:?叫a: gaja: tjo:.

そう　よ。もう　それは　そうだ　よ。
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A to: wutu mutげi?umagaja: mu:ru mitj idu wuifiga na∴

もう　結婚して　孫を　みな　みているんだ　ね。

B gange:ra wakarannu.

そうだろう　ね。

A nuga tibo?itj'a.

なんと　まあ。

C gaJJi kamara/aru JenJei?e:kutudu hanage:?enji?injo:nai nukko:tutaru..?uridu juka JenJei?ei do:ja:.

そんな　うるさい　先生だったから　今まで　ずっと　印象に　残っていたのだ。

それが　いい　先生だ　よ。

A?ai gantfa: mutja:wujuntXi tjo∴

ああ　そうは　思ってはいる　よ。

30代の会話

A　山下健勇

B　石嶺正代

C　坂本　守

Iあいさつ

1見送り

B 91::ja?ure:ja nu:jitji?wantji ga.

今日は、あなたは何をしようとしてるの。

A?iju二kwa: jinnja?e:jiga tjo:.

魚釣りにだけどね。

B?o:.?idanu?unkati.

ああ。どこの海に。

A?idakati pajuraga jan./idaga haminga tjo:.

どこに行くかな。どこがいいかな。

B?ajji warm wakarad3i hadinaga mitjud?anu kange:ti?wa:巧o: ja:.

ああ、私にはわからない。風などみてあの考えてくださいよ。

A duku jutajikujane:jiga?urja: Futie:da kwa:sarantakutu?upja:?id3i dikajibadu ?upja: ja:.tamanja:?u由a:

ko:jin ju:ru.

あんまり良くはないけど、そりゃあこのあいだ釣れなかったから少し行って大漁し

なければ。少しは。たまには買いもする。

B gam wanqa: so:ri tjo:.

そう。私も連れて行ってよ。

A ba:de:ru.

いやだ。
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B tjukke:nja: ja.

一回ぐらいは。

A ba:de:ru.(笑い)duttjuiji?ikju:m natidu midsirajaru?叫a:.

いやだ。一人で行くからこそおもしろいんだ。そりゃあ。

B gange:ra ja:.

そうなの。

A?ura tji:nai kubi:t)ai kubi:tfai?agumajai do:.?urja∴ba:de:ru.

おまえの釣り針にくくったりばかりして疲れるぞ。そりゃあいやだよ。

B tjukke:na:ja warabintjknaga so:ti?id3i midsirajanaga Jimiri?wa:ri tjo:.

一回ぐらいは、子供たちも連れて行っておもしろがらせてよ。

A ase ba:do: tandi.warabi so:ti?id3i ?iju:kwa:sarjum mi:.?urja:.

ああ、いやだね、ほんと。子供を連れて行って釣れるものか。そりゃあ。

B gajji?wa:Janu ja:.

そう、危ないしね。

A?wa:janu?wa:Janu.gajiga Ju:jin nja: saigo?e:ru pad3i?e:Jiga.kwa:sarjumbo: saiko:?e:Jiga.mata

kwa:sarannubanja m辞ikara Fo:dkju:kutu tandi?unubanja.(笑い)

危なくて危なくて。だけど潮時がいいのも最後のはずだけど釣れれば最高だけど。ま

た釣れないときは店から買ってくるけどその時は。

B gajibo: takaku舶ummani:.

だったら高くつくじゃあない。

A?unnmata nuga tjo:.

それもまた何よ。

B nja: juka jiri.

もうやめなさい。

A kwa:伽do: tjitji muSkju:kutu.

釣れたぞといって持って帰るから。

B g^ji.gambo:印:ja nja:?upusa dikatji?wa:g'0: han.

そう、だったら今日はもうたくさんでかしてきてくださいね。

A?m?id3ikjun do:.

うん、行ってくる。

2迎え

B?atj a: dikasarju:ti:.

お父さん。大漁だった?

A?aJ.Ji mattaku na:d3i do:.

あーあ　まったく　だめだ　よ。

B?alJe:.

あらまあ。

A na:danajo.jappai Ju:nu wassarubanja?ikju:ru muna:?a:d3i.

いけなくて　ね。やっぱり　潮が　惑いときは　行く　ものじゃあ　ない。
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B?afe wakaturu Futude:ru.muttu turarannu t√a: wakatuti?wa:U ammi∴

ああ　分かっていることだ。まったく　獲れないことが　わかっていて　出かけた

の?

A?uputa: pa:pa:ta:?e:ru puta: kikibannajui do:.

祖父さんや　祖母さんたちが　おっしゃることは　聞かねば　ならない　よ。

Bgando:.

そうだ　よ。

A wana: gantfuti ma:rjutan.?a: jappari muka,Jinu pitfuntfa:nu?e:sa: matfigeja ne∴to:?itj i pajuraga

私は　そのように　思われた。ああ　やっぱり　昔の　人たちの　おっしゃることは

gaJ皿ibo:?idainu d3umbiJi ?id3imja:dana ja:.

間違いは　ない。さあ　いつ　行こうか。それなら　漁りの　準備をして　行って

みよう　よ。

B?a/e nja: Su:ja jukaJiri.(A甲n.)hanibakkai tfikko:ti ga/i?iju:ja dikasarannumunu nja:. gaj血

あーあ　今日は　やめろ。 (A　なん。)金ばかり　使って　そんな　魚は　釣れない

のに　もう。そんなに-

A?urja:?esaja?amande:kutu najussa: t/o:.?u:rja:.tji:bu‥:ja gaJWiga wutan da:, gaJuga junnudu

それは　餌は　やどかりだから　いいじゃあない　ね。そりゃあ　釣り竿は　そうだ

kwa:sa巧u:taru.nu:jin kwa.sarantan do:.

が　折った　よ。与論しか　釣れなかった。なにも　釣れなかった　よ。

B nu:jin kwa:sarannu.

なにも　釣れない。

3訪問

C sa:bitan.kaneko:manjujaka kairamban mut/u: mutj'ikit/a/iga.judikara tj、igikatai mo:U i?wa:rjo:.

ごめんください。金子マニュ(童名)兄　回覧板を　持つ　持ってきたけど。読んで

から　次に　回してください。

A kumitj igi?ei ja:.

組次だ　ね。

C kumiげigi.

組次。

A Furja: mata mu:ru d3umibadu najurui.

これは　また　みな　順番でないと　ならないのか。

C nja:?urja: d3umban najun.

もう　それは　順番は　いい。

A nu:?e:tiga naijo: ja.nja:?uragajudakutu wakajuj a mi∴

なんだった。内容は。もう　おまえが　読んだから　わかるだろう。

C wa/i mit/uribadeiru wakajurai?urja:.

私のは　見てないのだから　わかるもんか　それは。

A?inkan?ussu:ju/iga?e:ra nu:J'u:Jiga?ei.jumju:rudakiJ i naju:ru waki ji:.

印鑑を　押すのだろうか　どうするのか。読むだけで　いいのか　ね。
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C?urja:?anu nuttjungeira tjo:?anu 9i:nu tfu:mon?e:taraga.

それは　あの　なんて　言う　かね。あの　木の　注文　だったか0

A?e:由:nu机i:mon gujo:po:dei ja:.je:?uraga najungane: katfikara?uraga mutfi?id3ikuriri tandi.wana:

ええ　木の　注文　公用法だ　ね。おまえが　いいように　書いてから　持っていっ

?agumaj ami na:dgi.

てきれ。たのむ。面倒くさくて　しょうがない。

C?a: ganげa:?W弧iatfo:.?ure:du kumitfo:?e:ru.

ああ　そんなこと　言わないでください　よO　あなたが　組長なんだから。

A tfa:ki kakjukutuげa:ki hanakujukutu tandi.

すぐに　書くから　すぐ　急ぐから　どうか。

C?o:.gaj umbo: mata rai/u:nu mokujo:bi tunnja kju:kutu.

はい　それなら　また　来週の　木　取りに来るから。

A gandu勾a: na∴

そんなに　長く　ね。

C?urintana ju輸:Ja

それまでに　ちゃんと-I

A gandu軸: Furi muttfi.?uraga tjigikatja: mo:′ido: daba.

そんなに　長い間　これを　持って。おまえが　次には　持っていけよ　それなら。

C?ija?ure:ga mo:tfi?wa:rjo:.

ああ　あなたが　回してください　よ。

A?ぴe janagja: do:.

ああ　めんどくさい　よ。

4辞去

A to: to: m血mati.haj ,Jin dunnaku najuntana.?aijo mata?aitfi mudiribadu najui.?a?a:jo: pe:ku mudiran do

さあ　さあ　まて。こんなに　遅くなるまでO　あれまあ　また　歩いて　戻らないと

tfimuiba?urja:.to:tu do: tandi.?ura masamununu?ati do:.

ならない。ああ　はやく　戻らないと　思って　いたのに。どうか　ご馳走が　あっ

た　　からだよ。

C?ai do:ka do:ka.

ああ　どうも　どうも。

A?irabutj inu saj iminu nembo二sugu mudirant/ide:ta/iga.?ura?ukagi.to:tu do:.gajumbo: mata.

イラプチ(魚名)の　刺身が　なかったら　すぐに　もどるつもりだったのだが。お

まえのおかげだO　ありがとう　よ。それじゃあ　また。

C gambo: mata?wa:qo:.do:ka:.

それじゃあ　また　きてください。どうか。

5道でのあいさつ

卜W)
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A?ijai?ija nugatjo: gampe:sanja:kara nu:Jitfi?aikjunSga tjo:.

おい　あれ　どうした　の。こんなに　はやくから　何を　していらっしゃる　の?

C tandi jubi mata sai nudi.

なんだ　昨夜　また　酒を　飲んで。

A janagja∴(笑い)

しょうもない。

C kuruma tunnja?e:J iga.

車を　取りにだが。

A kuruma tunnja.?e:?ai.?e:?ai.

車を　取りに。そうね　そうね。

C gaJ,Ji?aitj i?aikjuntj i doLmata.

こんなに(朝早くから)　歩いているというわけ　よ。また。

A?a: Jigutu mani?o:Jibadu nad ja∴

ああ　仕事に　間に合わさないと　いけないから　ね。

C tandi wana:?awatju:kutu.

どうも　私は　あわてて(急いで)いるから。

A?e:?athai.

ええ　はい　はい.

C gambo: do:.

そんなら　ねo

A ki:げikiti pai jo∴

気をつけて　行け　よ。

(昼)

A nja:?aj Ji:wui?e:Jiga nu: Juntfiga njama kibajunげi:. jama.

もう　昼時だが　何を　しているのか。まだ　働いているのか。ヤマ(人名)0

C?a:ji Jigutu J i:na:dana.

あー　仕事が　できないものだからo

A?e:.?aJTi:de:munu.?a/Ji:ja tj、antu turibadu najun do:ja:.

ええ　お昼だもの。昼は　ちゃんと　とらないと　いけない　ぞ。

C Fusso: naratj ikaradu ko.rjui do:ka.

これだけは　すましてからでないと　食べられない。どうも。

(夕方)

A?ai njama ga:pati/ei ja:.

あれ　まだ　続けて　いらっしゃるのだ　ね。

C?o: nja:?ida pe:ku muduti sai numitjasai?e:Jiga ?ittj an Jirarannu.

はい　もう　はやく　戻って　酒を　飲みたいのだけど　どうしようも　ない。

A?ija: njama tida ragatidu wujuru.nja:?amaka: kibatikaradu mudjun do:ja:.gampe:sakara sai numabo:

なに　まだ　太陽が　残っているのだから。もう少しは　きぼってから　戻るん
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?iU'aj ungare:?urja:.jakke:na Futude:ru.

だ　ぞ。そんなに　早くから　酒を　飲んだら　どうしようもない。それは　厄介

な　ことだ。

C gambo:?uranaga pe:ku kitj i tajikiriba:.

だったら　おまえも　早く　きて　手伝え　よo

A ba:de:ru.

いやだ。

C gambo:?ida pe:ku mudiri.

だったら　早く　戻れ。

A?a: to:tu do: sakita naran.

ああ　ありがとう。先に　なろう。

6　祝儀

A to:?ure:ta:ja Juka Futunu?aigisammani:. unu joinu da:katja: wana二?ikarannukutu.Ju二ru ba:katja: wana:

まあ　あなたがたには　いいことが　あるそうではないか。その　祝いの　席には

?ikar|u:ru?anu?軸:?arankutu tandinjamadu Fu:rarjui?e:Jiga sakita mata joi Jimititaba:ritTi.gがiga jukate:

私は　行けないから。そんな　場には　私は　行かれる　あの　あれは　違うから。

gaji?itfiban ?ujamut/igwa:kati gaji jukaFutunu?ataratj¥iru Futa‥ saiko:?e:bjui do:, juka tfurajoi mata

どうも　今になってしか　来れないけど　先ごろ　また　お祝いさせて　くださいっ

Jitfi?wa:rjo:.

て。だけど　よかった。そうして　いちばん　親持子(長男)に　こうして　いい

ことが　あった　ということは　最高です　ねO　いい　盛大な　お祝いを　また　し

てください。

C tandi do:ka to:tuganaj i.?uriji jatukattu: wa:tjaga ja:jim mata tfinadji?ikarjui do.do:ka.

どうも　どうも　ありがとう。それで　やっとかっと　私たちの　家も　また　っな

いで　いける　よ。どうも。

A gaj ibo: mata tfura joi Jirjo:.

それじゃあ　また　盛大な　祝いを　して　よ。

C?o:do:ka.

ええ　どうも。

Ahaido:ka.

はい　どうも。

7不祝儀

A?aj je/Je: nuga njamadu kikarju:taru.gaJTi?atadaman nu:ga?urja:.?ammai kibara/ikwa: Jitfi?wa:tfa:

あれれ　まあ　今　蘭いたのだが。そんなに　急に　なに　それは。あまり　働きす

Varannui. tande :.

ぎていらしたのでは　ないか。どうも。

C?aijo gange:tara ja:.kino:jintano二dukku:saJi?umadoi po:tidu?aikju:taj"iga.ju:bi totsud3en ga/i jo:.

ああ　そうだったか　なあ。昨日までは　元気で　そこらあたり　歩き回って
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いらしたんだが。昨夜　とつぜん　そんなことに。

A gaji tjo:.Fune:dadu?o:ti Jikkai munugattai Jitfaru banjin?idan jamad3itfidu?iju:taj iga.

ほんとに　ねえ。このあいだ　会って　じっくり　話し合った　時も　病気でないと

しか　言わなかったのだが。

CgaJitjo:.

そう　よ。

A?urja: nu: natiga恥.

それは　どうして　なの。

C kino:ntano: kinkinde:taJiga.juru natikara kju:ni gaji?agumaj o:tfit/ikara nja: bjo:?inkati nakurariti

昨日までは　キンキン(元気)だったんだが。夜になって　急に　そんな　疲れたと

/unumama.

言って。もう　病院に　運ばれて　そのまま。

A?e:.hぴi U、umuげoi do:.Jungare:de:ru.nu:jin Jirarad3i?e:Jiga.tandi.

ええ　ほんとに　残念だ　よ。申し訳ないけど　なにも　できないけど。どうも。

Cdo:ka.

どうも。

A do:ka.

どうも。

8出産祝い

B haJJi jukate: ja:.wuiga warabi.jattu dikitammai tjo:. kenju:.

ほんと　よかった　ね。男の子。やっと　できたんだ　ね。健勇0

A?a: gaji tjo∴

ああ　そうだ　よ。

B?aJTi wa:t/a gadi?U"o:Janu?i′o:Janu nja:?ammai?i/o:J皿iii?awa軸kitj an do:.mi:tj asanu.

ああ　われわれまで　うれしくて　うれしくて。もう　あんまり　うれしくて

あわてて　来た　よ。見たくて。

A?a/e wuiga warabi?de:Jiga.?ida:kara mitfant/in wunaguwarabineJJitJi muru pi山ntj a:kara?j a:ru

ああ　男の子なんだけどO　どこから　見ても　女の子らしいって　人々から　言われ

natiJid由.?itfa Jiriba najunga wakaradgi tjo:.

るので。どうしたらいいか　わからない　よ。

B?ai njankara tagaro:kunne: wuigara/iku najun do:. jukate:.?aj~/e: najun.nja: wuigawarabinu tfira miげakutu

ああ　今から　かわいらしくない　男の子らしく　なる　よ。ああ　だいじょうぶ

nja:?ura?anjin?ei.

よO　男の子の　顔を　見たから　もう　おまえも　安心だ。

A to:tu do:.tande:.

ありがとう　よ。どうも。

9病気見舞い

B Fune:do: muttu mja:rad3it/i mu:tutakuta: g孔j i jadidu ?wa:tj utai ja:.muttu santan.t皿di njamadu wakaju:taru

このあいだは　全然　見えないと　思っていたら　まあ　病気だったんです　ね。全
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nati njamadu kuxarjm.

然　知らなかった。いま　わかったものだから　いましか　来れない。

C?a::jo.do:ka to.tu.gaji tj a:.

ああ　まあ　どうも　ありがとう。いつも。

B "ida jadiga tjo:.

どこが　惑いの　ね。

C nu:ge:ra?uvfinumun hatutakuta: kju:ni Fuj inu jadikitj i.?urikara nja:?unkarad3i nati.

なにか　牛の餌を　刈っていたら　急に　腰が　痛くなってきて。それから　もう

動けなくなって。

Bnja:kiba

もう　きば-

C gaji wu伽汝ara haji nintunげi?e:Jiga jo:.

それで　一昨日から　こうして　寝ている　のよ。

B h礼fJ*i nja: kibaikwa: JiU'i?wa:tjide:ru nja: karadanai jo: nju:inJitfi nja: qqjo‥ JiU'ikara mata?anu jukkuri

ああ　もう　働き過ぎたんでしょう　よ。入院して　もう　療養して　また　あの

ga:pati?wa:n nan.

よく　なってから　がんぼって　ください　よ。

C?a: do:ka to:tuganaj i.do:ka.

ああ　どうも。ありがとう。どうも。

B tandi han.njamadu hがi wakaju:taru nati njamadu ku:raqui.

すみません　ね。今ごろ　こうして　わかったものだから　今ごろに　なってしか

これない。

C?ai?ai totuganaj i do:ka.

ああ　ああ　ありがとう　どうも。

Ⅱ　依頼

1　物を借りる

A?a: Fune:danu taiFu:Ji ja:nu tudijo‥ tjo:.?ai:?uridum mata JonJi nja:?itl'a Jiribo: najunge‥ra

ああ　この間の　台風で　家が　吹きとばされて　ね。あれ　それを　また　ほんと

wakarad3i?e:Jiga由:nu ne:dana Jid^.pがJi:nu ne:danaj id3i.?ura tu:ra: n組nui tjo:.

に　どうしたら　いいのか　わからないけれど　木がなくて。梯子が　なくて。おま

えの　所に　ない　かね。

C?a:?a:ijo:.wa:t/agaj'in tudi?e:Jiga kino: ja伽kattu no:tfi da:.do:ka.?unu paj ,JI:?e‥rabo:(A?ama)?ussu‥nai

ああ　まあ。私たちのも　飛んだんだが　昨日　どうにかこうにか　直した　よ。ど

?aikutu.

うも。その　梯子だったら(A　あそこ)後ろに　あるから。

A?e:?ama tuti najummi:.?e:?e:.?upi ga:ma waititaba:ri tandi.mudusan do:ja:?unu kawai.

ええ　あそこ　取って　いいか。え　え　すこし　分けてください。どうか。戻さな

い　よ。その代わり。
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G mudusanban najun.dondon tj ikko:也?wa:ri.?uriga kawai?uriga kawai?e:sa: djumbiJi?wa‥rja:.

戻さなくて　いい。どんどん　使ってください。その　代わり　その　代わりに

なるものは　準備して　いらっしゃってくださいよ。

A mate na:.?e: saiga sai?embo:?issju: mutj ikundaba.to:執J umbo: mutfipajun do:.

また　ねO　ええ　酒が　酒だったら　一升　持ってくる　よ。さ　そんなら　持って

いく　　よ。

C?a:do:ka.

ああ　どうも。

A do:ka tandi.

どうも　どうも。

C kibattikuriri ja:.

がんばってください　よ。

Ato:tudo∴

ありがとう　よ。

2　依頼

A?ija:?uro二?idatanko:?ikantj i ga.

あれ　おまえは　どこに　行くの?

C "agasabarukati?id3i -

赤佐原(地名)に　行って-

A?e:?agasakati ji:.mati mati mati.?anu wanu?uj inu Jirjo: henJi wa:Jintakutu?uraga tandi njge:Jitfi

ええ　赤佐に　かo　待て　待て　待て。あの　私の　牛の　飼料を　買うのを　忘れ

Fo : tiku :rarandarai.

たから　おまえが　どうか　お願いだが　買ってきてくれないだろうか。

C?a:jo.tanditj igadi?ida:?ida:de:ru.?urigakawai hanj a:?id3a/o: ja:.

ああ　そんなことまで。どうぞ　どうぞだ　よ。その代わり　金は　出して　よ。

A hanja: nuga tjo: ko:zakaraj i najusa:tjo:.?ija:. gajigadi?itfi?itfi jumamban najun.?叫a: kcczakara

金は　なんよ　口座からで　いいじゃあ　ないか。もう　そんな　いちいち　言わな

do:ja:.tamanja: jo:.?uj inu Jirjo:naga gaji?anu Fo:ti mutfiku:badu.?upja:?ujiga Jurantaruban joija

くても　いい。口座からだ　よ。たまには　ね。牛の　飼料など　そうして　あの

Jirarju:kutu ja:.

買って　もってこないとO　すこし　牛が　できた　く高くで売れた)とき　お祝いは

できるから　ね。

C gambo: Jen?enga:made:ru wanu wanuga ga/Ji ?id3atfukan ja:.

だったら　千円ばっちだから　私が　ああ　出しておこう　ね。

A?id3aげikuriri tandi.?anu mo:rettotu jo: 5in.?e:to daidzu Fo:tikitfimi: tandi.jassadu?ajurupad3i?e:kutu

出してくれ。たのむ。あの　モーレツトと　だね。ええっと　大豆を　買ってきて

genkinj i paro:tu kjo:.

くれ。どうか。安いはずだから　現金で　払っておいてくれ　よ0
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C to: gambo: wa:ga Fo:tikj:ukutu?uriga takka:sa ?uraritarubanja?upja: kange:ti?wa:り0:.

ああ　そんなら　私が　買ってくるから　それ(午)が　高くで　売れた時は　すこ

し　考えてください　よ。

A gaj iran.mat/igeinennu.

そうしよう。間違いない　よ。

C to:gambo:?ichikiiin do:.

ああ　じゃあ　行ってくる　よ。

3　無心

A to: mamoru tandi nige:Ju:ru putunu?ajui?e:Jiga.

あの　マモル　どうか　お願いする　ことが　あるのだが。

C nuidaraga.

なんだろうか。

A?aj e Ju:mata jasumi?ett/o:.?unu hani?uru/innja ?id3akuta: jasumina打id3i.tandi nja:mata warabinu

ああ　今日　また　休みだ　よ。その　金を　おろしに　行ったら　休みで。どうか

こんどは　また　子どもが-

B?o:.

え.ズ_a

A daigakukati?id3uj iga nja: hani mutasarad由?e:Jiga tandi?upita:madaki Fa:t/itaba:rarannuge:ratfi

大学に　行っているのが　もう　金を　持たせられないのだが　どうか　すこしだけ

mu:ntjo:.

貸してもらえないかと　思って　ね。

C?je:?e:?e:.wanun mata gaj /urubannaga?aidu Ju:takutu.Fune: tjukke:?ure:kara Fu:tidu?aikutu

ああ　ええ　ええ　私も　また　そんな　ことも　あったし.この間　あなたから

?ida:?ida:de:ru.

借りてあるし　どうぞ　どうぞ。

A?e: tandi tandi.

ええ　どうも　どうも。

C?itfasage:ra.

いく　ら?

A?upja:?ai mi:.?ajumbo:

すこしは　ある　の?あるなら-・

C godgu:mantano: naidu Ju:ru.

50万円までは　いい　よ。

A god3u:man na∴?aijo gasakkjargadj a: Fuiribo: mudusarando: tandi.niman?embakkaij i najun tandi.

50万円?そんなにまで　借りたら　返せない　よ。どうか。 2万円ぐらいで

いい　よ。どうか。

C nimanga:maJi najum mi:.

たった2万で　いい　の?
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A nimanga:m礼J i jo:.n…

たった2万円で。んん・-

C ga:bo: dondon muげi?wa:ri.

だったら　どんどん　持っていってください。

A tandi ja:.

すまん　ね。

C tandiげigadi.

すまん　なんて。

A mudusan do:,tandi.(笑い)

戻さない　よ。

C?叫a: mudutj i?wa:rjo∴

それは　戻してください　よ。

Ⅲ　指示・助言

1　指示・助言

A wa:げagaja:nu?血u gad3imarunu jo:tjo: magu.

私たちの　家の　ガジマルの　ねえ　マグ(人名)。

C?o∴

ス.;こ。

A nubikwa:/i na-.cty tjo:.na: ja:nu?uinai mu二ru juru:juru:Ji na:ja:nu紬inai mid3i tamitutjun/i?e:Jiga

伸びすぎて　いけない　よ。家の　上に　もう　ゆらゆらと　もう　家の上に　水

?unu upja: haiki:badu najuttj o∴

を　溜めているのだが　その　すこし　切らないと　いけない　よ。

C?e:haihai.

ええ　はい　はいo

A?ura ma:ja nendarai.

おまえは　暇は　ないか?

C?a:?a: wanuj i najurabo: njankara?id3i naju/iga.

ああ　ああ　私で　よければ　今から　行っても　いいが。

A?a:?intj aka?e:Jiga jo:tjo:.?uraga?unu paginu nagasa najuntana pa:tutikara?a:?urikara?uinusa:

ああ　すこしだけだが　ねえ。おまえが　その　足の　長さに　なるまで　測って

mu:iu haikitfitaba:ri tandi.

おいて　ああ　それから　上のは　全部　切ってください。どうか。

C hai.re:?e: wakata wakata.

はい。ええ　ええ　わかった　わかった。

A ga:paraj uj iga ja:.

やっかいだけど　ねえ。

C?ai.?e:?e:.

ああ。ええ　ええ。
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A?utirangane:J i do:.tandi.

落ちないように　ね.どうか。

C?o:?o: do:ka do:ka.

はい　はい。どうも　どうも。

2　道案内

A?e: Jungare: tfotto najabjunge:ra.

ええ　どうしよう。ちょっと　いいでしょう　かね。

B?o:-wanj i najabjunge:ra jan.

ええ　私で　いいでしょう　かね。

A?anu: a:i: mitjina:nu wakaradana?e:Jiga jo:tjo:.

あの　いや　道が　わからなくて　なんです　がね。

B?a:hai.

ああ　はい。

A?anu: Furasatubarunai nu:ge:ra ( B?o∴ )?anu:?idano:tigera honkaげuru pit/、unu pakaga?aitj*i

あの　古里に　なにか(B　ええ。)あの　どこだったか　本を　書いている

kiげaj iga?arja:?idatanko:?ikibo: najunga tjo: wakaradana tjo:.

人の　基が　あると　聞いたのだが　あれは　どちらに　行けば　いいのか

わからなくて　ね。

B?a:.?a/Ji?amo: wakainikusanu jo:tjo:.

ああ　あれ　あそこは　わかりにくい　よ。

A?itfaj i paibo: najunga tjo:.

どう　行けば　いい　の。

B?aJJe Fumakara massugu agari:tanko:?wa:tfikara ?uriga?atukara?a:?unnu pata?e:Jigajo:tjo:.nuttfi:bo:

ああ　ここから　まっすぐ　東に　行ってから　それの　あとから　ああ　海のそば

najunge:ra ¥vakarad3i j a:.minatatfit/i?ajujiga?umanu patakatfi?wa:tfikara mata tu:timurorandarai j an.

なんだけど。なんと　言えば　いいか　わからない　よ。ミナタ(地名)といって

gaj imbadu wakajukutun.

あるんだけど。そこの　近くに　いらして　また　聞いてみてください　ね。そうし

ないと　わからないから。

A?e: wakajui.gaj umbo: minatantana?id3ikara gajiimbo:?amanonti kikan jan.

ええ　わかる。ミナタまで　行ってから　それで　むこうで　聞こう　ね。

B?o:?umanaganu ja:nu pitj ukatai tu:ti?wa:tfitaba:ri han.

ええ　そこらの　家の　人に　聞いてみてください　ね。

A hai to:tu do:.tandi tandi.

はい　ありがとう　よ。どうも　どうも。

Bhai.

はい。

A "angato: tandi.

ありがとう。どうも。
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a?o∴

はい。

Ⅳ　陳情

A to: tandi.sakamotot/o:tf.o:.wa: ja:nu me:?e:kutu tj ukkeja mitj i?wa:tj itaba:ri.?urja: mi:badu wakaju:kutu.

ああ　どうかO　坂本町長。私の　家の　前だから　一回は　見てください。それは

Fune:da ko:dzo:kaizennu?ajuta/iga. (B n. ) njamantana piku pikuttamaj uru pattainu nu:ga?叫a:

見ないと　わkらないから。この間　構造改善が　あったが(B　ん。)いままで

mitfina:?e:kuma takaku natikara.ma?ami puribo: nja mu:ru wa: ja: ja:nu?uikati mu:ru dura:

低　低かった　畑が　なに　それは　道路よりも　高くなって　雨が　降れば　全部

penげiki机wa: JibaFa: mu:ru na:d3i?e:Jiga.?unu haisuija?itfa: natunga?upja: tfantu Jitfitabo皿uge:ra

私の　家の　上に　泥は　入ってきて。私の　芝生は　全部　だめになって。その

tfimut㍗o:.

排水は　どうなっている　のか。すこしは　きちんと　していただけないかと　思っ

て　ね。

C?e: wai wai tande: gambo: gajurabo: jakubanu pitfukati Uukke: mi minnja?ikasanja:.

ええ　それは　それは　そんなら　それなら　役場の　人に　見に　行かす　よ。

A gajitaba:ri tandi.?a gajiga JonJi durumand3u:ja?amin puriba?叫a: tfa: duru tj a:duru.?unu duruntj a:

そうしてください。どうか。あ　だけど　泥まんじゆうは　雨が　降ったら　それは

?ida:ti mutu i paiban nakui nakui durujantj un ne: da:.tandi.

いつも　泥　いつも　泥Q　その　泥を　どこに　もって　行けば　運びこむ　所も

ない　よ。

C tandi.tandi.gaJibo: mata?ura Futude:kutu jutta:Jaru:kutu.

どうも。どうも。そんなら　また　おまえの　ことだから　よく　するから。

A Fune:dakara nankai?jin?itj ukutu tandi-kanna:d3i gaj itaba:ri tandi.

この間から　何回も　言っているから　どうか。必ず　そうしてください　よ。

C?a:げukke:na:du?ju:ru janagja: tjo:.nige:Ju:kutu jo: kenju:.

ああ　一回ずつしか　言わないもんだ　よO　いやだ　よ。お願いする　よ。健勇。

A?e:.nuge:fun do:.tande:.

ええ　お願いするよ。どうも。

C?a: do:ka da:ka.

ああ　どうも　どうも。

^蝣113

A?ura?anu tfikano:turu?inu jo: tibo. Fune:da wa: warabik血tfa:ki tubikakatikjui?e:Jiga ?urja:?itj'aj iribo:

おまえが　あの　飼っている　犬　だよ。この間　私の　子どもに　もう　とびかか

gaj i?ina: panaげi?aikarjui ga.

ってきたが。どうしたら　そんな　犬を　離し飼いが　できる　のか。

C wana: tfa: tfinad3i du wujuru.

私は　いつも　つないで　いる。
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A jukuj iri.Fune:da wa: warabja:?軸‥?uikara nja:?aijo nja:?amaku/i kuikurusariturutu:ru?e:tan.血ki.

嘘つけ。この間も　私の　子どもは　それは　上から　もう　ああ　もう　すこしで

食い殺されるところだった。ほんとに。

C ga/urai tjo:.wa:t/aga?ina: -

そんなことがあるものか。私たちの　犬は。

A "ammai nurunsa?urja:.?a‥ tandi ganja Jitfitabanno: tandi. do:katfu:kutu nja:?anu makkuru?inudakja:

あんまり　怖くて　それは。ああ　どうか　そうは　してくださるな　どうか。

jo:.?arja: tarun tangajun.

頼むから　もう。あの　真っ黒い　犬だけは　ね。あれは　だれも　怖がる。

C?e : tandi tandi.pjo:Jinka ga/,Juru putunaga?ajutambo:?itjanjirannu tandido:ka.

ええ　どうも　どうも。ひょっとしたら　そんなことも　あったら　どうしようもな

い.どうもo

Ate:tandi.

ああ　どうか。

C U'igikaro: ganja Jirannu.

次からは　そう　しない。

A U、igi?e:rubanja nja:?utJikurujun do:.?unu tfimui3i - ・

次　会うときは　もう　たたき殺す　よ。その　怒って-

C?e: matj'igo:ti gaSmibanja nja: don dondon ?uげikurutfi?wa:ri han.

ええ　間違って　そんなことが　あった　時は　どん　どんどん　たたき殺してくだ

さい　よ。

A do:ka kanna:d3i g打itabarri tandi.

どうか　必ず　そうしてください。頼む。

Cdo:k臥

どうも.

Ⅵ　勧誘

A to: kondonu jasumja: muikade‥tara?unuban de:ba:?okinawanu nu:ga marasontaikainu ?ajuttfummani:

ああ　こんどの　休みは　6日だったか　その日に　さあ　沖縄の　なに　マラソ

tjo:.?urikata ma:d3in de:ba:?ikan de:.

ン大会が　あるというじゃない　ね。それに　いっしょに　さあ　行こう　よ。

C?a:Ji?agumajikuji tjo:. (A?ji∴ ) nu:nu marasont/inennu.taruga?ikjunga tjo:. g甜Jurutu:rukati.

いや　疲れるのに　よ。 (A　ええ?)なにが　マラソン　よ。だれが　行くもの

か。そんなところに。

A nuga d3u:rokutennikirode:takutu nuga?upina:Ji ko:taiJi tfa:ribo: naju:子ide:kutu Fune:da nuga marason

なに　16. 2kmだったんだから　なに　すこしずつ　交代で　いいんだから　こ

?ajutakutu tj a:山‥tidu wuikutu najummani:.gajuru ganげana de‥ de:?okinawakati?id3i mid3i Fun.

の間　マラソンが　あったから　走っているんだから　いいじやない　ね。そうしな

がら　さあ　さあ　沖縄に　行って　見て　こよう。
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C?aj i jutaJo:.?iju?iju

ああ　いいね.魚　魚

A?anu suizokukan ja: tibo.nug叫o:gappara suizokukan ja:tjo:.

あの　水族館　よね。なに　大きな　水族館　よねo

C?e:?e:?ai.Fune:da dikitaJi na∴

ええ　ええ　あれ。この間　できたもの　だね。

Agがi-gaji.

そうO　そうo

C?a: gan?ei.gan?ei.?aiganげi?e:ba: de:.

ああ　そうだ。そうだ。ああ　そうだって　いうのに。さあ。

A hanakuti jo:i Jitj i. (B?o:. ) hanja:?itfasa Fune:daja niman Fu:tutaj iga.?urja: mudusangane: najurai jan.

急いで　用意してO (B　ええ。)金は　この間は　2万円　借りたがO　それは　戻さ

なくても　いい　かね。

C?a: gambo二?unu nimanj i wa:sa: tajui ja:. to: de:.

ああ　そんなら　その　2万円で　私のは　足りる　ね。じゃあ　さあ。

A wa:ga?id3aj ibadu nai ja:.

私が　出さないと　ならないんだ　ね。

C wa:ga?id3atfij i?urja:?ure:ga?id3aj u:Jidu?ataime:de:ru.

私が　出してって　それは。あなたが　出すのが　当たり前だ。

A?ija niman?en niman?enja nuga由ti najuntj idu ?ju:tammani:.

いや　2万円　2万円は　なに　もらっても　いいと　言ったじゃ　ない　か。

C giti najuntji.

もらっていいって?

A gaj ubo: niman?endaki mutfukutu.tandi tandi. ¢ko:kja:?びaga?id3a Jo:.(笑)

そんなら　2万円だけ　もつからOどうぞ　どうぞ　飛行機は　おまえが　もて　よ.

C wana: puniJidu?ikju:ru.

私は　船で　行く。

A punij i.?e:?ai wana: 9iko:kiji pajukutu.?uro: puruJi ku:jo:.

船で。ええ　私は　飛行機で　行くから。おまえは　船で　来い　よ。

C to: gambo: nahanu minatononti do:.

さあ　それじゃあ　那覇の　港で　ね。

A nn.wana:?awari?ei ja:.nahakara mata nagontana nu:Ji pajuraga ja:. hanja: jappai tarad3i do∴mata hani

なに。私は　苦労だ　ね。那覇から　また　名護まで　なんで　行こう　か。金は

Fa:tj i mi: tandi.

やっぱり　足らない　よO　また　金　貸してくれ。どうかO

Ⅶ　願望・許可

B?aXJi?a山ga ketsu?atsu/i to:riti.kittu?id3i mitJikumbo: narad3i?e:Jiga.tandi do:ka印:?id3iki :tj asai?e:Jiga

あーあ　父が　血圧で　倒れて。どうしても　行って　見てこないと　ならないんだ
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narandarai jan.

けど。どうか　今日　行ってきたいのだが　いけないか　な。

A?urja: mata pe:ku?ikibadu najussa: gan?embo:.

それは　また　早く　行かなければ　ならない　よ。そんなことなら。

B?aXJe:.

ああ。

A nuga Funerdadu minnja?ikjutammani:.

なに　この間　見に　いったじゃ　ないか。

B?d∫e gan?e,Jiga nja: kcmdoja /ikkai?anu?wa:Jagisattfu:sa tibo.

ああ　そうだけど　もう　今度は　ひどく　危ないらしい　よ。

A?e?e∴

ス_え　ス_ス.o

B gaj urunati ginnni?id由mitjikumbo:?atukara mata du:Jiげiげutnuu、oi mu:tja: narankutu?id3i tfottu

だから　実際　行って　見てこないと。後から　また　自分で　残念だと　思って

mitj ikun.mrtfasanitfe:Jiga tandi?ikatfikuriri.

は　いけないから　行って　ちょっと　見てこよう。見たくてだが。どうか　行かせ

てください。

A?a gaj iga naman血du?ujanu Futa‥ Jirarju:kutu. id3i gajirjo:.du:nu?ujam mata?itfinai gajunge:ra

ああ　だけど　いまのうちにしか　親のことは　できないからO　行って　そうしろ。

wakarankutu ja:.

自分の　親も　また　いっ　そうなるか　わからないから。

Bm.

んo

A ki:g ikiti?id3iku: jo:ja:.

気をつけて　行ってこい　よ。

B?o: tandi han.

ええ　どうも　ね。

A runukawai sugu mudutiku: jo∴najumbo:.narambo:?enji wuti najukutu ja∴

そのかわり　すぐ　戻って　こい　よ。いいなら　いけないなら　ずっと　居て　い

いから。

B?O∴warabja: nige:/un do∴

はい。子どもは　お願いします　ね。

A hai.wakatan hai.

うん。わかった。

Ⅷ　おわび

B?dJi Jungare:?ure:ta:?孔JTi takasaru sarant/a: Fu:tasa: najutajiga kino:?arontjiJitfakuta: Jiげakati

ああ　どうしよう。あなたがたの　ああ　高い　皿を　借りたのは　いいけど　昨日

?ututjlhaj Juru munu Jiげi Jiingare: jan.?ittfan Jirarad由tandi nja: jurut/itaba:ri.

洗おうとして　下に　落として。こんなことしてしまって。すみません　ね。どうし
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ようもない。どうか　ああ　許してください。

A?aJ.Ji?anu saraja mid3irajan papaijanu?e:katfaru sara?e:tajiga jo∴

ああ　あの　皿は　珍しい　パパイヤの　絵が　描いてある　皿だったが　ね。

B?o:gant/o:.

はい　そうです。

A Fumanaija?insa/idu?ajuttfo: ja∴?urakati Fa:tfasa: gappara sara?e:taj iga jo∴

ここには　小さいのしか　なくて　ね。あなたに　貸したのは　大きな　皿だったが。

B?aJJ e Jungare: tandi han.(A?aj j e?arja... )?ure:?it/ajiribo: najunge:ra han.

ああ　どうしよう。ごめんなさい　ね。 (A　ああ　あれは-)あれは　どうしたら

いいでしょうか　ねえ。

A?ara?arja na: ti:tjidu?ajuttfo: ja:.

あら　あれは　もう　一つしかないから。

B?arja?idakara?araU、i?wa:げige:ra jan.

あれは　どこから　手に　入れたんですか　ねえ。

A?arj a:?amanu nige:JitXi katfimuro:tarumunu?e:Jiga nja:

あれは　あそこの　お願いして　措いてもらったものだが　もう。

B?alJe Jungare:.

ああ　どうしよう。

A?unu pitfunaga moij itfi jo:.

その　人も　なくなって　ね。

B wai.J岬gare∴

まあ　どうしよう。

A daid3ina sara?e:taj iga?叫a: Jikato:Jirarmnu na:.

大事な　皿だったが　それは　しかたがない　ね。

B?aj*je?itj'an Jirarannu tandi.?urja: 7a/Je Ju的are: jan.?aj,Je tande: wana: ba:de:taru.

ああ　どうしようもない　どうか。それは。ああ　どうしよう。ほんとにどうしよう。

A Jikato: Jirarannu.?叫a: watasa:.

しかたが　ない。それは　割ったのは。

B nja: nuttj in?ja:rad3i do:.

もう　なんとも　言えない　よ。

A?ura?uranu ti:nu wassanude:ru.?叫a:.?unu kawぬru sekkennaga tj'ikko:tja:?arannui?unu.

おまえの　手が　悪いからだ。それは。その　変わった　石鹸などを　つかったんじ

ゃあ　ない　ね。

B gantfo: Furja:?anu ko:kanamunu t/u:tarunati.?a/Je: nja:?urja: ki: tfikitaruげimuide:taj iga jo:han.

そうよ。これは　あの　高価なもの　といったので。ああ　もう　それは　気をつけ

たつもりだったんですけど　ねえ。

A Jikato: Jiraran do:.gantfuntfide:taru tarun matfige:ja?ajun do:.suwa:Jirangane: suwa:Jiramban najun do:.

しょうがない　よ。そういうだけで　だれも　間違いは　ある　よ。心配しないで

心配しないで　いい　よ。
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B?aXJe: tandi han.?a/e?ure:?e:kutudu?e:ru.tandi. njamakaro: ginni mata?aj"e Juri?id30:ja nuttfin

ああ　すみません　ね。ああ　あなただから　どうか。じっさい　また　あの

jumaracty do:han.

した　以上は　なにも　言えないです　よ。

A?a: nja: wakatan nja: nankai?janban najun do:.hai

ああ　もう　わかった。何回も　言わなくても　いい　よ。はい。

B tandi.tandi.

どうも。どうも。

Ahai.

はい。

Ⅸ　買い物

C sa:bitan.tandi do:ka.wa: mi:kwa:nu kutsu hennja kitj aj iga.nu:ka jutaj aj i?ajurai jan.

ごめんください。どうか　私の　孫の　靴を　買いに　きたのだが。いいのが　あ

る　かね。

A?ati jo:.Funu warabja:?urja:?ikku:tj i najuru warabiga.

ある　よね。その　子どもは　それは　いくつに　なる　子ども　か。

C njamo: mi:tj i?e:Jiga jo:.

今は　3歳だが　ね。

A?iro?iro kutsu?ajuj iga njamanu hajarinu?unu?orend3i?iro mikan?iro tfunga?e:ra ja∴ ga/inaga?ajujiga

いろいろ　靴が　あるが　今の　流行の　その　オレンジ色の　蜜柑色というのか。

?itj aj iga hamindara Tjindu.

そんなのも　あるが。どんなのが　いいのだろうか。

C?anu nuttj uga tjo:?anu kjarakuta: tfunge:ra?anu

あの　なんていうか。あの　キャラクター　というか　あの-

A?e:,?ampammannuj iga?itj'iban hamin da:.

ええ　アンパンマンのが　いちばん　いい　よ。

C "ampammanj a dukugadi kawaisanimai tjo:.

アンパンマンは　あまりに　かわいすぎる　よ。

A?e:.nuga kawaisaJidu ho:ti?ikju:ru nuga sekkakude:ru.

ええ　なに　かわいいのを　買っていくのが　いいよ。せっかくだから。

C mu:ruga kudusa: ba.tfu:ru natyo:.

皆が　履いているのは　いやだと　いうから。

A?je:?je:.gaj ibo Fumanaiげura織finaga?ajukutu najungane:Ji?iradikara

ええ　ええ　それなら　ここに　きれいなのが　あるから　いいように　選んで-

C?o∴?o∴?o∴

ええ。　えズ_。　ええ。

A kanara:d3i ho;ti?engane:Ji,

かならず　買って　いくようにして。
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C?e:?e:.gambo: tj ottu mitj、Imjan jan.

ええ　ええ。それなら　ちょっと　見てみよう　ね。

A joijoi mitfi?wa:rjo:.

ゆっくり　見てください。

C ta血di tandi Furi puj ai?e:Jiga.

どうも　どうも　これが　欲しいけど。

A jutaJ a.Furi?embo: saiko:?ei.

いい　ね。これなら　最高　だ。

C?itfasa?e:bir喝a jan.

いくらでしょうか　ね。

A?e.Jenkju:9akuhatfid3u:?en?ei da:.

ええ。千九百八十円だ　よ。

C to: gaj umbo: hai niJen?enjl

ああ　それなら　はい　二千円で。

A?e:.to:tu do:.

ええ。ありがとう。

C do:ka do:ka.

どうも　どうも。

A?otsuda: najummi∴(笑い)

お釣りは　いいか。

C?ai?ai tandi tandi wa:Jinti.

あーあ-　どうも　どうも　忘れた。

A najun do:.?ussaj i.nid3u:?en?otsuri do:.hai. to:tu do:.

いい　よ。それだけで。二十円　お釣りだよ。はい。ありがとう。

C do:ka to:tuganがi.

どうも　ありがとう。

A warabi jurukubatj i?wa:rjo:.

子どもを　喜ばして　ください　ね。

C?a: do:ka do:ka.tj ukkeニna: minnja?wa:rjo:.

ああ　どうも　どうも。一回ぐらいは　見に来て　ください　よ。

Ⅹ　うわさ話

A?ijai masajo?ijai.?anu kijomikwa:nu Funerda nu:ge:ra jukaFutunu?atitj ikara kekkonja:?arannui tjo:.

おい　正代。おい。あの　清美の　阜ども　よ。この間から　なにか　いいことが

あったというから　結婚したんでは　ないの。

B gan da:.gan da:.?aj i pada:Ji L√a:ti?aitfaru warabi jan.

そうだ　よ。そうだ　よ。あんな　裸で　走っていた　子が　ねえ。

A?a: gaji tjo:.

ああ　ほんとに　ね。
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Bpe:so:jan.

はやい　ねえ。

A?a:?ikku:tj i nataraga nja: wakaradgi?e:Jiga?urjaこ

ああ　いくつに　なったかな　もう。わからないが　それは。

B nja: md3u:?it:i ja:tjo:.

もう　21歳　だよ。

A U、ijomim mate damattjuru munudei ja:.

清美も　また　黙っているん　だね。

B gajji.

そう。

A hatanba najuru munu.

教えたら　いいのに。

B ga:kutujo:.

そう　よ。

A?arja: mate sa:nuFunka ′it/ikara mata ga/i naraげan do:t/itfi nara mu:mkatja: -

あれは　また　しらんふり　してから　また　そうしてすましたよと　皆には-

B narasantj i mu:turuba:?ei ja:.

すまそうと　思っているわけだ　ね。

A由nni gan?ei.?arja∴

ほんとに　そうだ。あれは。

B gan?ei tj o:.

そうだ　ねo

A matjigeme:?arja:.

まちがいない。あれは。

B?aje ganja Jiraran do:.jappai joi Jinnja?ikibadu najun do:.

ああ　そうは　できない　よ。やっぱり　お祝いを　Lに　行かないと　いけない

よ。

A?ajegaji tjo:.

ああ　そう　よ。

B?itfa Jirraga jan.

どう　しよう　かね。

A?uro: ma:d3in Jiran de:ba:.

あなたは　いっしょに　しよう　よ。

B de:ba: de:ba:.

そうしよう　そうしよう。

A gaj iga?arja: wa:山ga?ikibo:?uppja:?oiJo:Ja Ju:rai ja:.

だけど　あれは　私たちが　行けば　すこしは　うれしく　思うだろう　かね。

B waiJikkai ja:tjo:.jumaradanade:ru ga:para山　naradana.

あれ　とても喜ぶ　よ。言わないからだよ。気をつかわせては　いけないから。
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A?e:ai?e:ai.?iげasana: t/it/imjunga?uraga mata kange:tikara?atukara denwがi?ari Jiranja.

ええ　あれ。いく　らずつ　包む　かね。おまえが　また　考えてから　後から　電

話で　あれ　しよう　ね。

B仏Iitai renrakuj imjan:dana ja:.

一人二人　連絡して　みよう　かねo

A gajiga?叫a: juka wuiga ti'ika tfikadan do:.

だけど　あれは　いい　男を　つか　つかまえた　よ。

Bgaji.

そう。

Ajutajai.

いい。

B pitjudu najui do:.

ほかの人は　いい　よ。

A w地Idu naran do∴

私たち　ふたりが　いけない　ね。

Bgali

そう。

A?a: rukunmunu nati.

ああ　情けない者　なので。

B?a: njamkara ginni mata・・・　njankaro: mata ginnide:kutu ja∴daidgo:bu.

ああ　いまから　じっさい　また　今からは　また　実際だから　だいじょうぶ。

A?a:?ura mata warabiga gaj u:rubanja mata

ああ　そこ　また　こどもが　そうするときは　また-

B tandi gaj urubanja sugu hataju:kutu?uppu:sa U、itfidi kurirjo:.

どうか　そんな時は　すぐ　教えるから　たくさん　(お祝いを)包んで　くれ　よ。

A?uppu:sagadja:げiU'imarju:rai?叫a:.

たくさんは　包めないけど-・

B niman?enj i najun.

2万円で　いい。

A?e: gaj i niman?en?embo: mata Furikara Fu:ti.

ええ　そんな　2万円だったら　また　こいつから　借りて。

B mata Furikara Fu:tiJimai?ei.

また　こいつから　借りなければ　ならない。

AmataFu:b.

また　借りて。

B?aj i jukate: nja: wana: niman?en gitakutu pajan.

ああ　よかった。もう　私は　2万円　もらったから　帰ろう。

A?urakara gaj ibo: mamorukati munut/ikitj、an mi:.

おまえから　そしたら　守に　持ってきた　のか。
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B gaj igaj i.d30:to:?ei.

そう　そう。上等だ。

A "aria ‥ mata joija?araj u:ru pad3i?e:kurtu ?unubanja ginni?upja: tfitfidi.

あれは　また　祝いは　する　等だから　その　時は　ほんとに　すこしは　包ん

で。

B gaj i.gan da:.

そう。そう　よ。

Cjanagja:. (大笑い)

ひどい　ね。

番外:自由会話

B kenju:?uro: pitj、unu puta: jumaran da:.

健勇　おまえは　人の　ことは　言えない　よ。

A ji. majumiga nekketsu senseit/uti?ju:tan do::ja:. bo:ra: tfa: tatakkumi tatakkumi JiU'ikara koredemoka:

ええo　マユミが　熱血先生と　言っていた　よ。ボールを　たたき込み　たたき込み

?aredemoka: tfu:rugurai tatakkumjutt/u:Jiga?urint/a‥ mU'irantJide:ru t/itj'i ka:tjanga gantfutan da∴

して　これでもか　これでもか　というぐらい　たたき込むそうだが　それを　見せ

?unu majuminu ka:tj anga jo:.majuminu ka:tfan jasuono wubanka tSoL

ようとしているといって。母ちゃんが　そう　言っていた　よ。その　マユミの　母

ちゃんが　ね。マユミの　母ちゃん　ヤスオの　叔母さん　だよ。

A majumi tj kbo:?iduruju:.

マユミって。どれ　ね。

B Fune:da kitj utaru majumi O O majumi jo∴

この間　来ていた　マユミ。 ○○マユミ　よ。

A?je:.gan?ji:.

ええ。そう　ね。

B gan jo:.jasuono wubankanu kwa:.

そう　よ。ヤスオの叔母さんの　子。

A j ungare:de:ru.

たいへんだ。

B gaj akuta: Fune:da

だから　このまえ

A majumiga gantj ut的i waki ji.

マユミが　そう言った　わけ　ね。

B Jin?in wanu Jakuta: majumitfanga?amma:kati ne:?id3akuta: majumiga nja:?umanaga bajJi:baJJi:

シンも　私も　していたら　マユミちゃんが　母に　ね　行ってきたら　マユミが

tatakju吋iiJ iga.FurintJa‥?urja: mu:rukati mi/irantfide:kututfi?it/akuta‥.gange:ra wakarannu/igatArru

もう　そこに　バシバシと　たたき込むそうだが。それを　それは　皆に　見せよう

Futu?e:tan.

と　しているんだと　言ったら　そうかもわからないと　いうこと　だった。
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A Jungare:.

どうしよう。

B nekketsutj'i.gajikara?if,Ju:bin tunnja kitt/ui jo:. (笑い)

熱血って。そうして　一升瓶を　取りにきたって　よo

A?urja: tunnja ku:u ariti ja:tjo:.

それは　取りにこいと　言われたからだ　よ。

B gannad nja:?atj、imitukibadu ti u:tan da: , masaetfu:Jiga wana:?abiti turajigadi Jitfantfitfi.

それで　もう　集めておかねばと　言っていた　よ。マサエというのが

?akikankaLfu:?ano?akibinno.bare:buno.

私は　呼んで　したと言って　空き缶回収　あの　バレー部の。

1 0代の会話

A　町　裕樹

B　大田政明

C　市元直美

Iあいさつ

1見送り(朝早く、道路でクラブ活動に行く友だちに会う)

A 0:1 o:ta doko ikuno.

おおい　大田　どこ行くの。

B kurabukatsudo:ni ikunda jo.kino: renrakuga atte kjo: hajaku ikanakutja: ikenainda jo.

クラブ活動に行くんだよ。昨日連絡があって今日早く行かなくてはいけないんだよ。

A n: taihenda ne.

ん。たい-んだね。

Bma:ne.

まあね。

A baibai.

ぱいぼい。

B baibai,

ばいぼい。

2迎え(夕方、道路でクラブ活動から帰る友だちに会う)

A kurabukatsudo: owatta no.

クラブ活動終わったの。

B un. fikkai tsukareta.

うん。すごく疲れた。

・61-



A taihendatta ne.

たいへんだったね。

B un.

うん。

A baibai.

ばいぼい。

B baibai.

ぱいぼい。

3訪問

A konnitjwa:.由rokikun imasuka_

こんにちは。裕樹君いますか。

B nani.

何。

A串roki iJToni蜘dai Jijo:ae.

裕樹、いっしょに宿額しようぜ。

B nanio.

何を.

A su:gakuno Jukudai.

数学の宿題。

B u:n.a:.hejmi iko:.

ううんO　部屋に行こうo

Aa∴

ああ。

4辞去

C osokunattakara kaeru wa.

遅くなっから　帰る　わ。

A d3a: mata ijJo Jukudai Jijo: ner.bai bai.

じゃあ　また　一緒に　宿層　しよう　ね。バイバイ。

C baibai.

バイバイ。

5道でのあいさつ

A konnam asa hajaku doko lku no.

こんなに　朝　はやく　どこに　行く　の。

C ima sampo Jiteiru totfu:.

いま　散歩　している　途中。

A o3a: atode eiru asobo: ne:.baibai.

じゃあ　あとで　昼　遊ぼう　ね。バイバイO
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C baibai.

バイバイO

6祝儀

A masaakino ni:tTante kekkon s旺ru no.

C un.

A donna hitoto kekkon sun no.

C kekko: kawai: tfo.

A sono c ito lkkai mitemitaina.

C d3a: kureba i:d3an.

A (13a: atokara lku ne.baibai.

C baibai.

7不祝儀

C Qirokino ni:tfante nakunatta no.

A un.kesa ko:tsu:zikode nakunatta.

C dokorahen.

A etto leno sugu mae.

C (13a: kondo senko: ageni kuru wa.

A un.

C d3a: ne.

A baibai.

8出産祝い
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B kjo: ka:tfanni ki:tandakedo sa. antano ni :山nni kodomogadekitnndatte.

C dekita jo.

B Fu:n. otoko ne.onna ne.

C otoko.

B Fu:n.kawar..

C ija amari kawaikunai.

B e: joronniwa itsu kaettekuru wake na.

C asatteniwa tabun hiko:kide kaette kuru hazu.

B Fu:n.d3a: Jaj inga dekitara misete ne.

C a:.wakatta.

B (13a ne:.

C un.

9病気見舞い

A haittemo rdesu ka.

B do:zo.

A omae aj iwa daid30:bu.

B zenzen.

A nannitfiguraide naoru no.

B tabun msankagetsuguraide naoruto omo:.

A Fu:n d^x nisannitfi.
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B nisankagetsu.

A nisankagetsu taiinj itara mata sakka: Jijo: ne.

B un.

A odaid3ini.baibai.

B baibai.

Ⅱ　依頼

1　物を借りる

A masaaki.

B nam:.

A taiFu:de janega kowaretakara Ju:rinotameni hajigo kajite.

B 1:10.

A dokoni am no.

B sokono so:kononakae haitteru.

A (13a: tottekara tsukau jo.

B a: 1: jo.taisetsuni tsukatte ne.

A un.kowaj iwa Jinaikara daid30:budato omo:.baibai.

B baibai.

2　依頼

A masaaki imakara doko iku no.

B imakaraぴabanani iku tfo.

A d3a: ueno Jaj inkande jukino Ji:di: kattekite.
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B (13a: kane.

A hai.korede tabun pittaJidato omo:kara.

B wakatta.kattekite kaerutokini ¥vata3iga wata3ini

kuru wa.

A un.joroj iku.

B baibai.

A baibai.

3　無心

A o:i masaaki saiFu wasuretakara senen kaj ite.

B i: jo.d3a: aj ita kaejite ne.

A a: un dekitara afita kaesukara.

B wakatta.

A angato:.

Ⅲ　指示・助言

1　指示・助言

A itj imotosempai sakka:bo:ruo dokoniokeba i.ndesu ka.

B bvu itsuno sakka:bo:ruireni senjo:no kagoga arukara sononakani iretara i: jo.

A耐ini ho:desu ka.

B a: so:so:.

A hai wakarimaJita.
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2　道案内

C suimase:n.e:to ko:minkanmade ikitaindesukedo do:ju: mitj'inorio ikeba i:ndesu ka.

A attj inoho:ni matflfo:tentoju: misega arukara sonomaeno sakamitfio nobotteitta tokoroni aru jo.

C m.sokomadewa nampunguraide tsukimasu ka.

A e: kokkaradato gofungurai kakari kakaru.

C n :. wakarimajita. arigatougozaimajlita.

A do itaj imajite.

Ⅳ　陳情

B Jitsurei/imasu. sensei.

A hai.

B ano aj ita kurasunominna so:betsukai Jimasunode d3ugjo:o hajaku jametekure jamerukotowa dekimasen ka.

A孔fita iroiro jarukotoga arukara.dga: minnaga taknju:tfo:o dぴitara hajaku jamemajb:.

B d3a: minnani kanarazu takuj u:げo dasaserunode so:betsukai jattemo i:desu ka.

A dasetara jattemo i:desu.

B arigatougodzaimaJita.

Ⅴ　談判

A omaenotokono rad3ionootoga urusai dakedo. tometekurenai.

B ija aman urusakunaidaro:.

A ij a Jikkai urusakute terebino ototoka kikoenaikara.

B d3a: sukoJi tfi:sakuJitekara kiku wa.
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A a: an so:Jite.

B wakatt孔

Ⅵ　勧誘

A maげidesukedomo masakikun imasu ka.

B moJimoJi masakidesu.

A tnasaaki ne.

i :]iS

A ano aj ita itfid3igoro o ima.

B un cima.

A cha: asobim iko:.

B a: 1」0.

A d3a: hokano tomodau imo sasottoku jo.

B wakatta.

A baibai.

B baibai.

Ⅶ　願望・許可

A sempai kjo: onakano tfo:Jiga waruinode jasunde i:desu ka.

B sonnam itai no.

A hai J inuhodo itaidesu.

B d3a: kaette jasumu karadao jasumetekara aj itaげanto kite ne.

A hai.ajo:nara.
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B sajonara.

B sempai ano kjo: kadzeginunanode bukatsuo jasunde i:desu ka.

C kebjo:d3anai no.

B ija tj igaimasu.

C hontoni.

B hai.

C d3a: ㌦i n: dga: avitawa tfanto derujo:ni kjo:wa tvanto j机nde.

B hai.

C cha: kaettei: jo.

B arigatougozaimajita.

C hai.

Ⅷ　おわび

A o:ta: kino:karita Ji:di: kow孔j itakara kattekara kaesu ne.

C nani.ha.

A ija Ji:di:o kowaj ita.

C kowがita.utfmo.

A un.

C cha i: jo.

A d3a: kattekaesu ne.

C un.kowaj ita jatsuwa moratte i:kara ne.
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A un.

Ⅸ　買い物

A gomenkudasai. ( B hai. ) Ju:dzuo kaitaindesukedo.

B saidzuwa saidzunoho :wa nansentj idesu ka.

A nid;ju:nanasentj idesu.

B me:ka:wa nandesu ka.

A e: naikika aruiwa sube.

B d3a koreo korede i:dejo: ka.

A sore nanka tfotto dasaikara hokano jatsau arimasen ka.

Bげotto mattekudasai.d3a korewa do:deJo:.

A a: sore ajinimo pitta/idakara.sore kau.nanendesu ka.

B hassenendesu.

A mo:tjotto jasuku dekimascn ka.

B d3a: nanasenhappjakuende.

A a二(13a: kaimasu.

B arigato:gozaimaj ita.

A angato:gozaimasu.

Ⅹ　うわさ話

C ne: kore ki:ta hanaj inandakedo sa:.

A nani.

C maU'ino ne:tXante kondo kekkon sururaj i: ne.
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A macftide.

C hontodatte jo.kondo akiguraini Jikiagerundatte.

A dokode.

C sa:.tasbun sunderutokoroto ato joronde suru d3an.

A cha: mini iko: jo.

C i: ne.kedo hontoka do:ka mada wakarankara tfokusetsu matfini ki:te mijo: ne.joJi dga: ki:te ko jo:.

番外:自由会話

高校生になったら

C Qiroki: omae ko:ko:nni nattara nani hairu.

A etto mada kimetenaikara ko:ko:ni haittekara kimeru. o:tawa nanibuni hairu no.

C karatebu.omaemo naratterukara harreba jo.

A tsujoso:da ne.

C dzenkoku medzasu tsumoridakara.it,funotowa.

B orewa mada wakaran.tabun sakka:buni hairuto omou.

C Fu:nhokani sakka:bum hairu pitowa darega lru.

B kanekotoka ju:d3itoka. ( C Fu:n. ) sokorahen.

A d3a: orewa karate hairo:kana.

C haire.haire.dakedo konkaiono ko:ko:sei ataraJi: bukatsu

tsukururaj i: jo.

A tatoeba donna jatsu tsukuru.
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C tatoeba: dansubutoka ato do:butsuaigokjcckaitoka ato earobibutoka (笑い) hokanimo iroiro.

A earobibutte nani.

C earobi jo.ittsumo earobi jatteru pitotatj iga d3ibu地tj ide kjokutsukete odoru. (A a:. ) matjimo haireba.

A lja.

B o3a: oremo tsukuro:ka.

C nantbu.

8 maikudo:ko:kai.

C daremo hairanto omo: JO.

B ija hairujo.

C darega.

B tetsuakitoka.

C ko:ko:nattara benkjo: do:suru tsumori.

A o:ru go.

C medzasuwa. itj'imotowa.

B jaranai.
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Ⅲ-2　鹿児島県大島郡徳之島町亀津・天城町浅間

崎村　弘文

調査地点:鹿児島県大島郡徳之島町亀津集落・_天城町浅間集落

徳之島は、鹿児島市の南南西468kmに浮かぶ周囲84kmの島。奄美大島と沖永

良部島の間に位置する。徳之島町は島の東部を占める人口12,973人(世帯数5,84

0、いずれも　2004年3月現在)の町。亀津には町役場が有る。天城町は島の西

北部に有る人口7,304人(世帯数3,126、いずれも2004年3月現在)の町。浅間

は、徳之島空港の近くに位置し、町役場の有る平土野からやや北に有る。両町

の主要産業は、サトウキビ栽培を中心とする農業。最近は、観光業等にも力を

入れつつある。

調査の概要:徳之島町亀津については、 2003年3月15日から17日まで10代・30代・50

代・70代以上の4億代の話者を対象にロールプレイによる「あいさつ」その

ほかの言語生活の実態を調査し、世代間の変容を見た。天城町浅間については、

2004年8月25日から26日にかけて同様の方法で、憧代間の変容を見た。 「場

面の概要一覧」を示せば次の如くである。

I　あいさつ

1　見送り(釣りに行く夫を見送る)

2　迎え(釣りから帰った夫を迎える)

3　訪問(近所の家を訪問)

4　辞去(夕食をご馳走になり帰る)

5　道でのあいさつ

6　祝儀(本家の長男の結婚を祝う)

7　不祝儀(隣人の妻の死を悔やむ)

8　出産祝い(兄に初孫の誕生を祝う)

早朝　　　　　　男女各1

夕　　　　　　　男女各1

昼　　　　　　　男女不問2

夜　　　　　　　男2

朝、昼、夜　　男2

年前　　　　　　男2

夜　　　　　　　男2

午前　　　　　　男女各1

9　病気見舞い(入院している友人を見舞う)　昼

II　依頼

1　物を借りる(隣家から梯子を借りる)

2　依頼(街に行く隣人に買い物を頼む)

3　無心(親友に借金を頼む)

戟

朝

夜

男2 ・女2

男2

男女各1

男女各1

III　指示・助言

1　指示・助言(勢定の仕事について指示・助言をする)

午前　　　　　　男女各1

2　道案内(隣町の者に道を教える)

IV　陳情(町長に道の排水工事を頼む)

Ⅴ　談判(犬の放し飼いをやめるように求める)

VI　勧誘(電話で旅行に誘う)

-73-

昼

昼

昼

衣

男女各1

男2

男2

女2



vII　願望・許可(実家に帰りたいとの妻の申し出を許す)

昼

VIII　おわび(借りた皿を割ったことを詫びる)　夜

IX　買い物(靴屋で孫のズック靴を買う)　　　　　昼

Ⅹ　うわさ話(同級生の娘の結婚話)　　　　　　　昼

男女各1

男女各1

男2

女2

70代以上の話者は、若干共通語混じりのあらかた方言で会話する。そして、以

下50・30代と下るにつれて共通語の度合いが増えて行き、 10代ではほぼ完全に共

通語風の会話(ただし、語尾の部分等に「～ツチヨ- (～だってよ)」といった

新方言的表現形式を交える)に成る。徳之島町亀津では、 30代の話者でもかなり

方言を残す度合いの高い男性話者が見られ、共通語化の進み方がゆるやかな印象

を受けたが、他方、天城町浅間では50代と　30代の話者の間でかなり大きな断層

が有るように見受けられた。

調査結果の詳細については、今回十分な解析を加えるに至って居ず、またの機会

を得たいが、ひとまず徳之島町亀津の70代以上話者の「I　あいさつ」と10代話

者の全場面の会話の例を示し、その落差を明らかにしておきたいと思う。話者は、

岩下良雄氏(1923年生) ・吉田宮健(みやけん)氏(1922年生) ・東(あずま)千

代子氏(1923年生) ・明岡(はるおか)シズ子氏(1932年生) /永井慎也君(1988

年生) ・宮本康平君(同)・金城(きんじょう)貴洋君(同)・鮫島綾香さん(同)

・秋丸茜さん(1989年生)である(会話例の中では、それぞれローマ字の頭文字で

示す)。 70代以上の話者は、それぞれ数年ずつの在外歴が有る。

*なお、 70代以上話者の会話例解析に関しては兵庫県神戸市在住の井之川集港

方言話者・保(たもつ)豊秀氏の協力を得た。
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7 0代以上話者

I　あいさつ

1見送り(釣りに行く夫を見送る)　早朝

A. ?asa k'juwa　巨:kara PwlCtls王ga gasagasa Ju:t王　k'juwa da:kats王

お父さん　今日は　早くから　起きてますが　ガサガサ　していて　今日は　どこへ

)・..

PikjuN tslmoiga ji:

行く　つもりですか

I. ?e: ?e: kjuwa mata tlNkinu juta:hamu na:tljo ?uN ?iz王　PjuNkja

うん　うん　今日は　また　天気が　　良く　　なってね　海に　行って　魚なんか

k wa:ts王tsif muruni gots王soNkja saNbats王王?omot王Juigaja

釣って来て　皆に　ご馳走など　したいと　思って　います

A・ S王tlm王t王kara JuNkja ?unu Ju: mi:tJ'uNdu Ju:sitJiiNdu kja,JinatuNga'j王

明け方から　潮なんか　その　潮が　満ちているか　引いているか　どうなってるか

I・ ?ば王ga tJ aNtu keisaN fumuNda na:t王?ui ha昌Iira k'juja t,∫ unu

それが　ちゃんと　計算　しているので　そんなこと　すぐに　今日は　人が

kjuNkutumadija daNduri Jut王Jutuigaja

来ていますから　段取り　して　しているんだよ

A. ma: ?am王Nkja uradat王ka juta:s王gaja

まあ　雨なんかが　降らなければ　良いのに

I. n　?e: ?e: so-　so. ?ugas王?e: foN3otu kwa:tJuNk王: na:b王Nkja

ん　うん　うん　そう　そう　まず　ええ　しっかりと　釣って来るからなあ　鍋なんか

k jura tu3享　mattsuk王　GiN

きれいに　といで　待ってて　ねえ

A. jon芭ja gotJiso:3aga

夜は　　ご馳走ですね

I. ?e: gotJiso: gotJISO-

うん　ご馳走　ご馳走

2　迎え(釣りから帰った夫を迎える)　夕

A. ?j巨: kait王tJawaja: ?N: ?ikiJaNd巨　k waitJaNga'j芭:

ええ　帰って来たねえ　ん-　どれくらい　釣って来たかなあ

I. k jo:jajo: nuga ts王ritJut王　Po t鞄芭　k'wa: tsiridata kor王wa hanahada s芭　tonal

今日はねえ　何と　ついてて　おお　たくさん　釣って来た　これは　(?)　隣近所に
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A. ?e: node moa ?ikja,JumuNkjadia OEts王ritiijami: nija ?o:

ええ　それで　まあ　どんなものなどが　入ってるか　見よう　おお

I. ?je: ?ne: mibai3a nu:3a ki∬a se tonaikjani katJima　鵬:t王taNda

ええ　ねえ　メバノレやら　何やら　これは　隣近所などにも　分けて上げよう

A. ?e hoNtoini mo: maijone: ?ano: kwaNkja ?ab王t王

ええ　本当に　もう　今晩は　あのう　子供ら(を)　呼んで

I. ?a: ?ugas王?ugas王

ああ　そうだ　そうだ

A. kwaNkja: ?ab王t王　maz王nas王　mata: ?uN ka:d王Njats王

子供ら(を)　呼んで　ともに　また　それを　食べてみよう

I. ?ugas王i ?ugas王　?ur王　　saJimi kitJa:i nits王kitJalia

そうだ　そうだ　それ(を)刺身(を)切ったり　煮付けたり
?ugasi JoN3o ka:d王Nja

そうして　しっかりと　食べよう

3　訪問(近所の家を訪問)昼

H. k jugame:ra

こんにちは

Y. ?a:i

はい

H. k ju:ja mata kaj,Junu kairambaNnu jakubakara tudit.JWeruigajo

今日は　　また　こんな　回覧板が　役場から　届いていますがね

Y. ?e: ?ugasl ja

-え　そう　ですか

H. ?uttajakats王　mata kas王　ma:ts王N njeraj王:

あなたの家に　また　このようにして　回して　見ますわねえ

Y,　ha:i ha::　muru　　?obo:radareN

はい　はい　どうも　ありがとうございます

H.　mata

また

Y. ?N:

ええ

H. mata tonarino tj" u:ni

また　　隣の　　人に

Y. ha:i ha:i waga kuri: wakjainu tonarinu jamamotosaNta ja:tats王　watatJukaj王:

はい　はい　私が　これ(を)　私たちの　隣の　山元さんの家に　渡しておこうねえ
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(H.?N:) tslgitslgi ?aganu kairambaN wata/ug芭sif waN taNberaj王:

ええ　次々(に)　そんな　回覧板(を)渡すように　私(が)頼みますねえ

H. ?ugas王S王kkuit王tabor王ji:

そのようにして下さいね

Y. ?ugas王Jerussaja-

そのように　しますね

H.　hai

はい

Y.　hai hai N:

はい　はい　ええ

4　辞去(夕食をご馳走になり帰る)　夜

I. klN'its王mi: (Y. ?a:i) ?a: nuga jonewa taiheN gotJiso:na:tl ?obo:radareN

健さん　　はい　　あの　何か　夜は　大変　ご馳走(に)なって　ありがとうございます

Y. ?a: ?a: ?ija ji:

ああ　ああ　いえ

I.　hoNto: kwakis王kwakis王

本当　ご馳走になりました

Y. ?na:n王Ngwa ?makka monnno ?a:t王ka jutaatarauN'j芭　k'ju:jamata minima ne:ratlNgara

もっと　おいしい　物が　あったら　良かったのにねえ　今日は　また　何も　なかったから

I. ?ije ha:i hai hoNto (Y. N: N) kwakis王?obo:radareN

いいえ　はい　はい　本当に　ええ　ええ　ご馳走さま　ありがとうございます

Y. ?are:rai man王man王wa ?as王bigwa

そんなことはない　時々　遊びに

I. ?e: ?e: mata ?ugas王ka

ええ　ええ　また　それなら

Y. ?rao:'iina

いらっしゃいよ

I. ?a: (Y. N) ne: mata ?i/JubiNkja saget王　kjussaja:

ああ　ん-　ねえ　また　一升瓶なんか　下げて　来ますよねえ

Y. ?e: hehehehei ?oa waija ?aNmaiga sak王wa nomaras王ga ?uju:tl hanas王gwaNkja si:ga

ええ　ははははい　おお　私は　あんまり　酒は　飲めないが　そのようにして　話なんか　するために

mlz王raNkl man王man王　kwaNna

楽しいから　時々　来なさいよ
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J. n: ?ugas王?ugasi ?ai ?obo:radareN　3a: 3a: ?ugas王kaja sajonara

ん-　そう　そう　はい　ありがとうございます　じゃあ　じゃあ　それではねえ　さよなら

Y.　mata

また

5　道でのあいさつ　朝

I. k王N itslmi: (Y. ?ai) k'ju:game:ra (Y. NO da:kats王　mo:riNdareNja:

健さん　　はい　　こんにちは　　　ええ　どこに　行かれますか

Y. ?araN da:kats王?ikjvmmuNja ?a: taNma ?uromuN nat王?na: daNttJiirigwa joNgwa血Nto ?aiga

いいえ　どこにも　行かないよ　ああ　誰も　居ないので今　一人ばっちで　静かにしているところです

が

I. teNkirao juta:ti tJbdu mata kibaiJorljo

天気も　良いし　ちょっと　また　頑張りなさいよ

Y. ?e: ?ai ?ugas王k juwa haruNkja?iz王t王Nnja

ええ　はい　それならば　今日は　畑などに　行ってみようかな

I. hai hai　?obo:radareN

はい　はい　ありがとうございます

5　道でのあいさつ　昼

I. ?e: klNmi: k ju:game:ra

ええ　健さん　こんにちは

Y. k ju^game^ra

こんにちは

I. ?ugas王ka ?ui k'juja　<?irukara da:kats王- JUS王kuri da:kats王　ra oidareNgaj王:

それならば　あなた　今日は　昼から　どこ-　午後には　どこに(行く)つもりですか

Y. jus王kurija waN haru ?iz王jaJ芭gwaNkja ?w王ruNdo^gwa hategwaNkja naNgwa:

午後からは　私(は)畑などに　行って　野菜なんか　植えるところを　畑などを　少し

horottaiba saNbats王　m o:tuiga

草払いをしようなどと　思っていますが

I. ?e: PuruigwaNkjanu juta^i k juwa (Y. NO kjabetsu ?w王t王ko:j王

ええ　うるおいが　あるから　良いねえ　今日は　ん-　キャベツ　植えて来るからね

Y. hai hai ?urui:gwa:nu ?uts王ja wa: mata ja,J芭gwaNkja N: ?w王iruN　3uNbigwaNkja s王tt王N

はい　はい　うるおいの　うちに　私は　また　野菜なんか　ん-　植える　準備なんか　して

njaNba jiNga

こなくちやならないが
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I. hai hai kibaiNJb:r王

はい　はい　頑張りなさい

Y.　ha^i hai do:mo

はい　はい　どうも

5　道でのあいさつ　夜

I. k王Nts王m王　Jon巨ugarae:ra

健さん　こんばんは

Y. jone ugameira

こんばんは

I. mata pisa,Jibui ?o:retas王ga

また　久し振り(に)　会えたねえ

Y. ?j芭: hoNto:ja:

ええ　本当(に)ねえ

I, mata geNkis王?mo:ruNj芭j王:

また　元気で　いらっしゃいましたか

Y. n: ma:ma: ?okagesamade

ええ　まあまあ　おかげさまで

I. jo: jo:n芭　mata tJ u:k芭rimb芭: gu ?utambajaje:ji:

ねえ　今晩　また　一回ほど　碁(を)打ってみようかな

Y. n: t.∫ u:keimb芭ja:

ん一　一回ぐらいねえ

I. N-　taka wa: Jlttai J王ja　ァa:raN tJ u-　jaiga waja:

ん-(?)私(は)　たいして　できない　人ですが　私は

Y. je: ?otagaisamajo: ?naNgwa Ju:t王ka ma^nigwa jiNga ?ai

ええ　おたがいさまよ　少しだけ　できる　まねごと(さ)　君　はい

I. jasi3a mata tJut王　kataroigatJana juruno junaga: tugarija: (Y. NO

では　また　来て　話しながら　夜の　夜長いことまではねえ　ん-

?a: tsikin0---　ts王kinu jurube mata juta:Nk王　Pikuriba hanats王njar王

ああ　月の　月の　夜　また　良いから　ゆっくり　話してみましょうね

Y. ?iN hanats王jambai (I. ?ai) N'

はい　話してみましょうね　はい　ん-

?ja: jappai PuNkara man王manigwa: S王:?akkjuNgara Juiga

君は　やっぱり　海で　ときどき　してあるくようですが
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Y. ha? ha? ha? ci:N eiga jappari ne:

はっ　はっ　はっ?　?　やっぱり　ねえ

I. n: wadai-　wadai geNkide Ju:S王

ん-　わりあい　わりあい　元気で　しているようですね

Y. geNki na:t王?ujut王　gaJagaJa ga′a J王Pakkjunnja

元気だから　そのようにして　ゴソゴソゴソ　してあるいています

I. tu ?ur王　jutaNd芭　man王man王　Paslbi ko:e:

と　それ(は)　良いからねえ　ときどき　遊びに　来い

Y. mata ?its王Nka ?o:ruJa-ja

また　いつか　会いましょうねえ

I.　hai do:mo do:mo

はい　どうも　どうも

Y. hai ?obo:radareN (I. ?e-　hai)

はい　ありがとうございます　ええ　はい

6　祝儀(本家の長男の結婚を祝う)

I. ?e: k王Nts王m王　(Y. ?a:i) ?e: jon芭ugame:ra (Y.

ええ　健さん　はい　ええ　こんばんは

?a: jonegame:ra) tojunoga k juja

ああ　こんばんは　　と云うのが　今日は

hoNkeno tJonambo:gas王ka kekkoN ?arerus王

本家の長男坊がさあ　結婚　するようですね

Y. N: tu3igwaNkja turn王t王　turatJaiga

うん　嫁さんなどを　さがして　与えたけれども

I. k juja hoNto ?omedetogozaimasu (Y. ?a: ?obo:radareN) ?uita ?i:ambe Jereti (Y. do:mo)

今日は　本当(に)　おめでとうございます　はあ　ありがとうございます　あなたたち　いし噸≡配にされ

ましたね　どうも

na: mata ?a: kur王　naNgwa ?aiga mata juwegwaNkja Jittabo:riJor王

ねえ　また　ああ　これ　少しですけれども　また　お祝いなど(に)　して下さいませ

Y. ?a: do:mo kora t)oboiradareN ?a'-

ああ　どうも　これは　ありがとうございます　ああ

I. ?e: kur王　tJo- ?ugas王　naNgwa ?obo:ra ?juN Jaima ?arai tJ'o' naNgwa ?aigaja

ええ　これ　ほんの　それ　少しですが　お礼をいわれるほどでもありません　ほんの　少しですけど

(Y. ?ija: ?ai) mata ?ano: ju鵬:na:ti Qltots王?i: juwe:ba JuNganeJi

いや　はい　また　あのう　お祝いですので　ひとつ　良い　祝いを　するように

k王bat王taboriN/o : r王jo

頑張って下さいね
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Y. ?ai ?ai ?a: huNto ?obo:radareN mo:

はい　はい　ああ　本当(に)　ありがとうございます　もう

I. mata (Y. ?o:)miJeNkjanima jutarege,Jiga hanatJ王tabor王:N

また　おお　若者(子供たち)なんかにも　良いように　話して下さい

Y. hai hai N: tega ma k wa?Nkjanima waga Pit,fikkeruNk王　do:mo hoNto ?obo:radareN

はい　はい　うん　たくさん　ま　子供たちにも　私が　云いつけますので　どうも　本当(に)ありがと
うございます

I. hai hai　3a ?ugas王ka mata ?a-　ju鵬nutukija (Y. ?oO mata wakja mata ts王katJi

はい　はい　じや　それなら　また　ああ　お祝いの時は　おお　また　私たちも　また　呼んで

tabo:r王jo

下さいね

Y. ?o: ?o: (I. mata bura:bura) matana　王ziraku seraja

おお　おお　また　プラプラと　またね　おもしろく　しましょう

I. m王Z王raku PuduigwaNkja Jinjeraja (Y. ?o'- ?o) hai ?obo:radareN3aja

おもしろく　踊りなんかしてみましょう　　おお　おお　はい　ありがとうございます

Y.　hai　?obo:radareN

はい　ありがとうございます

I. Jitsureijima:su

失礼します

7　不祝儀(隣人の妻の死を悔やむ)　夜

I. k ju:game:ra nugas王ka kunutabja mata hanakoga ?oraNgona:t王　kinodokuna kutaretaja:

こんにちは　何事でしょうか　この度は　また　花子が　居ないようになって　気の毒な　事でしたねえ

do:mo

どうも

Y.　Pobo^radareN

ありがとうございます

I. nu^ga nuNka bjoiiNkja PitJuretawa:

何か　何か　病院なんか　入ってんですかねえ

Y. N: ?are: na: nisaNkagetsum芭:kara kazes王kimononi Ju^tajas王ga (I. he:)

うん　あれ(は)　ねえ　2,3ケ月前から　風邪引きの　ようでしたが　-え

N: was巨: ?ur王:nu teokur王　nataNga Para zuttu JekiJitai nu:JitJai JiiNgesi

うん・そして　それが　手遅れ(に)　なったようだから　ずっと　咳をしたり　何したり　するように

na:t王(I. he) ?iァa:niN nja:tJattu ?uN ko:げu:t王k王m巨mb故kara JikjutaNgwa

なって　-え　医者に　診てもらったら　その　こう　一月前ばかりから　ちょっとの間
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nju^iNJu:taiga tu: ?na: ?uNgwa jutakuna:t王　ja:kats王tJu:taiga ?ureja ?atadanu

入院していましたが　と　今　それから良くなって　家に　来ていたが　それがねえ　突然

kuJunigwa: (I. heO N: PoraNgo nataiga (I. ?eO ?u,Ju^tnama neNgara

このようにして　へえ　うん　居ないように　なりましたが　ええ　このような間も　ないから

I. he: ?ugas王　jappai tigwa Ju:t王ja (Y. NO N: J王kaJ王　ne: geNkiso:na (Y. NO

-え　そうですね　やっぱり(?)していたが　うん　うん　しかし　ねえ　元気そうな　うん

?mo : rataigaja

様子だったのにね

Y. N: ?ikja:dat王dua tJ unu karadaja (I. NO ?its王?ikjas王　naruga wakaraNmuN jiNga

うん　いけなかった　人の　体は　　　　うん　　いつ　どう　なるか　分からないものですね　君

I. ?ugas王　ju: ?uiduim mata ki: ts王k王ti (Y. ?o:) geNkiJama PikiraNd王(Y. ?o:)

そのように　良く　あなた自身も　また　気(を)　つけて　おお　元気にして　行かなければね　おお

mata keNko^ga daiits王?aigajo dora dora s王ka do蝣mo manokor芭　kutu Pareruji

また　健康が　第-　ですよ　　どら　どら　では　どうも　残念な　こと　でしたねえ

Y.　do:mo do:mo　?obo:radareNdo

どうも　どうも　ありがとうございます

8　出産祝い　午前

H. ?e: tonarino ?oto:saN (Y. ?a:i) ?uita ni^nu tJo:nanno m agogwa:nu ?umar王d王tawaja:

えー　隣の　お父さん　はい　あなたたち(を)　見る　長男の　孫なんかが　産まれましたねえ

Y. N: k'i :gwa^nu kuneda mar王t王da

うん　小さな子が　このあいだ　産まれましたよ

H. N: ?ura ?okoiset王(Y. N: muru?obo:radareN) na ?obo:radareNt王?i:dama.JiNgwa

うん　それは　喜ばしいことでしたねえ　うん　とても　ありがとうございます　ね　ありがとうと

?are:raigara nu:gwa:t王　m agogwa^ni (Y. ?e:) naNgwa ?areruikara

云われるほどのものでは　ありませんが　何でも　孫に　ええ　少し　ですが

Y. ?o: do:mo do:mo ki:ts王kitabo:t王　?obo:radareNdo:

おお　どうも　どうも　お気遣い下さって　ありがとうございます

H. Paranaja geNkidareNJeji:

お母さんは　元気ですか

Y. ?o: ?e geNkide Pokagesama^de

おお　え　元気で　おかげさまで

H. ?ammaga geNkijat王ka nuju:koma juta:reruNda

お母さんが　元気だと　何よりも　良いことです
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Y. N: huNtoda---　Pammaga geNkinat王　tasukaruri

うん　本当ですねえ　お母さんが　元気なので　助かります

H. na konogoro ?uga:d王　neraigara (Y.?e: ?e: ?eO Pikjasjuti PakkjuNgaji:

ね　この頃　お会いして　いませんが　ええ　ええ　ええ　どのように　いらっしゃいますかねえ

Y. Pagannaikunnai: Pataimorogotai Pugas王　S王Pakkjuiga

あんな風にこんな風に　家の側の畑(そのあたり)(を)物している(作ってみたり)そのように　していま

すが

H. ?e: kimaiJ王?ait王ka

ええ　元気で　あったなら

Y.　N: kimai ?ar王　?aNda:

ええ　元気(は)有り　ますよ

H. kimaiz王　daizidareNda: (Y. NO karadaga PitsibaN daizina:ti (Y. N: hoNto)

元気こそ　大事ですねえ　うん　体が　一番　大事ですから　うん　本当(に)

ma: jutarige:S王?itJut王kuttiboNJ王

まあ　宜しいように　云っていて下さい

Y. ?e: muru　?obo:radareN

ええ　みんなに　ありがとうございます

9　病気見舞い(入院している友人を見舞う)　昼

I. ?e: nuga sabum王(Y. ?e:) ?ui nugas王ka kamairagwa saNt,J王?itJiiiga (Y. N:)

ええ　何か　さぶ兄さん　はい　あなた　何ですか(病名?)　したと　云っていますが　うん

?ugas王　nuga taga wa:saNkja Ju:t王ja

そうして　何か　どこか　悪く　なっていたんですか

Y. ?a: wa:saNtJa ?araiga N: N: Pisa^nu s王Nsats王gwa: ?uk王taN tuki:ga jappai

ああ　惑いと云うでは　ないが　うん　うん　医者の　診察(を)受けた　時が　やっぱり

ねl-muna:t王ka ki: ts王kI:t王　N: ?ikitaNgowa nju:iNkja Ju:tika ?ikjas王gada:tu

年寄りになったら　気(を)付けて　うん　ちょっとの間　入院なんか　していたら　どうかと

Pugasika: nju:iN JuNto ?as王ga ?ikjaNga ne:Nda

そういったので　入院しているところですが　何とも　ないですよ

I. ?e- ?ura: ?ura: jo: mata tus王　na:t王ka ?ikjas王ma da^s王ja kuiJa (Y. N:)

ええ　それは　それは　ねえ　また　年(に)なったら　どうしても　あっちにも　こっちにも　うん

naNgwan^ja mata (Y. NO ?e:damo Jumu na:t王?iァadu ?its王baN daiits王ttJijo

少しぐらいは　また　うん　(?)　　しているから　医者が　一番　第-ですよ

(Y. N: ?ugas王　N:) ?a: tJlrj0-gwa Jut王　h芭:ku geNkinariNJoirija

うん　そうですね　うん　ああ　治療(を)して　早く　元気になって下さいね
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Jama:t王　PikkjaNd王

そうでないと　いけないよ

Y. N: wamma ?a na: PikjaN ?arija,JaNs王ga jappai ?iァanu seNseiga ju:to:ri ?ikitamgwa

うん　私も　あ　ねえ　どうも　ありはしないけど　やっぱり　医者の　先生が　言う通り　少しの間

jappai ?e: ?i:junigwa: JikkjuNk王　t芭:g芭　juta^ku na:t王ka mata (I. hai hai) waga

やっぱり　ええ　良いように　しているから　ちょっとでも　良く　なったら　また　はい　はい　私が

Pas王biga kjukkiNga

遊びに　　来るから

I. ma ?ugasi Jikl∬i:N (Y. ?ai do:mo ?obo:radareN) ?ugas王　kuriijo: (Y. ?ai) mata

また　そうのように　して下さいな　はい　どうも　ありがとうございます　そうして下さいね　はい　ま

た

tJb: naNgwa Pas王gama (Y. ?ai je: jeO sos王t王　m a^saNgwaNkja ko:t王(Y. jehejehejehe)

ほんの　少し　ではありますがまあ　はい　ええ　ええ　そして　うまいものなんか　買って　ええ　ええ

sos王t王　kibat王(Y. na: ?wa:tJ王ki) mata ?wa:tJiiki narugan王J王　S王kkurijo: (Y. ?e: ?e:

ええ　そして　頑張って　ねえ(良い)日柄　また(良い)日柄に　なるように　して下さいよ　ええ　え
ス_

do:mo) naNgwa ?aigajo

どうも　少しですが

Y.　do:m) ?obo:radareN

どうも　ありがとうございます

9　病気見舞い(入院している友人を見舞う)　昼

A. S王zuko nugaja ?ikjaN?uri Pits王N?its王?ugas王　S王jano nju^iNgwa JuNganes王　nataNga

シズ子　何か　どのような折りに　いつのいつ　そのように　して　入院(を)するように　なったのか

H. wagajo: ?ikkagets王gur芭: mae naNgwa: guai wa:sataNtu bjo:iN ?i3aNtu: naNgwa: njutiN

私はねえ1ケ月ぐらい　前　少し　具合(が)悪かったので　病院(に)行ったところが　少し　刃完

Ji:ka jutaNgane:Ji ?igaN ?jattaNtu mata tJu:iJ kumana: jukkuri Jii:reruNdua:

したら　良いのになあと　医者が　云われたから　また　注意して　ここに　ゆっくり　していますよ

A. mata ?ur王　kitJi bikkuri ?uduNtJijo: ?a: geNkiso:d王?udut王?attJuN tJ u: ?atadaN

また　それ(を)聞いて　びっくり　驚いたよ　ああ　元気そうで　飛び跳ねて歩いている　人(が)

bjo:iN nju:iN JitJaNtJi kitJaN dukiga PudurutJi huNto kaN tutuk王ttJaigara

突然　病院(に)入院　したと　聞いた　時が　驚いて　本当(に)ここに　駆け付けて来たんですけど

H. waNma kimaib芭?aN tJ u ?as王ga ?a ?atadagwana jappai ka,Jut王　jamjuNtuk王gwama　?ammu

私も　元気ばかり　ある　人　ですが　あ　突然に　やっぱり　このようにして　病気する時も　ある

?areruJigaja

ものですよね
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A. tjb:j"igwa tjo:/igwa juta:Nje naNgwa

調子(が)調子(が)宜しいですか　少しは

H. n a naNgwa jutaku nareti

今　少し　良く　なりました

A. ?a-　huNto: ?ugas王Pat王　juta,Jigaja: kibat王　jutaku na^t王　mata kairamba ?ikanne:

ああ　本当　それだったら　宜しいですねえ　頑張って　良く　なって　また　帰らないと　いけないねえ

H. ?o: na: tJimukimai ?iz王t王　kaira.'t王ka juta:Jiga t,∫ unu karada: ?ikjaJiga wakaraimu

おお　ねえ(?)元気が　出て　帰られれば　良いけれど　人の　体(は)どのようにか　わからないもの

na.tine.

です(から)ねえ

A. ?ugas王　ma-rija JuJ鞄araje: N: N: jutaku na:t王　mata ?ano gamba^t王　muru

そのようにして　有る　ものですからねえ　うん　うん　良く　なって　また　あの　頑張って　みんな

duJiNkjatu madina mata ?as王daris王　kuNreN Ju:t王　sabis王neN s王karane:

友達なんかと　ともに　また　遊んだりして　訓練(リハビリ)(を)して　寂しくないですからねえ

H. ?obo:radareN

ありがとうございます

A. mata ?omimai tjut,Jo naNgwa:Jigaja: ?ano: mata kimotJidakegwa

また　御見舞い　ほんの　少しですが　あのう　また　気持ちだけ- ・

H. na ?ugo:Jut王?urita muru jakk芭: na:t王?ikke:manukutu na^t王JiraN^uigwa: Ju:t王ka

な　そんなに　あなた達　みんなに　厄介(に)なって　池間(地名)のことだから　知らないふり(を)

juta : mudareNda :

していたら　良いはずだったのにねえ

Ⅱ　依頼

1物を借りる(隣家から梯子を借りる)　朝

I. ?e: ?i:r王nu ?a3a (Y.?ai) k'ju:game:ra (Y. ?ai: k'jugame:ra)?e:to

西隣の　おじさん　　　こんにちは　　　　こんにちは　えーと

k juwa sa so:daN Pogamigat,Jaigajo (Y. ?N:) na koN joanaNdogo Jli^zeNkja

今日は　　ご相談　お顔いに参りました　　　　　この　風呂場のところ　修繕なんか

Ja:uNdito ?qmt王?aiga haslgogwaNkja karalsa naraNka j王:t王?ome>:t王

しようと　思って　いますが　梯子など　貸して　下さいませんかと　思って

?ar芭rugaja

おりますが

Y. ?e: has王goga-r王　wakjana t atts王ma ?aNd芭?N:

梯子なら　私の家に　二つも　　有るよ
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I ・ .

I. ?e: kura do:mo ko:mo sume^ra i^gaja mata　{蝣&'蝣　?itarugutuja kaNg芭:t王　ku王tI

これは　どうも　こうも　すまないことですが　また　宜しいように　考えて　下さい

taboriN.Jo:r王(Y. ?ai ?ai) kur王: kujatt王kara3i saNk王: (Y. ?N:) ?i: ?aNb芭gwa-

ませね　　　　　　　　　　　これ　穀したり　　しません　　　　　　　良い　塩梅に

dai3ini ts王ko^ruNk王(Y. ?N:) karattaboiN/o:r王(Y. ?N:)

大事に　使いますから　　　　　借らせて下さいませ

Y. Par王　ma-　Wana t atts王?aNk王?ja:ga s王kjumuN diN Par芭　mutJit王

あれ(は)まあ　裏に　二つ　有るから　君が　好きなものを　どれであれ　持って行って

kuro:

下さい

I. ?e: ?na tus王natajo karomuNga katエ　フ王Z王nja:t王

もう　歳だから　軽いものを　借りて　行きますね

Y. ?e: ?e: mu:t王　mut王　gumamuNga mutJi ?ik王　jiNga

持って　持って　小さなものを　持って　行きなさい　君

I. ?N ?N ?N nigakamuN mut,Ji jeNk王(Y. hai hai he:ku ?i3i ki汀iO ?i3imuNtu

小さいものを　持って　行きます　　　　　早く　行って　くれ　行こうと

?obo : radareN

ありがとうがざいます

Y. ?e: ?e: ?e: ?e: he:ku mutJi ?it王　kur王: (I. ?e: karat,JitaboiNJb:rl)

早く　持って　行って　くれ　　　　倍らせて下さいませ

2　依頼(街に行く隣人に買い物を頼む)　朝

Y. PotaosaN (A. hai) k ju s王ma:Ns王ga PoniNgaN taNbate:N

オタオさん　　　　今日　すみませんが　ちょっと　頼みたいんですが

A. ?e: nuga ?j王:

何でしょうか

Y. ?o a' ?aN daimarusaNta ?izijo: ?N: ?oka:zinu

ダイマルさんに　行って　　　おかずが

?aigajo (A. ?e: ?eO ?jaN du^su kaNg芭:t王jo:

思って　　　　　　　　　　君　自身で　考えてね

A. nuga ?e matJagi matJa?ik waja

何で　　マチヤヒ　　マチヤヒクワは?

?N: ?a:t王ka ?jani taNbitJaNtu

あったら　君に　頼みたいと

Y. ?ur王: konedakara: naNgwa: ?ukkaNjad王　n王Ndo:muN ?at王(A. ?i pi:) ?na

あれは　このあいだから　少し　頭が痛んで　寝ている　ので　　　　　　　　今
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?jaN tJ aNtu ?aiga ra皿iiikusagwa: ?okazugwal ko:tsi ku王taraNmunu

君を　見掛けた　ので　何か　　　おかずでも　買って来て　くれませんか

A. hai hai nu: Pat王　ko^ts王　kj淵da

何　でも　買って　来ますよ

Y. ?N: (A. haO ?jaNga (A. ha: haO PomoruNtu?aiga

君の　　　　　　　　思いつくので　良いですが

(A. ?a: ?aO ?uN t iNgwa ?onegai JuJaja.

一つ　　お願い　　します

A. hai hai waga ?ittJaha3Wa kot王gujaja: PN: ?N:

私が　行ってすぐ　買って来ますよ

Y. ?N: ?e: ?onegaijimasujo

お願いしますよ

A. ma nuga ?at王　waga nit,Ji juta:NmuN JitaNgija

何　でも　私が　見て　良いもので　良いでしょう

Y. ?N: mo: juta:i juta:i mo: wunagu ?juNmuNgui muru ?oka:z王garui wunaguini

良いよ　良いよ　　女の人の　言うとおり　全部　おかずの類　女性に

makasukara juta:muna:t王　joga ko:tsiku王t王　kur巨:<?iN

まかせるから　宜しいから　そのようなのを　買って　下さいね

A. ?o: ?o: (Y. PonegaiJerajaO juta:muN nitJi ko:ts王　kuNk王ja:

お願いします　　　良いものを　見計らって　買って　来ますからね

Y. hai hai Ponegai Jimasu

お願い　します

3　無心(親友に借金を頼む)　夜

I joneugame:ra (H. jon芭'ugarae:ra) ?e: s王Z王kojo (H. hai) sumaiga waN so:daN

こんばんは　　　　こんばんは　　　　　シズ子よ　　　　すみませんが　私　相談に

?ogamiga ?aigajo (H. nugadareNga j芭) ha: makotoni mo: ho:Nto sumaiga: ?na kan王ga

参り　　ました　　　何でしょうか　　　　誠に　もう　本当に　すまないけれど　今　金が

?na PatadaN ?iruNgan巨:S王　na:t王jo: (H. ?o:) gomaNb芭蝣'igwa naNtuka tategi巨:ja

今　急に　　入用に　　なってね　　　　　　五万ばかり　何とか　立て替えは

naraNmuNka j王:tJi ?omot王?aiga ?a: murina so:daN ?aiga t'王Nga kits王t王　taboraNkajat王

ならないものかねと　思って　ですが　　無理な　相談　ですが　一つ　聞いて　下さらないかと

?omo:ti ?aiga

思って　ですが
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H. tJo: ?N: jurunu kutu nat王　naNgwa dogoroja Pareruisaja: (I. ja ju^udunu ?N: ?N:)

夜の　事　で　少し　窮屈　　ですが　　　　　　　余程の

?a pi.ru piru jus王kuiNkja ?at王ka naNtoka ?uN　糾rui t om芭:t王　makuraruitu ?aiga ?e: ?e:

昼　昼か　宵の口　でしたら　何とか　その　あたりで　さがして　来られましょうが

?e:

I. ?e: hoNto:　Ve^gwaNma:jo: ?uf寸　kuiN JabakuruNt王?iJuga:t王　naNgwa muNJa ?aiga

本当に　私も　　　　あれ　これ　画策して　忙しく　　少しばかり　動きましたが

masaka ?atJa^Nkja ?a:t王ma naNgwa ?N tJotto gomaNb芭igajo (H. ?o:) ?a: ?it,JaNgwa

まさか　明日　　でも　　少し　　ちょっと　五万ばかりですね　　　　　　少しの間

tateg芭:rutJu:t王ka mata ts王goN ?iris王d芭　mata kaettl ?uiJiruNk王　t'王Ngwa Ponegai

立て替えて下されば　　また　すぐに　利子を付け　また　お返ししますが　一つ　　お願い

S王raja

Lます

H. PatJ　?atJitu ?att王ka waga mata sabakurift王(I. ?ija ?ija ?ur王ga) ?uini

明日で　良かったら　　　私が　また　用意して　　　　いや　いや　それが　あなたに

如き:JimuNda (I. ?atJa:Ji mata:Nk王) hai (I. de: mata) mata: ?atJa ?atJa ?atlka

お上げしましょう　明日でも　良いです　はい　　　　　また　また　　明日　明日　　来たら

?uini ts王go gwe-Jukerujo

あなたに　都合　しますよ

I. ?N: ?N: PastJa mata　3u:3ibaN kju:iga mata ?itaruge,Ji taNberuJaja

明日　また　十時頃　来ますが　また　宜しく　　　お頼みします

H. ?ugas王　tareruNda (I. ?obo:radareN) hai hai gomaNdareNja (I. ?ugas王dareN)

それで　宜しいですよ　ありがとうございます　はい　はい　五万ですね　そうです

Ⅲ　指示・助言

1指示・助言(勢定の仕事について指示・助言をする)　午前

A. ?e: kiNts王?ano jo: (Y. ?N:) taNbatt王kur王taboraNka (Y. ?N: nugwaga'jif)

健さん　　あの　ねえ　　　　　頼まれていただけませんか　　　何でしょうか

jaNm巨mi jo.王ga z王:tto mu王tuNmuN na:t王jo: (Y. ?N:) ?aNmari mo: mu王Sugl

庭の　　ねえ　木が　ずうっと　茂って　いるのでね　　　　　あんまり　もう　生え過ぎ

tJuNmuN na:t王　naNgwa^d王　kitJi moroitJaaNmuN natas王gajo: nakanaka taNbarug芭kka

という風に　なって　少しでも　切って　もらいたいと　思います　なかなか　頼まれてくれそうな
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t/uMnuNkja PoraNmuN (Y. ?N: ?N:) natasigajo naNgwa naNgi na:t王　ku王ts王kuraNkaja:

人も　　　居ない　　　　　　　　　もんだから　少し　難儀に　なって　くれませんかねぇ

Y. ?e: ?urljat王ka waga JeNteibasaminu ?aNkiju (A. ?N: ?NO Ji:ratu Ju:S王ga

それでしたら　私が　勢定鉄が　　有るから　　　　　　　して上げますよ

(A. ?N: ?N:) ?N:

A・ ?e: sor王tu ?ano: ?a'-　matJigat王　kirikusaNgo Jitlja (Y. ?N: ?N:) ?ugas王　na:t王

それと　あのう　　間違って　切り過ぎないように　してね　　　　　そう　だから

keNto^gwa: ts王k王t王　jappai kitJi ?ikaNbaja (Y. ?N:) ?a胞tJigai bo:Z王　na:t王ka

見当を　　つけて　やっぱり　切って　行かなければね　　余りにも　坊主刈りになっては

(Y. ?N:) ?ikaNmuN na:t王(Y. waNma ne) jo: kaNg巨:t王(Y. ?N: ?N:) ?ugas王　mata

いけないもの　だから　私も　ね　良く　考えて　　　　　　　　そのように　また

ki : ts王klt王tabo:r王

気を付けて下さい

Y. ?N Ju:nu koieN ?aN PataN k王gwa: waNga tJ'uk芭　seNteinu saiga muru waN

下の　公園(に)あの　あった　木を　私が　一回　勇定を　　したが　皆さん(が)　私に

waNni taNbjuN tukima ?a:muN na:t王　waN ma: ?ikkaimo ?ikisaiga wakjaaNmuga

私に　頼む　時も　有り　　ます　私(は)まあ　一回も　行ってませんが　私があなたのとこも

Jlttora Ju-saiga

して上げます

A. so: teo waN Pabudasa ?ai ?itsimo k王:nu Puritaga ?iru?iru s王gajo: (Y. ?N: ?N:)

いつも　木を　あの人達が　色々　　　すると

sittai ?anu Jibaga ?i3it王　naNgi Ju:rauNna:t王?o: Pits王ma: k王'蝣nu ki:tJi modojuN

沢山　あの　柴が　出て　難儀　するから　　　　いつも　　木を　切って　元に戻る

tam王ni ?ano: jo: tambama J王ma:muNtJijo: (Y. ?N: ?N:) ?ur王d王　mata ?o:ruN mata

までに　あのう　　　頼まねば　すまないので　　　　　　　　　それで　また　誰にでも　また

?onegai Ja:raNmuN nat王(Y. ?N: ?N:) ma: jappai kijasu: kino ?o:taniNja (Y.?N: ?N:)

お願い　出来ません　ので　　　　　　　　まあ　やっぱい　気安く　気の　合った

tJ'u:nika (Y. ?N: ?N:) Ji tanumumuN (Y. ?N: ?N:) natajaslfgaja do^ka tanuNbukija

人ですから　　　　　　このように　頼む　　　　　　　　のですが　　どうか　頼みますよ

(Y. ?N:) joro,Jiku tanumjuN

宜しく　頼みます

Y. ?e: seNtei Jlttara Ju:k王ja hai hai

勇定　　して上げますよ

A. ?ugas王ka ?aNJiN Ji・　・　・

それでしたら　安心しました
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Y. ?e: ?e: waNga Jlttoro Ju:Jaja一

私が　して上げますよ

2　道案内(隣町の者に道を教える)　昼

H. sumerai (I. hai nuga j王) ?a:

すみません　　　　何かね

?a-　mitJigwa: kikitJahat王　Pareruigajo:

道(を)　聞きたいと　思いまして

I. ?e: hai hai

はい　はい

H. ?a kam王Z王nu Jo:gakko:kat王　PikjuNgane,Ji (I. ?N:) da:kara3i ?ittai PitareruNgat,Ji

亀津の　小学校まで　行くためには　　　　　　何処-　行ったら　良いでしょうかと

?omot王?areruiga

思って　ですが

I. ?s- ?ugas王dareN ?e:ttojo: kumakara massugu ?i3itaN ha,Jinu Po^sebassN ?attJIJ0-

そうですね　　ええっとね　ここから　まっすぐ　出た　橋が　大瀬橋と云うのが　ありますから

(H. ?oO ?uNkara ?a: pidariN ho:gakutJi zu:tto nubut王?izika mo pidariN

そこから　　　　左の　　方角に　　ずうっと　登って　行ったら　　左の

ho^kara mata has王nu PaNkjuNmuN ?uN kara migikatJi magatJi ?ik王ba tJaha3uri

方から　また　橋が　　有ります　　そこから　右-　　曲がって　行けば　すぐに

Jogakko: ?umana ?nja:ruigaja

小学校(が)そこに　見えますが

H. ?a-　?a-　?a: PugasidareNja

そうですか

I. ?agi has王o watati sad王ra gidarikatJi zu:tto nubui nubui ?ikaga ?arja ?umaja

ですから　橋を　渡って　すぐに　左に　　　ずうっと　登り　登り　行くと　そこのところに

?na t王ts王nu haJ王　suNk王t王(H. hai) ?uNkara migi PjaNkijo s王guN wakaruga

もう　一つの　橋が　有りますので　　　それから　右の方に　行くと　すぐに　分かります

wakarijutaNmuNda ?umaja

分かりやすいですよ　そこは

H.　do:mo　?obo:radareN

どうも　ありがとうございます

I. hai hai ?ije ?ije

はい　はい　いえ　いえ

Ⅳ　陳情(町長に道の排水工事を頼む)　昼

Y. ?e: k ju:game:ra (I. ?e:) ?e: tJo:tJb:saN (I. ?eO ja:naN Pmorowui

こんにちは　　　　　　　　　　町長さん　　　　　　　家に　おられますか
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(I. hai do:mo do:mo) ?e:tto ?uini so^daNgwa: t'王Ngwa s王NnjaNmat王　Pareruiga

どうも　どうも　ええっと　あなたに　相談を　一つ　　しようと　　思いまして

I. ?e: nu:gutuga ji:

何事ですか

Y. ?e:tto wakja jaN PuNdareNjo: (I. ha:i) ?uN ko:muNdo:kara zui:tto　王Z王ga

ええっと　私たちの　家の　そのですね　　　　その　川のところから　スーツと　水が

?a¢ItJi kjuNdareN (I. ?oO kuruttJijo ?ugas王na:ti ?uN miziga s王m王芦1 ?as王Ng王S王N

あふれて　来るんです　　　　　来るので　そうですから　その　水が　スムーズ(に)はけるように

(I. ?N:) ?uNto:gara ?aga ?injuNga tot/i moroitJaNt/i ?areruiga (I. ?aha ?aha)

そこから　あちらに　掘割を　通して　もらいたいと　思って

do:ka tJo:tJo:saN ?uita jakubanoho:naNt王　do:ka naraNmuNkato ?mo:t王　waN taNbiga

どうか　町長さん　あなたの　役場の方で　　どうか　ならないものかと　思って　私　頼みに

ke^taJiga

来ましたが

I, ?agasi ?atJa Pjakja karago:Ntoga ?akat王nu PaNkjogaja ?ai jappa naNtuka

そうでしたか　君のところの　水の無い川のところの　君の　暗渠がね　やっぱり　何とか

ko.'3i JaNba simija s王maigaja (Y. ?N: do:ka) do: ?ugas王kajo kur王・' waNnu tJuiga

工事　しなければ　済みはしないね　　　　どうか　それでしたら　これ(は)私が　一人では

Ji: ?araiga mata kaka:ri ?abi:ti sjuNk王　Pits王nits王ka mats王teni: ?N: ?e:to ?a:

しませんが　また　係(を)呼んで　しますから　一日ほど　待ってて　　　ええと

?arja nani katjb: ?aka tj i ?ei naika kunu jo/idasaNga ?aN PaNkjo'-　naNgwa

あれは　何　課長　ちょっと　来てよ　何か　この　吉田さんが　あの　暗渠(を)少し

sar凱王　kur王t王?itJiwuiga ?ikjas王ga j王　kur王　naNtukaga s王kkur王n王　taNbjuNd王

汝えて　くれと　云ってますが　どうですか　これ　何とか　してやって下さい　頼みますよ

Y. ?e: muru ?obo:radareN (I. ?e: hai　3a:) nu: kat,Jb:saN tJ'u二ga ?onegai s芭:bis芭:

皆さん　ありがとうございます　　じゃあ　何の　課長さん　一つ　お願い　いたします

I. hai hai hai naNtuka s王mo:raba ?araN JuNk王: (Y. ?o:) hai

何とか　させましょう　　　　　　　　　　　はい

Ⅴ　談判(犬の放し飼いをやめるように求める)　昼

I. ?e:tto k王Nts王m王(Y. hai) tJb: deNna so:daN Paigajo: (Y. ?N:) ?o: ?inuno he:to

ええっと　健さん　　　　　　　　大事な　相談　ですが　　　　　　　　　犬の　たいへん

?N: g∬芭:t王JibakuraN wak王jo: ?o waN ?e: mata ?inu slkaNmuN nat王(Y. ?NO

吠えて　仕方ないので　　　　　私　　また　犬(が)嫌い　なので
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?o sugu ?uNno guwi凱I ?ikiki JimuNnu na:t王?aiga kurl naNtokagwa^　kur王

すぐ　それが　吠えて　行ったり来たりする　ので　ね　これ(を)何とか　これ(を)

ts王naguNka naNka Ju:N ho:ho:ga ne^muNkaja:

つなぐか　何か　する　方法が　　無いものかねえ

Y. ?e: ?iN (I. ?aO ?iNnu gur巨:t王kaja: (I. ?a-　kuri kwa^ga PitJibaN ?otoroNtJijo)

犬　　　　　　　犬が　吠えたらね　　　　　　これ(は)子供が　一番　恐がるんです

?a: PotoroNwa ?ai ?u: wareNk waNkja muru ?uN ?uN JomadotJai JuNrauN natlja

恐がる　　　し　　　子供たち(が)皆　それ　それ(で)ビックリ　させられる

I. ?ugas王　sirjuN ?ugas王

そうです　　　そうです

Y. kur王?ugas王kaga Pare?uN ?eN ?inu s王ba, ts王kut王j芭?ugaN ?irasi JuNg芭S王

これ　そうでしたら　　　その　犬(の)巣を　作って　　そこに　入れさせるようにして

(I. ?eO Ju: (I. cfo:ka do:ka) ?a- ?a: piNgjasaNg芭S王(I. hai hai) Ji JuNg芭S王　waN

Lょう　　　どうか　どうか　　　　逃げ出さないように　　　　　　　して　　　　　私(が)

ts王kjuNga je: ja

しておきます

I. do:ka do:ka (Y. ?N:) Jittabo:r王　taNb巨:ruNk笠:jo (Y. ?NO ?ai tas王ka:ti (Y. ?ije ?ije)

どうか　どうか　　　　　して下さいますよう　頼みます　　　　　　　　助かった

?ai　?obo:radareN

ありがとうございます

Y. ?N: Pur王ja ?na: koni'芭:t王JukjuNg芭S王J王keruNk王

それは　もう　押込めて　おくように　しておきますから

I. ?ai Pobo^ra　?obo:ra

ありがとう　ありがとう

Y. Jiwa ?ir芭:raNdo:

心配　しないで下さい

Ⅵ　勧誘(電話で旅行に誘う)　夜

A. S王Z王ko (H. hai) ?ja: kuNdu nas蝕at王?ikaNs芭:

シズ子　　　　　あんた　今度　名瀬まで　行きませんか

H. nas芭　nuNdu ?arega

名瀬に　何が　有るんですか

A. ?ano ?amamipa:kukat,Jb:N'j芭: ?ikitJaigarajo jappa dus王no wuraNma ?ikaraNmuN na:t王

奄美パークの方-　　　行きたいからね　やっぱり　友達が　居なければ　行けない　ので
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?aslgajo jappai t ai mitJe:Nb芭　jappai ?ikaNma m王Z王raku ne:muN na:tija

ね　　やっぱり　二人　三人ばかり　やっぱり　行かないと　面白く　無いもの　だからね

H. hama ?ui kaNge:tureruNda: (A. ?a: hoNto:) ?o:

それを　考えています　　　　　　　本当

A.加a:tJ王kiNb芭　jutas王gaja (H. jutarerusija) ?na: monosugo ?ano ?amamipa:ku

天気も　　良いようですし　良いようですね　もう　ものすごく　あの　奄美パーク

jappal Juraigaja jappai nakaraaga wuraNmuN na:t王　nakanaka PikinaraNmuN na^tl

やっぱり　居たんですよ　やっぱり　仲間が　居ない　ので　なかなか　行くことができない　ので

?as王ga ?j芭: ma3ina ?ikad王　kuNdu

ねぇ　　　一緒に　行きましょう　今度(は)

H. ?ugas王?itarerusaja: ?atu t ai mitJa:ib芭: mata duJ王　torn巨:t王(A. sabakut王n王'jiO

それで　宜しいよね　あと　二人　三人ばかり　また　友達(を)　さがして　見つけるわねぇ

sakaku:t王　ma3ina Pikjugess王　S芭ruga

見つけて　一緒に　行けるように　するねぇ

A. ?as王ka mo.' m王Z王raJa ?aruNtJijo (H. ?o:) nas芭　na^t王ka ?as王dari Jl'蝣ja ?ahahaha- ・

そうすると　もう　面白く　出来るよ　　　　　名瀬　で　遊んだり　　して　あははは

(H. ?ikjas王Iut王?as王barjuNga'j王?na:) 30:z王(H. Ji: tuJlkaja) ha ha ?oho ?amamipa:ku

どのように　して　遊べるかね　　今　　　　　　　歳をとったから　は　は　おほ　奄美パーク

?iz王Jittai juruja mata ?uN guruinu karaokeNkja ?uto:t王　hahaha

行って　十分に　夜は　また　その　そこらの　カラオケなんか　歌って　ははは

H. mata ?uNgwa: nat王?uga,Jut王　S王?as王bamuNga j王:

また　歳をとったので　そのように　して　遊びましょうね

A. mata Pur王　kitJaN dukija tJimari hora^nu wuraN ?ari (H. hai)

またそれ(を)聞いた時は　大変　嬉しくて　じっとして　いられない

Ⅶ　願望・許可(実家に帰りたいとする申し出を許す)　昼

H. ?oto:saN (Y. ha:i) waNjo: (Y. ?NO ?uini ?onegai JitareruNda: (Y. ?N:) ?aNmaga

お父さん　　　　　　私ねぇ　　　　　あなたに　お願い　したいのですが　　　　母が

guwai wa:saNtJ、i PjuNmuN na:tijo ?itts王kja^kwa waNni ja:kats王　kaera^tJikultaboraNkajara

具合　悪いと　　云うもので　ねえ　一時だけ　私に　家に　帰らせて下さいませんかねぇ

Y. ?e: ?ur王?aNma PujaNkjanu ?ば王　guwamu wassat芭:negari　4>芭:ku ?i3ikuNgas王

それ(は)お母さんよ　親が　それ　具合が　悪かったら　　早く　行って上げるように

S王Nba ?ikjaNde: ?N:

しなければ　いけないよ
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H. ?na: Pur王　nag芭:garima ?araigaja (Y. ?NO ?iz王　nime:gwa Ji:ttJaittJi Pareruiga

今　それは　長い間では　ないのですが　　　　行って　お見舞い　したいと　　思ってですが

Y. ?a: ?ura: do:ka ?u:N ?ja: ma. ?iz王　kuNba Pikjai

それは　　どうか　うん　お前　まあ　行って　こないと　いけないね

H. do:ka JIra:

どうか　そうさせて下さい

Y. waN Jiwa ?ugari ?iraNkja

私(の) JL葡三　いらないよ

H. ts王go:gwa ts王klkuttaboN J王n王

都合を　つけて下さいね

Y. ?uN ?uN　6芭:ku ?iz王ko:

早く　行って来い

H. ?obo:radareN

ありがとうございます

Y. ?aNmanu kutuga dai3ini saNmuNgari

お母さんの　事が　大事に　しなければね

Ⅷ　おわび(借りた皿を割ったことを詫びる)　夜

I. ?e: tJ王joko jone'ugame^ra (A. hai hai jon芭'ugame^ra) waNgadijo: hoNto: mo:Jiwakenai

千代子　こんばんは　　　　はい　はい　こんばんは　私がね　本当(に)申し訳ない

kutu saigajo: (A. nu:ga'j王:) k'ino kataN saragwa: (A. ?j芭　saragwaO ?e- ?ur王

事(を)しましたが　何ですか　昨日　借りた　皿を　　　　　　　皿を　　　　　それ

waNne: tslkaNto simo:t王　wariratJaNtJijo: Pur王　do:mo sum巨:ra:t王

私が　落として　しまって　穀してしまった　それ　どうも　すみませんでした

A. ?ur王nu ?uN Ju:t王gar王　ki: ts王koigar芭: ji:ratJijo mo-

それの　そんなにまで　気(を)使わないで　良いよ　　もう

I. kur王　daizlna kur王　ji-　saragari Jiiiga ?o: (A. mukaJikara- ) hanahada

これ　大事な　　これ　良い　皿のようですが　　　　　昔から　　　　　　甚だ

toN3aku neN tJ una:t王　do:mo do:mo sum巨:ra:taiga

頓着　無い　人で　　　どうも　どうも　すみませんでした

A. ha:i saragari t鞄芭?aigara Ju-ss王garaja: ?uN saragwa^i ma: muka:Jikarano kineNni

はい　皿は　　沢山　ありますが　　　　　　その　皿は　まあ　昔からの　　　記念に

(I. ?ugas王ttJijo:) J王wutaNmuNgwa:ta (I. ?o: ?oO ma: Jotto nokoriwi芭　Pas王gaja-

そうですか　　していた物で　　　　　　　　　　まあ　ちょっと　残念ですが
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(I. ?ugas王ttJi hai hai) s王kataneN kutu na:t王?ugas王gar! ki'蝣　ts王koiguruN ?iraNdo

そうですか　はい　はい　仕方が無い　事だから　　そんなに　気(を)使う事(は)要らないよ

I. mata ?ugas王kajo Pits王Nka ji: saragwaNkja mata ha kawai mott王　ku:ga

また　それでしたら　いつか　良い　皿などを　また　代わりに　持って　来よう

A. ?ija ?ataNt,JiNjorika nagare:na hahahaha

いや　　そんなこと　しないで下さい　はははは

I. ?e: hoNto: sum芭^rada:t王　?obo:ra

本当(に)すみませんでした　ありがとう

A. ?ugas王　nagari ki: ts王koig鞄ari ?iraNtJijo:

そんなにまで　気(を)使わないで下さい

Ⅸ　買い物(靴屋で孫のズック靴を買う)　昼

I. ?e: koNnitJiwa.

こんにちは

Y. ?e: koNnitJiwa

こんにちは

I. jo: k juja koN ?ma:ganu kutsuba ko:ramatu ?omot王?aiga (Y. ?ei ?ik王) J王monetaNga'j芭:

今日は　この　孫の　　靴を　　買おうと　　思って　ですが

Y. ?e: taNbejawo warewaremo ?utJ此a hajehajejo jo:ramat王jo kazikaz王?u-王　tar芭:

我々も

tJu:moN J王?uNna narabit王ga ?ui ?nitJi ji^moNgwa: PijaNd王　ku王t王nja-nju

注文(して)そこに　並べてます　あなたが　見て　良い物(を)選んで　見て下さい

I, wakaraNmuNtJijo wakja ?w王:muN na:t王kajo wakaraNmuN na:t王?aiga ?ja: niJegwa.

分からないってよ　私ら　年老いた　から　分からないものだから　あんた(のような)若い人が

?nitfikadu wakaruNtJIJO. Jo: 3u:　　　昌>u:saN naruha: wakjamuN (Y. ?eO　3u:saNb芭　?uN

見てくれたら　分かるんで　　　十　　　　十三　成る方かな　うちの者は　　十三ばかりが　うん

?o:ruNgwa: (Y. ?uga:sikara) g王　tomi巨:ti ?nit.Ji kur王:

合うものを　　そうだとすると　　　さがして　見て　下さい

Y. na: na- ?e:tto ?uN suNpoiwa PikjasaNb芭iga J王　nisaNb芭:igaka

ええっと　その　寸法は　どれくらいかね

I. ?e: t.Jo:tJo: mata ?ur王ja wakaraN ?aigajo: tJb:do Pikjasamb芭:ga kur王: ?e: 3u:saNc　-

ちょうちょう(困った時の表現)また　それは　分からないんだよ　ちょうど　どれくらいかな　これ　十三

5u:saNb芭: 3u:saNsaijaNk芭ja

十三　　　十三才ですので
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Y. ?u<j>utJuga　<f>utsu: ni昌u:goNb芭:jaNk芭:

大人は　　普通　二十五ばかりですからね

I. ?a: ?a'- ?a: ?a: ?ugas王ka (Y. 3u:saNsai ja:t王ka nisu:・　-) ni3u:saNb芭蝣devia

そうですか　　十三才でしたら　　二十　　　　　　二十三ばかりでは

Y. ni昌u:saNb巨: ?o: waNga ?nitJijai (I. ?e: ?eO nekunekunekuneN ni昌u:saNno ji:mu此lu ?aiga

二十三ばかり　　　私が　見てみます あれ、これ、ここに　二十三の　良いものがあり

?une (I. ?:) ?ur王?ikjasiga

ます　　　　　それ　どうですか

I. kurlja mata Pirogwa:ma ji:mu3agaja:

これは　また　色も　　　良いもんですね

Y. k jurasaja (I. jiNgwa: torn芭:t王　kur王:tJi kitJa kur王　ma ko:d王nja j王:) ?N: ?e:

きれいでしょう　良いものを　さがして　くれました　では　これ(を)買いますよ

do:mo do:mo ?obo:radareN do:ka ?ikjas王ga ?ur王?u:rid王?ur王na:

どうも　どうも　ありがとうございます　どうか　いくらですか　それ　それで　それは

I. hoNto: je: PitJimaNb芭i sE rus王ga na: ?a: muru ?a: 4)u∬asura tukiga ?ari mo:

本当は　　一一万ぐらい　　してますが　　　　皆(が)　　　欲しがっているもの　　　もう

nanaJeNb巨J王(I. ?e: ?ugas王) makeruttJa

七千円ばかり(に)して　そうですか　負けときます

Y. Pmagono kututu naruto jappari kani ?i昌aJama JaraNtJijo

孫の　　　事と　なると　やっぱり　金(を)出さなければ　ならないね

I. doho: ?ehe (Y. ?obo:radareN) ?e: hoNtu ?obo'・radareN kottabotts王

ありがとうございます　本当(に)ありがとうぼざいます　買って下さって

Ⅹ　うわさ話(同級生の娘の結婚話)　昼

A. S王Z王ko (H. hai) ?jakjadoga tomotJaN nu^ga ji: hanas王NgwaNkja kimat王　kimatabaja

シズ子　　　あんたのとこの　トモちゃん　何か　良い話なんか(が)決まって決まったようですね

(H. ?o:) juta:hat王jas王:

良かったね

H. ll: hanas王gwa:nu kin氾reteNna: ?ora: ?omottoreruNda:

良い　話しが　決まりましたので　嬉しくて　喜んでいます

A. nara nara tusigoro na:t王kara mo: PuNga Jiwab巨Jigara (H. ?ugas王dareNjoO

年頃(に)なってから　もう　その　心配ばかり　ですね　そうですよ

ji: ?ait三gwakjanu hoNto wutaNto jutaataga ?anoN (H. wunagunu k wa^gwa tJotto tikajoO

良い　相手が　　本当(に)居たので　良かったね　　　　女の　　子ばかり　ちょっと　いると

Jiwakara kir王raNmuN na:t王ja (H. Jiwakara kir王raN mudareNda: ?na: ?na: ?ugas王　nat王N

心配から　切れないもの　だからね　JL膚己から　切れない　ものですよ　もう　もう　そのようになりま
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(ji: ts王):ba ts王k王t王) hoNto-'ni ma: ji: mukodoNkja murot王kara huNt。 Pits王baN

したから良い都合を　付てました本当にまあ　良い婿さんなんかもらってから本当(に)一番

PmagogwaNkja nits王ka mata JlawaJe jattanija huNtoni

孫なんか(を)授かったら　また　幸せ　ですからね　本当に

H. ?obo:radareN (A. ?N: kibat王　岨ta) jamatomuNtJb: wakja:nu mu:kwa:ja mata

ありがとうございます　頑張って　また　本土の者だってよ　私たちの　婿は　また

(A・ ma jamatumuNmu jutaNda) ?na jo: jamatuNtJ u Par王JimaNtJ'u ?arijo: J王kjuNt,J'u

まあ　本土の者も　良いですよ　この頃は　本土人(で)あれ　島の人(で)あれね　好いている

kuiramaja

人に　差し上げる

A. ?N: PnaNbenu jononakajo: huNto: ?ujanu haNtai saNt王maja: jappari mo: S王k王ts王?omo:ruN

今の　世の中はね　本当(に)親の　反対　しても　やっぱり　もう　好きと　思う

tJ u:to jappari nasaNba PikaNmuN na-'t王

人と　　やっぱり(夫婦に)成さないと　いけないものなので

H. ?aNmaga kajuijo jamatuka:tJi

母が(私)通うよ　本土まで

A. ?uja-　　Pujatu k芭:t王ma k'wa-ni mi巨:rumuNtJijo: ?N: jutahat王　jutahat王

親　　　親と　代えても　子供に　負けてしまうもので　良かった　良かった

H, tJ'u J131 wmagunu k'wa: nat王ja-　ja胞tuka:tJi kur王tJaku ne:da: ?ataigajo

唯一人の　女の　子　なのでねぇ　本土にまで　くれて　やりたく　なかった

(A. ?ubasaiga jas王tuNtJijo: ?N: ?N:) Jikatanu ?arerasaja

仕方が　無いよね

A. wakajanu ?uttuNbasa Pomotaigaja t,∫ uiNkja ?imasaja s王gurumaja jamatuNmuNto na:ti

私の　　家のこと　思いました　一人しか　居ない　息子を　本土の人と　結婚

?itt王kita^tu jamatuNt,J'u s王kjuNmuNg王　S王nadatu Ju:dak王muN natimu ?na-' k'wa^nu

して出来たので　本土の人(が)好きに　なったので　仕方が無いので　今は　子供の

JuNgan芭S王　S三m王ti huNto^ni ?naNb巨numuN ?ugas王

するように　させる　本当に　今頃の者は　そうだから

H. ?naNb巨numuNjo-' Jikatama ne^muN na^t王?omoi ?omoi du:du:no

今頃の者(は)ねぇ　仕方も　無い者なので　思い　思い　自分自分の

A. ?ugas王　ji: ?aNb6　2iz王karana ?its王baN jutaajo ?na:

そう　良い　塩梅(に)行きさえすれば　一番　良いことです　今

H. ?uita Puitanu ?ano: Jiawase ?a:t王ka ?atika ?ujama Jiawasewo ?morama s芭r芭rasaja

それぞれが　あのう　幸せ　であれば　　　　親も　幸せを　思わなければね
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鹿児島県鹿児島市喜入町中名対話資料　70代話者

I　あいさつ

1　見送り(釣りに行く夫を見送り)　早朝

R.オト-サン　キュワ　テンキガ　ヨカガ　ドケ　イット-

K.ン-　ヨカ　ヒヨイヤッデ　マヤ　イオ　チュイケドンナ　イタッコンナラ　ワ

ソイデ・ ・ ・

R.カジェガ　ツヨカヤイヨ-　アン　アイ　キオ　ツケテ　ィカンナ　ニー

K.コヒコバッカイノ　カジェワ　ワイギャツカヨ-　ユペックライ　ヨカ　イオオ

トッテ　クライ

2　迎え(釣りから帰った夫を迎える)　夕

R.ツレタカン　イオガ　ヅンバイ　キュワ　アテン　シチョッタガヨ

K.ン-　ワッゼ　フテコイ　ツイェタガヨ

氏.ワ-　ヨカッタ　ニー

3.訪問(近所の家を訪問)　昼

M.アキオ　キュワ　オッタ　ワガイエ

K.ン-　キュワ　モー　シゴッモ　ナカデ　オイガ　オッタトヨ(チ)

M.シゴッモ　ナカモン　コエコツジャッデ　キュワ　オイゲン　カシェドン　シェ

ンカ

K.ナバナトイノ　カシェオ　シテヨ

K.エー　ナノハナトイイッカ　ソイナラ　シガナラ-ンドカイネ　オイモ　チレイ

タックイェ　ホラ

4.辞去(夕食をご馳走になり帰る)夜

M.ド-モ　アイガトゴワシタ　ンマカッタ　キュワ

サシカブイ　ド-キューシェイト　ノンデ
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K.エー　ンマカッタケ-　マタ　コンカー

M.バーイ　アリガトゴワシタ　ソンナラ

K.ゴチソノヨイ　シチョッデ

5　道でのあいさつ

戟

K.オーイ　シゲ　ワヤ　ドケ　イッカイ　キュワ

M.エー　キンペンチ　ドッカ　キマッチヤオラン　プラブラ　サンボドン　スカイ

昼

K.ヨカ　ヒ-メッドッヂャッド　モー　モドランカ　シゴッカラ(チ)

M.モー　モドッドン　バーモ　-ツタ

ft

K.シゲ　ドケイッタ-　コンパンワ-

M.オヤ　アスケイタ　アスケイタデ　モドイヂャ-

夕

K.モー　モ　ヨカコロヂャッド　アガッド　モー

M.ン-　モドッテ　モー　ハヨ　ダイヤメドン　センナラネ- (チ)

K.ダイヤメン　シオケガ　アッタロカイネ-　アイゲア

M.アッド　ジュ　ゴアッ

6　祝儀(本家の長男の結婚を祝う)　午前

K.オメデト-　トヒカクガ　ケッコン　スットアッチネ-　モ　キモチダケ

M.オカゲサマデ　ヨカ　ヒトオ　モロデテ　ヨカッタネ- (チ)
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アイガトゴワシ(チ)　ン-

7　不祝儀(隣人の妻の死を悔やむ)　夜

M.タイ-ンデシタネ-　リョ-コガ　ユーナラナランジ　ザンネンジャッタ

K.ア-　キテクェタネ-　ヨ-ゴッチュ-シタ　アイガトゴワ-イ

7　出産祝い(兄に初孫の誕生を祝う)　午前

M.オメデトー　ハツマゴガ　デキテ　オトコンコデ　ヨカッタニー

K.アイガトゴワ-シ　コイカラ　マタ　タノンモンド(チ)

8　病気見舞い(入院している友人を見舞う)　昼

氏.シゲアンサン　ビョ-キシテ　タマガッテ　キタガヨ- (チ)

M.アリガトネ

R.イケンアッタ　イケンアッテ　ニューインシタ

M.バラガ　イタカッチネ-　デ　キテミタ-　モーチョ-ダッテ

シュジュツシタ

R　エー　ソラ　ヨカッタネ-　モーチョ-グライナラ　(M.オカゲサーデ　ホ

ラ)モーチョ-グライナラ　マダ　ヨカッタ　デモ　オロン　キオ　ツテテ　ハ

ヨ　タイインシテ　モドッコンカネ

M.　ハイ　アリガトー　トンヂャカ　ナカドン　コラ

R.　チットバッカイヤッドン　マ　キモチダケ

M.　アリガトー　ド-モ

ll /沖i

l　物を借りる(隣家から梯子を借りる)　朝
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M.アキヨ-　-ンジガネ　アッチン　ウカジェデ　ヒットンダデ　ヤネガ　ヒット

ンダデ　アゲン　ハイゴオ　カセンカ　ハイゴガ　ナカ

K.　ン-ハイゴガ　ハイゴワ　ドッカ　アソコン　マゴイェ　アッデ　モッテイカ

ンカ

M.　ナ　モツテイッド

2　依頼(街に行く隣人に買い物を頼む)　朝

M.アキー　ドッカ　キュワ　ケモンニ　イクー

K.ア-　キュワ　ヒマヤッデ　ナイカ　チット　コムンガアライ　チョッ　イタッ

コンナラ

M.ナ　ツイデン　オイゲノ　リンゴドン　コツキクッデン　デモ　コツキクイェハ

エドン　ルンバヤ　イランデ　チッドデ　イ-

K.　エー　リンゴヤ　イエ　オ　コツキテ　キテクェンナラバ　オラ

3　無心(親友に借金を頼む)　夜

M.アキー　メンドヤッドン　コヤ　ワイ　ジェンノ　スケテッ　タテカエツ　クェ

バ　ェドン　サンマンバッカイ

K.　エー　チットドマ　フンナラ　アラ-ンドカイネ　サゲッミロカイ　アラ　コ

ラ　コイコバッカイ　モッテイカンカ(チ)

M.　アリガト　イコツデシタ　タヒカッタ

Ⅲ　指示・助言

1指示・助言(勢定の仕事について指示・助言をする)

K.エー　シゲオ　ワイゲン　シェンティニ　ワイゲン　シェンティニ　キタガ

イケンシテ　シェンティ　スカイネ(チ)
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M.ン-　マ　オイガ　コノ　ヒトッパオ　モー　クエオ　チト　コー　マルシテ

クルット　エドン

K.エー　ソイデ　ヨカカ　ソイノホガ　ヨカカネ- (チ)　オイガ　シタトデ

ヨカカ　ヨカヤー　シテクルッデ　ホラ(チ)

M.マタ　ティサイデ　タノンド

2　道案内(隣町の者に道を教える)　昼

M.エー　サーワ　ナカミョ-ショーガッコ一二　ヨ-ジガ　アッタッドン

ド-　イケバ　ヨカゲナ

R.アンナ　コツカラ　ズーツト　イブスキノ　ホ-ニ　イッテ　モ　200メータ

ーグライ　イッタトコイノ　アノー　ミギガワニ　ノーキョ-ガ　アルカラノ

ソノ　トナリデスヨ(チ)

M.ハイ　ワカリマシタ　アリガト

Ⅳ　陳情(町長に道の排水工事を頼む)

M.チョ-チョサン　オネガイガアッテ　キタタッドン　オゲ　シタン　スイロガ

モ　シオガ　クレバ　オーシオニ　ナレバ　モ　シオ　ヤシキ　アガッテキテ

ド-ニモ　ナランタイガ　ナントカ　ホ-　シテクイワ　ナランケ

K.エー　ソライカン　ニー　ヨサンガ　アレバ　ド-カ　ナッタッドン　マタ

ミッミガ　ドボクカノ　ホ-ニナ(チ)

M.デクレバ　シオドキ　ナランウチ　タイフードキ　ナランウチ　シテクルーガ

アッタッドン

K.ナラ　バヤメニ　ューテ　ミモンガ(チ)

M.バイ　オネガイ　シマスネ
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Ⅴ　談判(犬の放し飼いをやめるように求める)　昼

M.アキー　ワ-　インニヨ　ハナラケ-テ　コラ　オー　オイゲ-ン　アセクッテ

シマウデ　イカンガ　ヤスク

K.オイゲンタ　ワガイェデ　ウンド-　サシェカタ　ジャイガ

M.ア-モー　インナ　ヒキ　ウンド一二　ナッチョッデ　ヒッパッテ　サイカンナ

モー　-ナラカスト　ナイモ　カイモ　シモーガ

K.ンナラ　ド-カ　シェンナ　ワ-　ホラ(チ)

Ⅵ　勧誘(電話で旅行に誘う)　夜

M.モシモーシ　オッタケ-

K.オッド- (チ)

M.コングッノ　スエン　チョーナイノ　バスリョコ-ガ　アッチュガ　イコ-

イッション

K.ドコジ　イッタロカイ　ソンタ(チ)

M.フクオカンネ-　ダザイフ　ジャッツオッタガ

K.ダザイフカ　ン-　ソラ　イカンナラニー　ワガ　イケバ(チ)

M.イッガ　フンナラ

Ⅶ　願望・許可(実家に帰りたいとの妻の申し出を許す)　昼

R.オト-サン　アンネ-　アン　ワガイェン　ト-サンガ　アン　グワイガ

ワルナッタツデ　イマカラ　イタッミロカイ

K.ソラ　イカンニー　ドッカ　-ヨ　モドッテ-　ミランナ　ワイ　ホラ(チ)

R.ナ-　イタデクッデネ-

醍.ヨ-　イタッケ-
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Ⅷ　おわび(借りた皿を割ったことを詫びる)　夜

M.リョ-コ　コンマエワ　アリガトー　アー　ツケモンノ　モロタ　サラオ

ウックヮッタガヨ

R.アラ　モー　アンタネ-　オカーササラヤッタラ　ヨカガ　サラー　ヅンバイ

アットゲンナ

M.タカカ　サラ　ヂャットゴアッタガヨ-　ウヮ　ンノ　アッカッセェ　アン

サラオ　カンタンニ　グヮイタガタゴー

氏.オカーカ　サラ　ヤッタロヤー　ヨカ　サラヂャ　ナカッタド　ヨカガ-

チューター　シェンデ

M.アリガトー

R.ヅンバイ　アッド　サラワ

M.ソイガ　ソイガ　スマンナ　マ-　マ-　ベンショーワ　スットオモトッデ

R.ンニヤ　ソゲン　キオ　ツカワンチ　ヨカド

Ⅸ　買い物(靴屋で孫のズック靴を買う)　昼

M.オイ　キュワ　オイゲン　マゴガ　クッ　ホ-ゲ　キタガ　ミシェッミックレ

K.エー　マゴンコガ　モー　ガッケ　イッゴッナッタカ　ヨカ　コガッコヂャッタ

ドンニー　コイ　ミテミランカイ

M.ドヒコバッカイ　スイ　シナケ　コラ

K.マ-　イロイロ　アッドン　コラ　ニー　タケトモ　アイシ　ャヒカトモ

アイシ　マ-　ヤドガ　キータトデ　ヨカトヨ　ホラ(チ)

M.チ一夕　マケテクレ　キュワ

K.エー　ワイガ　コツチヤツデ　マケンナラバ　ホラ
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鹿児島県肝属郡垂水市(麓)対話資料　50代話者

I　あいさつ

1　見送り(釣りに行く夫を見送る)　早朝

M　コンナ　サカナツイ　イッタクッデ　ネ。

K　エ　ドコセ　ネ。

M　サタセ　イッタクッデ　ヨ。

K　エ　ダイト_イッ　ト。

M　アン　シヤショノ　ヒト　トモダツガ　ナンニンカ　オッデ　イッショ　イ

ッタクッデ。

K　ホンナ　オソ　ナル　ネ。

M　モドリヤ　パンヤロ　ネ。ン-

K　ナイガ　ツルッド　カィ。

M　ン　マ　テノ　イオ　ヤラ　ネ。テノ　イオ　ヤラ　マ　ソ　セモンガ　ツ

ルツ　テ。 K　エー　ドッサイ　ツッキテ　ネ。ン　バンノ　オカズニ　ス
ー_..チ

ッ　　7一。

M　バンノ　オカズア　マカセッ　(チッテ)0 (笑い)

2　迎え(釣りから帰った夫を迎える)　夕

M　オイ　リ　ョ-コ　モドッタ　ド。

K　イヤー　ハヤカッタンジャナィ。

M　キョヤ　ツレンカッタ　ガヨ。

K　ア　ソ-ナン。ン一。セッカイ　イッタ　トネ一。

M　ン一。アン　チット　ナンガ　ツヨツセ　ネ。

K　ア-　ジヤツタ　ト。

M　ン-。ツレンカッタ　ガヨ。

K　エー　ダレタ　ネ。ホンナ-

M　ダレタ　モー。シッタイ　ダレタ0

K　マコテ　タノシミニ　シヨツタ　テ。

M　キョワ　モー　ショード-カイ　トラン　カ。

K　ン一。ソゲ　スッコジャロ　カイo

M　ソゲ　シテクレ。キョワ　モー　ツレンカッタ　デヨ.

K　エー　ホンナラ　マタ　コンド　ネ。

M　コンドワ　ドッサイ　ツッテクッ　デ。
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3　　訪問(近所の家を訪問)　昼

M　　ヨ一一

G　オー　キタ　カ。アガラン　カ。

M　エート　ヨ。キョヤ　ユーガタカイ　チョット　ノモー　カイ　オモッセO

キョヤ　　　ツゴー　イケヤイ　ト。

K　ヨカ　トヨ。ナイモ　ヨ-ジャー　ネガ。パンセ　ノモ　カィ。ナラ。ホイ

ドモ　キ　　ョヤ　ナイノ　ナイノ　ソーダン-

M　チ-ト　ネ。エー　ソダンニ　ノッチ　ホシ-コトガ　アイモンヤッ　デo

K　ソン　ゼンノ　コツチヤ　ヤッセン　ドネ。

M　オマユニ　ゼンノ　コツチャ　キタイ　　ショランノジャ。

K　ジャッド　カ。

M　エート　ネO　チ-ト　コドモン　コツテ　ネ-。オマエノ　チエ　カリルゴ

アッド　　ガヨ。

K　エー　ソン　オイデン　デクルコトナラ　ナンデン　イワン　カ0

M　マ-　バンニ　バンニ　ノンナガラ　カタイ　ガo

K　ン-　ナラ　パンセ　ヤッケ。

M　ソー　スッ　デ。ジャ　ネ。

K　ホンナ　マタ　コン　カ。

4　辞去(夕食をご馳走になり帰る)　夜

M　ン一。ノンダ。マコテ　ヨカ　ゴチソ-　ヤッタ。アイガトゴジャイモシタ

ネ-o

G　イヤ　モー　ナンモ　デケジ　ネ-。アン　ムスコサンナ　コラ　キバレチ

イッチ　　クレ。

M　ン　マ　チター　シイ　タタイテミランナラ。ガッツイ　ヨカラン　ホ-コ

-ニ　イ　　カ　センカチ　オモッセ　チト　シンパイナ　モンデ　ネ0

G　ヤッハイ　ネ一。ウタナ　イカン　ド。ユー　コト　キカントキワ　ウテ。

ウッセ　　　ネ一。イッカセ　ヤランナ　ソンタ　タイバッジャ　ナカ　ド。

M　ジャド　ネ。マ　アノ　メデ　モノイガ　ナラン　トッワ　ソン　セナ　ヨ。

ソンホ　　-ガ　ヨカ　ガ。

M　マ-　デモ　オッサンノ　リョ-リワ　ワッゼ　オイシカッタ　ヨ。

G　ア-　ジャッタ　カ。ン-　マタ-

M　マタ　ソツー　サゲッセ　クッデo

G　キオツケッセ　モドイ　ヨO　ジャネo　ド-モ.
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5　道でのあいさつ

(朝)

M　オー　オハヨ一。

G　オー　ゲンキ　カー。

M　ゲンキヤッ　ドO　オマエ　メズラシー　ネo　イケナ　コツ　力ヨo

G　マ-　ボツボツ　ヤッチョイ　ドo

M　ン-　マタ　タマニヤー　アソビ　デテコン　カ。

G　オマエモ　ネ一。

M　ン-　ジャー　ネ-0

(昼)

M　オイ　オヤットサー　ネ一。

G　オー　オー。

M　ケサモ　イキヨツタ　ネ一。

G　オー　カタイコモ　ネ-　ガヨ-0

M　カタイ占モ　ネ-　ネ。

G　キョーワ　シゴトチヤ　ヤスミ　カ。

M　ジャッド　ヒルカイヤ　チョット　ヨ-ジガ　アッセ-0

G　ン　マ　ダレンゴ　キバレ　ヨ。

M　ン　ジャッ　ド。

(衣)

M　オヤットサー　ネ。

G　キョーワ　モー　サンドメジャガ　コラ　チョッチ　サミー　ナッ　キタo

M　サミー　ナッ　キタo

G　ソツー　ソツー　ノモーカイチ　オモッセo

M　イッペン　ノン　イコ　カィ。

G　ヨカ　ネ-0

M　ナラ　イマカー　イッ　ガ。

G　ジャッド。

M　ア-　デンワ　セン　カ。

G　オー　オー。ワカッタ。ホンナ　イコ　カ。

(夕方)

G　オー　オヤットサー　ネ一。

M　オツカレサン。
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G　マタ　オータ　ネ一。

M　キョヤ　ヨンドメ　ヤッド　ガ。

G　キョヤ　シゴトヤ　ドコセ　ヤッタ　カ。

M　キョヤ　マ　アイヤッタ。ゲンバガ　ネ。タカト-ゲ　ヤッタ。

G　モ　サミッセ　サミッセ。

M　ユガ　フッタ　ドガ。

G　ン-　チライ　チライ　シヨツタ。

M　サミー　デ。ホラ。カゼガチ　ビカンゴ。

G　ジャッ　ド。ン-　ナコチ　ガタガタ　フルエトッ　ガヨ。

M　ジャロ。

6　祝儀(本家の長男の結婚を祝う)　午前

G　オハヨ-ゴザイマス。

K　オー。オハヨ一。ヨ　キックレタ　ネ。

G　コンドワ　アノ　タローガ　ゴゼンケワ・-

K　イヤイヤ　ド-モ　ナo

G　オメデトーゴザイマシタ。

K　ヤット　ナ　アタイゲントモ(ン)モロガ　ナイゴト　ナッタガ　オー。

G　ヨカ　ヨメジョ　モロテO (オー　ホント)ヨカッタ　ナ一。

K　ヨカ　ヨメジョガ　ホンナゴテ　キヤッタ　ガ。

G　コデ　アタイモ　モー　コイデ　シンパイ　イランナ　コワ。

K　モー　ナンモ　ナイモ　シンパイワ　イランO　ヨカ　ヨメサンジャ。

7　不祝儀(隣人の妻の死を悔やむ)　夜

G　コンパンワ一。

K　ハイ。

G　コンタビワ　モー　ホント　トツゼンナコツテ-

K　ハイ。ハイモー-

G　ゴシューショーサマデゴザイマス。

K　イヤ　モー　ホントアリガトーゴザイマスO　ハイ　ハヤカシタ0

G　ナイ　イケンシタ　トカo

K　ン-　ヤッパイ　ケツアツガ　タケッセ-デス　ネ-o　デー　ノーコ-ソク

デデス　ネ。ノーコ-ソクデシタ。モー　アタイドモ　ピッタリシモシタ。
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

G　トッカマエ　チョット　アノ　オサンド　ノ　ア　アイシ　チョコツト　ユ

ーガタ　ハナシ　シタ　バッカイ　ヤッタドン　ナ一。

K　アイ　モー　ワッゼイ　ゲンキヤッタタンドンカラ　モー-・。キューニ　ヤ
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シタデヤ　ナ一。タマガイモシタ　アタイドンモ。

G　コ-ケツアツバッカイヤ。クスイヤ　ノンジャイ　ヤシタ　トヤ。

K　クスイヤノンジャイヤッタドンカラ。ヤッパイ　ワカラン　ワカラン　ドナo

コン　ビョキワ。ハイo
ヽ　ヽ　ヽ

G　ナンチュ-　イユー　ユーゴッガ　ナイガ(オー)ア-　マ　ナントカ　コ

ドモンシ　ア　アノ　ガッコ-　ソツギョ-　シヨルガ　ホント　タイ-ン

ヤッド　ナー。

K　アマ　イマカラガ　マタ　コラ　キバランナ　イカンガチテ　ヒト　カゾク

シテ　カタイカタ　ゴワシタ。

8　出産祝い(兄に初孫の誕生を祝う)　午前

T　ヨカッタ　ネ一。 (オー)ドッチダッタ。オトコグッタ。オンナダッタ。

M　オナゴンコデ　モー　クレモ　セマッ　オイ　コロ　ホラ　デキッ　セ。ワ

ッゼ　モ　　ゼ　ゾ。

T　ニーチャンニ　ニチョッダー。

M　イヤ　チーター　ネ-。カーチャンノホ-ニ　ニチョイゴッ　アッ　ド。

T　カーチャンニ　ニテタカラ　ヨカッタ　ネ一。アンシンシタ　ヨ0

M　バラ　ホンナコツ　イッセ。 (笑い)イヤ　ネ一。ホント　メガ　パッチリ

シテ　モ　　ゼ　コジャ。

T　ウラヤマシカ。

M　デモ　ネ一。チョット　ネ。ヨコハマノホ-エ　スンジョラモンヤデ　ネ一。

アトワ　マ　ミガナルト　ネ。マ　トット　ミニ　イカンナ-　ヨ一。

T　サビシカ　ネ一。ジャー。

M　ン-　モー　ムスコ　クレタヨ-ナモンヤッデo　アスコワ。

T　ア-　デモ　トキドキ-

M　イカンナ　ヨ-o　ン　コンド　ネ-。フクシマニ　ミケ　イットコジャ.マ

アノ　カオ　ミケ　イカンナ-　ヨ(タノシミニ)ン　マ　ヨカッタ　ガ。

9　病気見舞い

(D男同士

G　オーイ　ケガオ　シタチ　ネ一。

M　ヨ-　ア-　ガッツイ　アッチャコツチ　イテ　ガヨ。

G　ドコオ　シタ　トヨO　ミセン　ネ。

M　コン　フトモモカ　シタノホ一。ネゴテガ　カカル　トコジャ。

G　アラ　ソ-　カ。ナイカデ　ウッタ　トカ。
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ヽ

M　イヤ　アノ　チョッチ　ネ一。アノ　ビワノキニ　ノポッチョイ　トキ　ク
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

リッター　　ニ　イッタ　ガヨ。

G　ヒッチヤイ　ヒッチヤイタダロー。 (ヨ-)キカラ　ヒッチヤイゲタ　トカ。

ソイワ　イカンカッタ　ネ一。

M　チョ-ド　クギガ　アッセ　ソケ　ガツンテ　アタッセ-

G　ン-　ヤ　ソイ　イタカッタ　ガ。

M　ン　ヤ　ホデ。ションベン　イキカタガ　モー　デケンジ　コワ0

G　オー　ソヤ　ソヤ　フジュー　スイ　ネ-。ンヤ　ソン　ケガオ　シタッチ

キータ　　モンヤデ　ホラ　ドコン　ビョ-インカ　キーテキタドンカラ

バー　モー　ヨ-ジ　　ョーセイ　ヨ一。

M　ド-モ　ネ一。ゴジュースギ-

G　コンタ　ヤ　ツマランモン　ヤッドンカラ　タモッテクレO　モツテキタデ

タモッ・-

M　インヤ　コンナ　キオツコ-サセッセ。

G　ホンナ　コイカラ　シゴチ　イカニヤナランデ　モ　コイデ　アノ　モドッ

デヨ。　　ホンナコテ　コヤ　ヨ-ジョー　セイ　ヨ。

M　オ　イットキャ　パタケシゴトモ　デケンヂ　ヤッパ。

G　ン　ユッケイト　アノ　ナオスコツガ　タイセッジャ。

M　サンキュー　ネ一。

G　ナ　モドッデ　ネ。キオツケテ　ネ。ハイ。

M　ハイ　アイガトゴワシタ。

②女同士

K　コンニチワ。ダイジョープ。

T　ン。ダイジョーブ　ダイジョーブo　テオ　コツセツシテ　イタカッタ。

K　ネ-　ビックイ　シタ。マコテ-o

T　シンパイカケテ　ゴメン　ネ一。

K　イケナフ-カイヤロチ　オモッテ。マ-　ゲンキワ　ゲンキソ-ヤ　ネ一。

アンシン　　シタ。ドシコバッカイ　ニューイン　スット。

T　ソ-ヤ　ネ。ニカグッバッカイ　ヤロ　カ。

K　ガンバッテ　ネ。

(中略)

K　カエツテ　ゲン　ネ。イヤ　ホント　チット　ヨ。

T　ワルカー。

K　デ　アンタガ　スッナ　クダモノ　チョット　コーチキタ　デ。アトデ　タ

モッテ　ネ。
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T　アイガト。

K　マタ　コエヤセンケ-チ　オモッテ。

T　アリガト　ネ-0

K　バー・ィ。

T　キオツケテ一。ヨ-ジョー　シテ　ネ-。ジャー　マタ。ハ-ィ。
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